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僕のクラスには校内一有名な美人だけどコミュ障な隣人がいます。②


識原佳乃







お断り





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。





底本カバーデザイン／小久江厚＋石田隆（ムシカゴグラフィクス）
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第18
 話　半田　吾輩は大熊猫である。名前はまだない。






　俺のクラスには学校内どころか、この地域じゃかなり有名な美人がいる。

　名前は、江里美奈。

　学校内ではアイドル的存在を遥かに超越して一種の神のような扱いをされている。誰も近づけないし、告白することすら許されていないような感じだ。

　神がかった容姿。心技体が
揃
 そろ

 ったバランスの良い運動神経。全知全能とも思える学力。今風に言えば神ってる。

　
纏
 まと

 う雰囲気もミステリアスで、ほとんど喋らない。それがまた神のように崇められている一因なのかもしれん。





　そして、もうひとり一気に有名になったダークホースがいる。

　名前は、相田君孝。

　学校内では全くと言っていいほどに目立たないような男子生徒だ。

　良く言えば物静か。悪く言ってしまえば空気のような存在。

　江里と同じで喋ることはあまりない。こっちから声を掛ければ一言二言喋る程度だ。ただ、基本的に物静かな奴だが、喋ってみると落ち着いていて案外話しやすいと俺は思っている。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　俺の朝は早い。

　所属する柔道部の朝稽古が毎日あるからだ。……と言っても俺の自主練だがな。

「おはよう。相変わらず早いなふたりとも」

　だがそんな俺よりも早く登校しているのがこのふたり。

「……おはよう……ございます」

　少しスローテンポで和むような
挨
 あい
 拶
 さつ

 を返してくる相田と、

「…………」

　その奥の窓際の席から相田の陰に隠れるようにして無表情、無言で微妙に首を縦に振った江里だ。

　このふたりとはクラスが同じになった新学期初日からこんなやりとりをしている。

　いつだったか覚えていないが、普段喋らんようなふたりが話しているのを教室前で初めて聞いた時は入室するべきかと迷ったことがある。……結局一区切りつくまで待っておいたが。

　そういやある時は、ふたりして竹串を持って窓の外をぼんやりと見てたこともあったな。……コイツら実は精神年齢がじーさんばーさんぐらい、いってるんじゃないかとも思った。

　そんな感じでコイツらは密かに仲が良いようだ、と俺が気付くのにそう時間はかからなかった。

　気付いたところで、別に周りに言いふらすような気にもならなかった。

　片や空気のような奴。

　片や周りから常に注目されている奴。

　こんな正反対のようで、どこか似たもの同士のふたりがどうなるのか少し楽しみだった。

　まぁ、微笑ましいものをわざわざ壊そうとする奴はいない。そういうことだ。





　――ところがある日のこと。そこで事件は起きた。

　その日は年１で実施されるスポーツテストを行っていた。

　午前のテストを終えて昼飯となって、俺が親戚の農家のおっちゃんから「笹は運動する時に食うといいぞ」という助言をもらって笹の葉を
貪
 むさぼ

 り食っている時だった。……ちなみに後で分かったんだが、笹うんぬんはおっちゃんの冗談だった。信じて食ってしまった我が身としては全く笑えない冗談だった。許せん！

「そ、相田くん！」

　その声にクラスの待機場所に残っていたほとんどの奴が固まった。

「相田くん？」

　次の言葉に大半の奴が黙った。

「あっ、その……ごはん……」

　普段の無表情ではない初めて見る江里の感情のこもった表情と焦るような動作。

「可愛い」

　それを何故か積極的に褒めにいく相田。……相田、しっかりしろ。口から魂が半分ほど出かかってるぞ。

「……んんっ!?
 」

「……あっ!?
 」

　しばらく見つめあってからふたりして恥ずかしそうに
悶
 もだ

 えて
俯
 うつむ

 いていた。……なんだコイツら。じーさんばーさんかと思ったら小学生なのか？　これあれか、バカップルってやつか。

　俺は普段からコイツらを見ていたからまぁ、納得できたが、他の奴らは信じられんものを見るような目つきで棒立ちしていた。

「かわいい……川沿いが……いいです」

「……はい」





　おい、相田。

　その誤魔化し方はさすがに無理がありすぎるだろうと思っていたら、江里が納得したように首を縦に振っていた。

　……おいおい。お前らさすがに付き合いたての小学生カップルじゃないんだから、もう少しまともな反応をしろよ。むしろ最近のませた小学生カップルの方が進んでいる気さえする。

　バカップルの会話が一段落したところで、黙っていた奴らの好奇心が爆発した。

「ちょっ!!
 　えっ!?
 」

「江里様がお話しになられたぞ！」

「江里さんと相田くんってそんな仲だったの!?
 」

「マジ!?
 」

「詳しく！」

「詳細はよ！」

「メシ食ってる場合じゃねぇっ！」

「笹食ってる場合じゃねぇっ！」

　ふたりの仲は何となく知っていたが俺も便乗しておかねば後から面倒なことになりかねないような気がしたので、前に言っていた奴の言葉を真似させてもらった。





　……ったく。そっとしておいてやれよ。





　その後は案の定、質問攻めが始まった。

　誰も江里に聞く勇気がないらしく、相田が餌食になっていた。……自業自得だぞバカップル。

　周りの奴らがあまりにもしつこく取り囲むのなら適当にいなしてやろうと考えていたが、彼のピンチを救うのはどうやら白馬に乗った王女様の仕事だったらしい。

　その神々しいオーラを最大出力にして、有象無象を蹴散らして進む江里。そして最終的にはハッピーエンドってやつだな。……それでいいのか相田？

　――後はそんなふたりを追っかけていたら、キレた江里に俺も含め全員が追っかけ回されて。

　無残に逃走した惨めな敗兵ども集めて一言言っておいた。

「あいつらに干渉すると、神の逆鱗に触れるぞ」と。

　追っかけ回された直後だったこともあり、皆口々に「まだ死にたくない」「天罰は勘弁」だのと言って納得していた。……まぁ、建前上だが。

　本音は皆俺と同じ。その証拠に恐怖を口にしているのに全員が笑っていたからな……。





　それからは何度か江里の突飛な行動に自制できなくなって絡みに行った奴らが、全員討ち死にしていた。大抵が自滅だったが……。

　江里は自覚しているのか知らんが、なかなかにぽんこつだった。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　クラスの奴らがやっと江里に対する耐性をほんの
僅
 わず

 かにつけた頃にまた事件が起きた。

　朝行くと教室には相田がぽつりとひとりでいた。

「おはよう。珍しいなひとりなんて」

「……おはようございます。江里さんも……来てますよ」

　そう言った相田の顔はどこか落ち込んでいた。

　その時はなんかあったのか？　ぐらいにしか思わなかったが、それ以降のふたりのギスギスとした空気が最悪だった。

　このふたりは普段から人前で他愛のない会話をすることはないのだが、それでもいつもはフワフワとした丸い空気が流れている。

　だが今日は鋭い刺すような空気が渦巻いているとでも言えばいいのか、どこか冷戦に近いものがあった。

　おかげでクラスの空気が重いのなんの、気まずいのなんの。皆も息を殺すようにして過ごしていたほどだ。





　……やがて昼飯時になって、それは決定的なものとなった。

　日頃ならこれでもかと甘えて、周りにいる俺らを殺しにかかってくる江里の相田に対するお誘いがなかったのだ。

　相田の背後を過ぎて行った江里。過ぎる瞬間に相田の袖を引っ張ってはいたが、言葉は何もなかった。

　その背を、肩をしょんぼりと落とした相田が追いかけるようにして教室を出て行った。

　気まずい沈黙の後に教室内はざわめいた。

「あぁぁ!?
 」

「お、おい!?
 」

「なんだよあれ!?
 」

「この世の終わりじゃぁぁ!!
 」

「ケンカ……だよね？」

「空気重すぎて死ぬ！」

「世界の終わりじゃぁぁぁ!!
 」

「だからって甘々な空気出されても死ぬけどさ!?
 」

「どうしたんだろー？　相田くんなんかしちゃったのかな？」

「セカオワじゃぁぁぁ!!
 　エンドオブワールドじゃぁぁぁ!?
 」

「あからさまに江里さんの様子がおかしかったよな？　……なんか知らんが腹痛くなってきた」

「江里さんが怒ってるっぽいよな？」

　江里が怒ってる？

　……俺にはそうは見えなかった。

　どう見ても好き避けしているようにしか見えんのだ。……それとひとり発狂してる奴、うるせぇ。

「まぁ、触らぬ神に
祟
 たた

 りなしだな」

　……余計な干渉はやめとけと皆に伝えた。

「神罰が下るってか」

「とにかく相田に期待するしかないな」

「……それにしても江里さんって最近可愛くなったよね～」

「分かるー！　なんか見た目大人っぽいのに子供っぽいやつでしょー!?
 」

　……ケンカだったとしても、とにかくどうにかしてくれよ相田。

　このクラスの命運はお前に掛かってるんだ。





　――そして俺らはふたりがいつも通り教室に戻ってきてくれることを願いながら、昼飯を食い始めるのだった。










第19
 話　攻撃こそ最大の防御（※攻める江里さん）






　昨日は何とか仲直りできたのかな？

　清々しい朝の空気が漂う廊下で、そんな一抹の不安を感じながら教室の引き戸を開けた。

「おは……」

　僕の言葉はそこで途切れた。

　江里さんの席に鞄は掛かっているけど、本人の姿がない。

　鞄があるということは登校はしてきているはず……そう考えて教室内に１歩を踏み出したら――、





「――わぁっ！」





「――にゃぁぁぁっ!?
 」

　僕の死角となっていた引き戸の真横から大きな声が鼓膜を震わした。

　あまりにビックリしすぎて何故か両手を上げた僕は後ずさりながら、顔を声の主に向けた。……向けるまでもなく誰かは分かっていたけど。

「えへへ～♪
 　そーくん、おはよっ！」

　舌先をちょこんと出してはにかんだ江里さんがそこに立っていた。

　未だかつてないほどのご機嫌。

　昨日の出来事が幻であったかのような上機嫌。





　…………カハッ!?
 　……か、可愛い。





　江里さんが可愛すぎて危うく僕は三途の川を渡りかけた。

「…………お、おはようございますえりさん」

　可愛さに
見
 み
 惚
 と

 れて挨拶を忘れていたので、ハッとなって返したら何故か江里さんが「よしっ！」と小さくガッツポーズをしていた。……イタズラが成功したってことだろうか？

「……そーくんそーくん！」

「……はい？」

「びっくり……した？」

　……ビックリしすぎて逝きかけましたけどぉぉぉ!?


　上目遣いに僕を見上げて。

　それからちっちゃく小首を傾げて。

　成功したことが嬉しいのか、口元にほんのりと笑みをのせて尋ねてくる江里さん。





【緊急】本日の江里さん、可愛さが大爆発【速報】





　ボケーっとしていた僕の脳内にそんなテロップが流れた。

「はい」

「……ん！」

　江里さんは僕の回答に満足したように長い黒髪を揺らして
頷
 うなず

 いた。

　その後棒立ちしている僕を気遣ってか、手を
繋
 つな

 いで席まで引っ張って行ってくれた。

　……ただひとつ気になったことが。

　いつもならば
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 なく恋人繋ぎをしてくる江里さんだったが、今回はどうしてか何度も指を絡めては離し、また繋いでは離すという行動をしていた。

　最終的には恋人繋ぎにおさまったんだけど、前よりもなんだかぎこちない指の絡め方だった気がする。

　江里さん自身もそれに気が付いているのか、不思議そうなボーっとした表情で繋いだ手を見ていた。

　席について鞄を掛けて椅子に腰かけ、長い息を吐いた。

　朝から江里さんの様子がおかしいことは前にもあったけど、今日のはまた異質なものだった。

　一言で言うなら、女神。……あ、いつものことだった。

　なんてどうしようもないことを考えていたら、横から……正確には隣席の江里さんの方から何かを引きずるような音が聞こえてきた。

　なんだ？　と目を向けたら、僕の真横に江里さんの顔が!!


「……お邪魔……します？」

　……どうやら自席の椅子を持ってきたらしい。

　椅子に腰かけて妙に真剣な表情で目を何度も瞬く江里さん。

　イントネーションから僕に尋ねてきているような気がしたのでとりあえず「……はい、どうぞ～」と返した。





　……って何この状況!?
 　どういうこと!?






　隣席なのにわざわざ僕の席にくる江里さん。

　その思考が読めず僕は固まっていた。

　――しばし無言の時が流れてから江里さんが唐突に零すように言った。













「私………………好き…………」と…………えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?














　その言葉に一瞬動揺したけど、すぐに冷静になった。

　何故ならば江里さんは何が好きか言っていない。

　それに大体こういう時の江里さんは、僕が予想する斜め上を華麗に飛び越えてくる。

　……だからきっと好き嫌いの話でもしてくるのだろうと思って、僕は心のガードを解いてから耳を傾けた。

「……猫そーくん」

「……はい？」

　更なる斜め上だった。むしろ反り返って後ろに戻っていった気さえする。

　……猫そーくんって何!?
 　いや、間違いなく僕のことなんだろうけど改めて意味が分からない。

　僕の疑問を感じ取った江里さんが瞳をキラキラと輝かせ、どこか得意気な表情を
湛
 たた

 えてから反り返って言った。……江里さんが本当に反り返ってる。可愛い。

「猫そーくん！」

　あ、全然意味分からないやつだこれ。

　大事なことなので２度言いました、みたいなことをされても、そもそも１度目から意味が分からないので謎が深まっただけである。

　だけど自分から「猫そーくんってなんですか？」と聞くのも恥ずかしい。

「……猫そーくん」

「……ん」

　だから僕はオウム返しをした。……というよりこれ以外の言葉が思いつかなかった。

　江里さんは一度頷いてから立ち上がり、何故か出入り口の方へと歩いて行った。

　――それから何故かひとりで今しがたの出来事を再現し始めた。……何やってるの江里さん。





「おは……」

　引き戸を開けて固まる江里さん。

「…………」

　少し経ってから１歩を踏み出して。

「――わぁっ！」

　急いで引き戸横に移動して江里さんが大きめの声を。

「――にゃぁぁぁっ!?
 」

　また急いで僕の立っていた場所に向かって、叫び声と動作も完璧に再現する江里さん。





　さすが江里さんと言うべきなのか、寸分違わぬ再現だった。まるで再現ＶＴＲを見せられているようなそんな気分になった。

　そして江里さんの記憶力の凄さが無駄に発揮された歴史的瞬間でもあった。……やめて！　ビックリしてるところ再現されると恥ずかしいからホントやめて!!


　あとその「上手くできた！」って言いたそうなどや顔もやめて！　可愛すぎて発狂しそう……。

　引き戸前でこくこくとひとりで頷きながら手を組んで仁王立ちしている江里さん――の背後に頭をぽりぽりと
掻
 か

 いて困ったような顔をしている半田くんの姿があった。

　……あっ。

　間違いなく江里さんの可愛い姿が見られる気がするので、僕はあえて何も言わずにその光景を記憶するために脳内ＨＤＤを起動した。

「……な――」（半田くん）

「……っ!?
 」（江里さん）

「……えっ!?
 」（僕）

　早くて、速かった。本当に一瞬だった。音が後から聞こえてきたような気さえした。

　半田くんが何か声を掛けた直後に江里さんの姿が一瞬ブレたかと思ったら――次の瞬間には僕の横に着席していた。しかもただ座っただけではなく、あの一瞬で僕の左腕に抱き着いて…………って江里さぁぁぁぁぁん!?
 　なんで抱き着いてるの!?
 　ちょっ!?
 　離れて!?
 　さすがにそれはまずいですよ!!
 　当たってます当たってます！　マシュマロみたいに柔らかいものが僕の腕に当たっ…………そこで僕は考えるのをやめた。

「……お、はよう。相田、大丈夫か？　口から魂が出かかってるぞ？」

「……おはよう、ございます、半田くん」

「…………」

　僕の陰から顔だけをひょっこりと出して無言で頷いている江里さん。

　……あはは。ちょっと昇天しかかってるだけだから大丈夫だよ半田くん。あともう少しで僕は女神の楽園に………………ハッ!?
 　あ、危なかった。今本当に逝きかけてた。

　がっしりとした
体
 たい
 躯
 く

 をのそのそ揺らして自席についた半田くんが、鞄を置いてから僕らの方を見て言った。

「あぁ、そのだな、それは……気絶者が出かねないんだ」

「……どういうこと……ですか？」

「…………？」

　腕に抱き着いたまま無言で小首を傾げる江里さん。

　またしても困ったような表情を顔面に張り付けて、頭を掻く半田くん。

　僕も江里さんもその真意が分からずふたりして黙っていたら……、

「江里……相田のこと少し借りてい――」

「…………!!
 」

　半田くんの言葉を遮るようにして無言で頭を左右に勢い良く振る江里さん。心なしか抱き着く力が強まった気がする。……なんだろう、この小動物に懐かれてくすぐったくなるような気持ちは……。

「そこを何とか頼む」

「…………」

　ただ、半田くんも引き下がらなかった。こんな反応を想定していたかのように落ち着いて対応していた。……半田くんかっこいい。全然動揺してない。僕なんかとは正反対だ。

　僕の顔を見上げてから半田くんを
覗
 のぞ

 き見て、これを何度か繰り返した江里さん。

　けれど、どんなに待っても江里さんは無言のまま抱きしめる力を強めていくだけだった。

「……無言は肯定ってことでいいの――」

「……やっ！　やだぁ……だめぇーっ！」





　――そして僕は江里さんに抱きしめられたのだった……。





　　江里さんは僕の首に両腕を回してたすきのように抱き着いてきた。

　見れば僕のことを潤んだ瞳を湛えて至近距離で見つめて「いっちゃ……やだぁ……」と
呟
 つぶや

 いていた。

　……もうね、叫ぶことすら
叶
 かな

 わない。

　声なき絶叫、無言の悲鳴。

　江里さんの甘い香りが僕を包んで。

　江里さんの柔らかい身体に包まれて。

　意識はどこかに飛んでいった。

「なんでダメなんだ？」

「……そーくんと、いっしょが……いいの」

「その江里の気持ちは分からんでもない。……だけどな、江里にだって相田に聞かれたくない話のひとつや、ふたつ、あるだろ？」

「…………」

　少しボーっとしてから無言のまま、もの凄い勢いで何度も首を縦に振る江里さん。

　僕が放心状態に陥っていたらいつの間にか半田くんが江里さんを頷かせていた。

　す、凄い！　半田くん本当に凄い！　もしも僕が女の子だったら、半田くんに惚れていたと思う。

「そういうことだ……じゃあ少し相田のこと借りるぞ」

「……ん」

　そういえば今更なんだけど、江里さんには聞いたのに、僕の意思は確認されないの？　行く前提なの？

　……まぁ、行くんだけどね。

　僕が立ち上がろうとしたことを察知して江里さんがスッと離れて「……いい子で、待ってる！」と決意を口にした。

　それはいいんだけど、なんでそんなに真剣な顔付きをしているのか？　……変に意気込んでいる江里さんに少し笑ってしまった。

「……半田くん……お待たせしました」

　僕が半田くんのところに着いたのとほぼ同時に、後ろの方で椅子が引かれる音がした。

　……江里さん何してるんだ？

「わざわざすまない相田」

「……それで、どうしました？」

「……あぁ、それなんだが……」

　そう話す半田くんは……僕を一切見ていなかった。

　視線は僕の後ろに固定されていて、鋭い黒目が右に左にと何かを追うように動いている。

　……半田くん？

「他の奴らが登校してきて、朝一であんな殺しにかかってくるような姿を見せられたらどうなると思う？」

　何故か声のトーンを落とした半田くん。

　江里さんから離れたというのにどうしたのか？

　……それと半田くんの言っている意味が分からなかった。「殺しにかかってくるような姿」ってなんだろう？

「……どういうことですか？」

「……それを説明する前に――江里をどうにかしてくれ」





　半田くんの視線の先を追いかけて僕も振り返ったら……、





「……ぷすー！　……ぷしゅー！」





　江里さんが後ろ手に指を組んで。

　本人的には口笛を吹いているつもりなんだろうけど、全く鳴っていなくて。

　挙動不審にあっちにこっちにと、歩き回りながら徐々にこっちに近づいて来ていた。
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　江里さんって口笛吹けないのか……なんか、可愛い。

　……それと半田くんが「どうにかしてくれ」って言っていた意味がようやくそこで分かった。

「……口笛の吹き方を……教えてあげればいいんですか？」

　つまり、口笛をちゃんと吹けていないのはかわいそうだから教えてやってくれ、ということなのだろう。

　……さすが半田くん！　こんな気遣いができるなんて……きっと半田くんはモテるような気がする……！

「……相田……はぁ～～～～～～」

　てっきり半田くんに「頼む」と言ってもらえるのかと思っていたら実際に返ってきたのは、長い、長いため息だった。……な、なんで!?


「あれが〝いい子で待っている〟ように見えるか？」

　僕の肩をポンと
叩
 たた

 いて江里さんに目線を向けてから半田くんが言った。

「……た、確かに……いい子じゃないかも……しれません」

　半田くんの言う通り、口笛というのは実際あまり行儀の良いものではない。

　そうなると確かにいい子ではない。……半田くん鋭い！

「ならちゃんと注意してくれ。それが
彼氏
 そうだ

 の責任だろ」

　……僕の責任って？

　理解はできなかったけど、注意はした方がいいということは分かったので江里さんに声を掛けた。

「……江里さん」

「……お話、終わった？」

　挙動不審な動作を止めてパッと華やかな笑みを浮かべ、僕に向き直った江里さん。

「まだですけど……いい子に待ってる……って言いましたよね？」（口笛は行儀が悪いと思うので、やめた方がいいですよ）

「…………」

　江里さんはさっきまで浮かべていた笑みを消して、瞳は潤いを纏い少しずつ下唇が突き出てきて――半べそ状態になった。

　……半べそ江里さん反則すぎじゃないかな？　僕の罪悪感が凄い！

「……江里さん？」

「……いいこ、する……」

　そう言ってから江里さんはパタパタと小走りで自分の椅子まで戻って行って、借りてきた猫のようにちょこんと座った。

　……心なしか落ち込んでいるようにも見える。

「……それで相田、話の続きだが」

「……うん」

「江里があんな様子を
晒
 さら

 していた時、他の奴は今までどうなった？」

　…………今まで――あっ!!


　やっと、ついに、半田くんが言いたかったことが分かった。そういえば半田くんが最初に言っていた。

「……気絶」

「そういうことだ。だからあまり人前で変なことはするなよ？」

　――破顔一笑してから
踵
 きびす

 を返した半田くんは、道着を肩からぶら下げ「――分かったか、バカップル？」という言葉を残して、のそのそと部活に向かって行ってしまった。





　――えっ!?
 　バカップルって？





　そんな僕の疑問に当然答えなんて返ってくる訳はなかった。

　半田くんの言葉に
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としていたら他のクラスメイト達が続々と登校してきた。

　さて、これからどうやって江里さんに説明するべきか……と自席を見たら。いつの間にか江里さんが隣席に戻っていた……もちろん椅子も移動させて。

　カバーのかかった本を読んでいる江里さんはいつも通りで、僕はひとまず
安
 あん
 堵
 ど

 した。

　――朝のホームルームを終えて１時間目の授業が中盤に差し掛かった時のこと。

　僕が板書を書き写していたら、視界の端から飛んできた何かが机の上に落ちた。

　なんだ？　と拾い上げてみたら手のひらサイズのパンダの顔だった。……何これ!?


　形は完全にパンダだったけど、どうやら折り紙のように折られた紙だった。パンダだと分かるようにわざわざ黒く塗りつぶされている部分もあって、忠実に再現しようとしている芸の細かさに驚いた。

　視界の端といっても隣席はひとりしかいない訳で、必然的にこれは江里さんからのものであることは間違いなかった。

　江里さん器用だな～と、ひとりで感心していたら今度はＹシャツの形をした折り紙が飛んできた。

　そこでさすがに何だろうと江里さんの方を向いたら、教科書を立てて先生から顔を見られないようにしてこっちを見ていた。……江里さんそれ先生にはかえってバレバレだと思いますよ？

「…………」（あ・け・て）

　それから口パクで確かに「あ・け・て」と言った気がしたので、パンダの折り紙から開けてみたら。





『私が驚かした時どれくらいドキドキしましたか？』





　江里さんらしい丁寧な字でそう書かれていた。

　続いてＹシャツを開ける。





『吊り橋を渡った時くらいドキドキしましたか？』





　……いきなり吊り橋っていわれても一概には言い表せない。

　例えば高さ１ｍの吊り橋と、高さ１００ｍの吊り橋とじゃ全然恐怖感は違うし。それに頑丈な吊り橋なのか、今にも壊れそうなものなのかでもまた違ってくると思う。……そもそもなんで吊り橋と比較するのだろうか？

　とりあえず江里さんにその辺りを聞いてみないと答えられない。

　僕はノートを破いて『どれくらいの高さで、どれくらいの強度の吊り橋ですか？』と返答を書いてから、小さく折って江里さんの机に投げた。

　先生にバレないかという恐怖心。

　ちゃんと江里さんの机に乗るかという緊張感。

　……今の方がよっぽどドキドキしている気がした。

　首を頻りに動かしてキョロキョロと辺りを警戒してから僕の手紙を開けた江里さん。……どう見ても僕よりよっぽど江里さんの方が猫らしい気がする。

　一生懸命に考えているのかしばらく「ん～
 」と小さくうなるように呟いてから、いそいそと返事を書いていた。

　それから紙を折って僕のところに飛んできた手紙は……魚の形をしていた。江里さんどれだけレパートリーあるの!?






『①
 ・凄いドキドキした。　②
 ・程よくドキドキした。　③
 ・全くドキドキしなかった。この①
 ～③
 だったらどれに当てはまりますか？』





　……あれ？　吊り橋関係なくなったのかな？

　う～ん、③
 はないとして。瞬間的には凄いビックリしたから①
 かな？

　丁度返事を書こうとしたら授業の終わりを告げるチャイムが鳴ったので、次の授業が始まったら渡そうかと考えていたら江里さんがやって来た。





「……そーくん、何番？
 」

　座っている僕に前かがみになって顔を近づけて、耳元でそう
囁
 ささや

 かれた。

　……脳が
痺
 しび

 れた。

「……イチバンデス」

　僕のカタコトな返答を聞いた江里さんが顔を離してから、無邪気な気色を一面に浮かべて「……ん～～～っ！
 」と声を抑えているくせに、両手を勢い良く振って喜んでいた。なんだか犬が嬉しくて尻尾を振っているようにしか見えない……あれ？　江里さんはやっぱり犬っぽい？

　そんなに僕を驚かせたことが嬉しかったのだろうか？　……どうしよう、これから毎日驚かされそうな気がする。

　しばし喜びを全身で表してから、急にピタリと動きを止めて。

　ふとこっちを見た江里さん。

「……休憩時間、初めて……話せた！」

　それからまたひとりで「……ん～～～っ！」と喜びの舞を再開していた。

　……なんだこの可愛い女神。

　江里さんの喜びの舞を見ていたらあまりの神々しさに天に昇りかけたので、僕は写し切れていない板書を写経するような精神でひたすらノートに書き込んでいたら……
頬
 ほお

 を２回ほどつつかれた。

「そーくんそーくん！」

「……は、はい？」

　見れば次の授業の教科書などを持った江里さんが楽しそうに目を細めていた。

「次、教室移動！　……一緒に……いこっ？」

　僕が返事をするよりも早く江里さんは僕の手を握って、懇願するように首を傾げた。

「まだノートが……書ききれてなくて」

　すると江里さんは、その言葉を待っていました！　と言わんばかりのタイミングで１冊のノートを取り出した。

「……私のノート……写す？」

　――そして僕はいつも帰る時のように意気揚々と歩きだした江里さんに引っ張られて、教室を出ていくのだった。指の繋ぎ方はまだ少しぎこちなかったけど。





　……ちなみに僕が教室を出る時に振り返ったら半田くん以外の全員が机に突っ伏していた。

　唯一起きていた半田くんは何故か「おい、皆起きろ。嵐は去った……次は教室移動だぞ」とクラスの人たちに声を掛けて回っていた。

　……皆今の授業が退屈で寝てしまったんだろうか？





　お昼休みに突入してすぐのこと。

　僕が椅子に座って教科書を机にしまっていたら……、

「そーくん！　……ごはんいこっ？　……ごーはーんー！」

　すぐ後ろから聞こえてきた甘えてくるような声。

　そして僕が返事をするよりも早く、その声の主は行動を実行した。

　……え？　えぇぇぇぇぇぇぇぇ!?
 　なんでぇぇぇぇぇぇ!?


　僕の頭の上に何かが乗った。

　声の主が「ごーはーんー！」と言う度に僕の頭にも振動が伝わってくる。

　それに上から垂れてきているのは川のように流れる長い黒髪。

　……どう考えても江里さんが僕の頭の上に頭を乗せている気がする。

「……え、えりさん!?
 」

「……なーにー？」

　いやいやいや！　「なーにー？」なんてのん気に答えてる場合じゃないですって!!
 　何してるんですか!?


　僕を殺すつもりですか!?


「た、立てません！」

「……おなかすいて？」





　ノォォォォォォウ!?
 　そうじゃないですよ!?
 　なんで離れてくれないの!?






　どう反応すべきなのか。

　それにクラスメイト達がこっちを向いてから、口をポカンと開けて固まってしまっていて。

　異様な空気に包まれて僕がパニックに陥っていたら、頭の上でもぞもぞと江里さんが動き出した。

　な、何してるんですかホント!?


「……そーくんの……においがする
 」

「にやぁぁぁぁぁぁ!?
 」

　しばらくしてから聞こえてきた江里さんの微かな呟き。

　そこで僕は勢い良く立ち上がった。もう強引にでも抜け出すにはこれしかなかった。

「……い、いたいっ！」

「早く、ご飯行きますよ！」

「……あっ！　……んんっ♪」

　このまま江里さんに好き放題させたら何をやらかすか分かったものじゃないので、手を握って僕が引っ張る形で逃げるように教室から飛び出した。

　……ちなみに僕らが教室から出てすぐに「「「「「オロロロロロッ！」」」」」という複数人の絶叫？　が聞こえてきた。……皆何してるんだろう？





　足早に廊下を抜けて。

　一段飛ばしで階段を駆け上がって。

　隠れるように司書室へと潜り込んだ。

「……そーくん？」

「……えりさん、そこに座ってください」

　僕は若干怒っていたのかもしれない。

　人の気も知らないで気まぐれで猫のように近づいてくる江里さんに。

「……ん」

「いいですかえりさん？　もしも……ですよ？　僕がさっきえりさんがしたようなことを今したら、どう感じますか？」

「……ん～～～。……うれしい？」

　あっ、ダメだこれ。通用しないパターンのやつだ。

「……ご飯食べましょうか」

「……してくれないの!?
 」





　僕が諦めてご飯を食べましょうと催促したら、もの凄く驚いてきょとんとした江里さん。……なんでっ!?


「……ご飯食べま――」

「――して！　あたまのっけて！」

「……えりさんごは――」

「――してっ！」

　最近江里さんの駄々っ子ＧＯＤＤＥＳＳがパワーアップしている気がするのは、僕の気のせいではないと思う。





　……だが僕も引かなかった。

　恥ずかしさで後で悶え死ぬ姿が容易に想像できたからだ。

「えりさんご飯食べましょう」

「…………」

　……だけど江里さんも引かなかった。

　無言で頬を膨らまし口を
尖
 とが

 らせて、プイっと明後日の方向に顔を向けて何やらご立腹の様子。

「……えりさんご飯」

「……いまわたしおこってる」

　頬を膨らましたまま喋りにくそうにそう言った江里さん。

　……本人は怒っているつもりなのかもしれないけど、残念ながらただ可愛いだけだった。怖さなんて微塵もない。むしろふくれっ面をしている江里さんはちょっと面白い気もする。

「……ごめんなさい。頭乗せる以外なら、なんでもするので許してください」

「……なんでも？」





　これはもしかして選択を誤ったかもしれない……。





「……僕にできる範囲で」

「……なんでもって……言ったぁ…………なんでもって、言ったもん！」





　うん。絶対に間違えた。





　江里さんはゆっくりとこっちに振り向いて、僕の両手を
掴
 つか

 んで隣の椅子に座らせながらやけに真剣そうな表情をして言った。

　なんでもって僕から言ってしまったんだし、今ここで何かを言っても覆る気はしなかったので、男に二言はない！　の精神で開き直ることにした。

「……分かりました」

「……んっ♪　なら……目……閉じて？」

　――な、ななななにするつもりですかぁぁぁぁぁぁ!?
 　恐怖や緊張、それに少しばかりの期待を抱いて僕は言われた通り、目を瞑ったのだった……。





　喉がカラカラに渇いているのに、手はほんのりと汗ばんでいて。

　深呼吸をしようとしても、浅い呼吸が繰り返されて。

　微かな物音にも敏感になって、僅かな気配に硬直した。

　……極度の緊張状態だった。いまだかつてない張りつめた空気に僕は目をきつく瞑ったまま、動けないでいた。

　体感では永遠にも感じられる無音の時。

　実際は数秒にも満たない刹那の時だったのかもしれない。

「目……勝手に、開けたら……本当に…………怒るからね？」

　江里さんの忠告の言葉は息遣いも聞こえ、もの凄く近くに感じた。

　目が閉じられ意識が全て聴覚に集中しているからか、直接耳に声が注ぎ込まれているかのような錯覚に陥った。

　脳が痺れていくような心地好さが全身を駆け巡っていく。

「は、はい！」

　
麻
 ま
 痺
 ひ

 した脳は機能せず、考えるよりも早く口から勝手に返事が飛び出していった。

「……ん」

　江里さんの咳払いからしばらくして……僕の首に何かが巻き付いてきた。

　……多分だけど江里さんの両腕だと思う。

　僕の背後で両腕を曲げて、片方は後頭部を
撫
 な

 でて、もう片方は背中に添えられている。

　そこからは僕の意識が飛びかかった。





「……んんっ
 」





　江里さんが僕を抱きしめた。

　真正面からのハグだった。

　正真正銘の抱っこだった。

　フザケなしの抱擁だった。

　……そして息遣いではなく、熱い吐息が確かに鼓膜を貫いた。

　僕、昇天。
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「……そーくん……あったかい」

「……そーくんのにおい」

「……そーくんのほっぺ……きもちぃ……」

　ギュッと
華
 きや
 奢
 しや

 な腕に抱きしめられて。

　首元に顔を押し付けるように埋められて。

　スリスリと感触を確かめるように頬ずりをされて。

　僕は思わず――江里さんを抱きしめ返してしまった。もう、無意識だった。

「……えり、さん」

「……あっ
 」

　短いただの驚き。

　……それなのに妙に艶っぽくて。
仄
 ほの

 かに色香を帯びていて。

　年頃の僕には刺激が強すぎて。江里さんに想いを寄せる僕には苦しすぎて。

　僕は抱きしめる力を強めてしまった。

「……そーくん………………ちょっぴり、くるしぃ
 ……」

「ごっ！　ごごごごめんなさいぃっ!!
 」

　江里さんの言葉にハッとなって、瞬間的に背に回していた手を離して謝った。……全力で謝った。

「……ご、ごはん……たべよっ？」

「……はい」

「……目、あけて？」

　許可が下りたので
瞼
 まぶた

 を開けたら、江里さんが普段通り隣席に座っていた。

　お弁当を用意しているので顔は見えないけど、髪の隙間から覗く耳は先端までほんのりと朱に染まっているように見えた。

　……き、気まずいというか、恥ずかしい。江里さんの顔が見れない。

　どうやってこの時間を乗り切ろうかと考えていたら……、

「……そーくん……足広げて？」

　――今度はそんな注文が僕につけられた。

　……もうやめてぇぇぇぇぇ!?
 　僕のライフはゼロどころか、来世分まで消費されてる気がするんですけどぉぉぉぉ!?


「……は、はい」

　更に江里さんからの追加注文「ちょっぴり……後ろ、下がって？」にも答えて僕は何をするでもなく、そのまま椅子に座ったままでいた。

　正確に言うと、どうすればいいか分からなかっただけなんだけどね。

「……んっしょっ♪
 」

「えぇぇぇぇりさん!?
 」

　隣席から立ち上がった江里さんはそのまま横に移動してきて、僕が座っている席に腰を下ろした。

　僕が両足を開いているので座面は確かに１／３ほど空いていたけど……普通座らないでしょう!?


　なんで座ったの!?
 　狭いですよ!?
 　それに僕の大事な部分が……ひぃぃぃぃ!!
 　拷問だよコレ!?


「……ん？」

　ちょっと「……ん？」じゃないですよ!?
 　おかしいでしょ!?
 　明らかに今おかしなことが起こってるでしょ!?


　江里さんは前を向いたままいつも通りにちょこんと小首を傾げるだけだった。

　僕の目の前には首の動きに合わせてさらりと波打つように揺れる絹糸のような長い黒髪。

　ほんのりと漂う清潔感のある甘い香りはコンディショナーだろうか？　それともトリートメントなんだろうか？　とにかく鼻をくすぐるような香りにめまいがした。

「……なんで前……座るん、ですか？」

「……はずかしいから」

　現在進行形で恥ずかしくないんですか!?
 　これは江里さん的には全然ありなんですか!?


「い、今は!?
 」

「……顔……見られてないから、大丈夫！」

　コクリと頷く江里さんに連動して揺れた髪からまた甘い匂いが拡散した。

　し、静まれ、沈まれ！　僕の中の男性ホルモン！　……もうこれ以上男性ホルモン受信しないでいいから！

　……ってそんなことより、これじゃあ僕ご飯食べられないんですけど!?


「ご飯……食べられません！」

「……ん～～～…………これなら、たべれるっ！」

　少し悩んでから音にしたら、コテンといった感じで江里さんが僕の方に倒れかかってきた。

　何度か首を動かしてベストポジションを探り、やがて僕の肩辺りに後頭部を乗せて自信満々に意気込む江里さん。……もうね、色々と疲れてしまって反応できなかった。

　僕が呆然としていたら何を勘違いしたのか江里さんがお弁当のふたを開けて……、

「……そ、そーくん！　あっ……あ～んっ！
 」

　スウェーデンのフラッグピックが刺さった魚肉ソーセージで作られたパンダを僕の口の前へ。

　何故か僕は反射的に口を開けていて、気が付いたら江里さんの「あ～ん」を受け入れていた。

　江里さんの手料理という貴重さ。

　そのうえ、間違いなくおいしい。

　……僕の深層心理は羞恥心よりも食い気を優先したようだ。本当に僕は花より団子だ。





「……きんぴらもっ！」パクッ

「……ごはんっ！」パクッ

「……ポテトのベーコン巻きっ！」パクッ

「……ごはんっ♪」パクッ

「……ほうれん草の卵とじ……自信作！」パクッ!!


「……ごはんっ♡」パクッ!?






　……僕は親鳥に餌を与えられている雛鳥なのか!?


　――そんなことを考えながらも、僕は出されるもの全てを味わいながら食べ進めていったのだった。

　食べ終えるのに普段の倍以上時間が掛かったんだけど、理由は最後まで親鳥と雛鳥の関係が続いたからだ。……正直それどころじゃなくて、味はまったくもって分からなかったけど。

　そしてふたりで「「ごちそうさまでした」」をして、そろそろ江里さんどいてくれるかな？　……なんて、そんなふうに考えていた時期が僕にもありました。

「…………んっ!!
 　そーくんそーくん！」

「な、なんですか!?
 」

　寄り掛かっていた江里さんは一度身体を起こして横向きになってからまた倒れこんできた。……ちょっと!?
 　なんでまた倒れてきたんですか!?
 　そのまま起きてくださいよ!?


　しばらく僕の胸元に耳を付けるような格好で固まっていた江里さんが、急に何かに気付いたように声を掛けてきた。

　それと同時に僕の顔を見ないで、ノールック頬っぺたつつきも実行された。

　……そんなことされなくても反応しますから！　むしろ生理学的反応してますけど!?


「……どくどく……きこえる！」

　僕の心臓の鼓動と連動してノールック頬っぺたつつきも継続される。

　江里さんの横顔はどうみても笑っているように見えた。

「……えりさん……そろそろお昼休み……終わりますよ」

「……ん～。あと２ふんーっ！」

　いやいや、それ二度寝する時のセリフですよ!?
 　今の状況に使う言葉じゃないです！

「確かに、あと２分ありますけど……」

「……交代……する？」

　イヒィィィィィィィ!?
 　こ、ここっこ交代ってどういうことですか!?
 　僕が江里さんに寄り掛かるってことですか!?


　顔を上に向けて僕を見上げた江里さんが独り言のように呟いた。

　僕は真正面を向いたまま完璧に固まっていた。

　問いに対する答えは決まっていたけど、口がうまく動かない。

「
しません
 しやーせん

 ！」

「……ん？　しゃーせん？　……わっかんなーいっ♪」

　そう言って僕の胸に完全に顔を埋めた江里さんが――ギュッと抱き着いてきた。

　……さっきされたハグよりもフランクで、なんだか子供っぽくて可愛い……ってぇぇぇぇぇぇぇ!?


「はっなれてください！」

「しゃーせんっ！」

　顔を押し付けながら喋っているせいか、江里さんの吐息がくすぐったい。

　それに「しゃーせん」って意味分かって言ってるよね!?
 　確信犯だよね!?


　僕の動揺を知ってか知らずか、江里さんは「しゃーせんーっ！」と何度も呟きながら小刻みに震えていた。……絶対に笑ってる！　間違いなく江里さんが僕をイジって遊んでる！

「にゃぁぁぁぁっ！　離れてください！」

「や
だ
 にや

 っ！」

　パッと顔を上げて言ったけど
噛
 か

 んだことが恥ずかしいのか、またすぐに顔を埋めた江里さん。





「ネコォォォォォ!?
 」

　反射的にツッコミを入れる僕。





「わんっ！」

　もう一度パッと顔を上げて今度はいたずらっ子のような笑みを浮かべてから、またすぐに顔を埋める江里さん。





「イヌゥゥゥゥゥ!?
 」

　またしてもツッコミを入れる僕。





「ぴんぽーん！」

　それだけ言ってやっぱり顔を埋めてしまう江里さん。





　途中から僕のテンションがおかしくなったけど、ふと……これ永遠に終わらないんじゃ？　と気が付いた。

「…………えりさん？　なんで離れないんですか？」

　だからあえて聞いてみた。

　そもそもコミュ障の僕に江里さんの心なんて読める訳がないのだ。

「……そーくん……のこと――
 」





　――顔を押し付けたまま言った江里さんの言葉の続きは、予鈴に掻き消されて聞こえなかった……。










第20
 話　江里美奈　そーくんの前世はきっときゃっと!!








　座りながら帰る準備をしているそーくん。

　いつも私より早く帰る準備を終えてしまうので、今日はＨＲ中からこっそりと荷物を鞄にしまっておいた。

　あ

　……そして作戦は成功し、私はそーくんより早く準備を終えた。

「そーくんそーくん！」ツンツン

　ただ隣からそーくんを眺めているのもちょっぴりつまらなかったので、無防備に曝け出されていた猫そーくんになる
脇腹
 スイツチ

 を人差し指でつついた。

「
な
 にやつ

 !?
 　……なんですか？」

　……「にゃっ」って！　「にゃっ」って言った！　かわいい！　猫そーくんやっぱりかわいい！

　ビクッと身体を震わせて。

　辺りを警戒するように私に向けた視線。





　本当に猫。

　行動が猫。

　言動も猫。





　そーくんの前世は〝きっと〟……〝
Ｃａｔ
 きやつと

 〟だったに違いない。

　……んっ！

〝
洒落
 しやれ

 が言える人は社交的〟って私のコミュ障克服バイブルに書いてあったので、これまでの成長をそーくんに見せつける良いチャンス……！　と考えて私は自信満々に口を開いた。





「そーくんの、前世は……きっと……きゃっと！」





　……決まりました！　私の渾身の洒落！

　これはきっと褒めてもらえると思います！　もしかしたらナデナデされてしまうかもしれません！

　そーくんが撫でやすいように気持ち首を傾けて待っていたのに、一向にナデナデされることはなく……代わりに聞こえてきたのは、





「……キットカッ○？」





　……チョコレートのお菓子の名前だった。





「……ちがう」ツンツン

「みゃっ!?
 　……ちがう……なにがですか？」

　全然気付いてくれないそーくん。

　ちょびっとだけムッとしてしまって、腹いせに背後に回って猫そーくんスイッチを両手の人差し指で交互に連打。

　当然身体を捻って回避しようとするそーくんだったけど、椅子に座っているので私にされるがままになっていた。

　……ねこ、ネコ、猫そーくんなのにっ！　なんで気付いてくれないのーっ!?


「……きっと……きゃっと！」ツンツンツンツン

「んにゃぁぁぁぁぁっ!?
 　きっと、きゃっと……？」

「きっと！　きゃっと！」ツンツンツンツン

「うにゃぁぁぁぁぁっ!!
 　分かりました……分かりましたから……やめて下さい！」

「……言って？」

「……おやじギャグ……ですか？」





　……そーくんが言ってはならない言葉を口にしました。

　……どうやら本当に猫になりたいようです。





　座っているそーくんの背後で私も前屈みに。

　逃げられないように後ろから回した両手をそーくんの胸辺りでホールドしてから……、





「……ふぅ～っ！」





　と耳に直接息を吹きかけてみた。

　猫も犬もこれをやられると嫌がる。

　だからきっとそーくんにも効果があるはず！

「なぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!?
 」

「……ナン？　……カレー？」

「ち、ちがいます!!
 　帰りますよ!?
 　いいですか!?
 」

　嫌がるというよりも、慌てた様子でひとりで帰ろうとするそーくん。

「……だめ」

「な、なんでですか!?
 」

「……いっしょ……だめ？」

「……もちろんです。一緒に、帰ります」

　両手を解いて、代わりにそーくんの手を握って一緒に歩き出した。

　……お母さんに言われてから知ったことなのだけれど、私が今までそーくんと繋いでいた方法は……恋人繋ぎっていうのだそう。

　それを知ってからというもの、どうしても繋ぎ方がぎこちなくなってしまう。

　けど私はちゃんと決めたのだ。

　ここで引いてはいけないと。

　私がなりたいのは、友達ではなく、それこそ恋人なのだと。





　――だから私はぎこちなさをカバーするように、指を更に深く絡ませた。












第21
 話　赤は止まれ、黄色も止まれ、青は固まれ






　横を歩く江里さんはどこか嬉しそうで、繋いだ手をじっくりと見たり、歩幅くらい大きく揺らしてみたりと楽しそうにしていた。……いつも通りの女神だ。

　それから何度か曲がり角を過ぎて、ふたり並んで横断歩道の信号待ちをしていた時だった……。

　僕が正面の歩行者信号を眺めていたら「そーくんそーくん」と頬っぺたをつつかれた。

「なんですか？」

　顔を向けたら江里さんが覚悟を決めたような鋭い目つきと強張った表情を湛えて、こちらを見ていた。

　ひどく緊張しているのか、絡めた指を力強く握られた。……若干痛いくらいにだったけど。

「……し、深呼吸……していいですか？」

「……はい」

　大きく息を吸って吐いてを何回か繰り返し、今度は瞳に薄い涙の膜を張り、おそるおそるといった様子で口を開いた。





「……そ……そーくんのおうち……見て、みたいです」





　……え？　それだけ？

　別に僕の家を見るくらいで何をそんなに緊張しているのだろうか？

　軽く考えた僕はふたつ返事で江里さんに「どうぞ」と声を掛けた。

「……ガンバリマス」

　そうしたら今度は急にカタコトになった江里さん。

　油が切れたロボットのようにギクシャクとした動作で首を縦に振り、以降は固まってしまいせっかく青信号になったというのに、僕らは渡ることができなかった。

　このままでは永遠に信号を渡れないので、何度か「えりさーん！」と呼び掛けてみたけど……反応は一切なかった。多分何か考え事に没頭しているんだと思う。

　……さて、どうしようか？　と悩み……僕はある答えにたどり着いた。

　以前江里さんの脇腹をつついた時はその反応に危うく鼻血を出しかけた。

　なので今回は別な方法を選択してみようと。





　――まずはこれだ！





「……えりさん？」

　頬っぺたツンツン。

「…………」

「……えりさーん？」

　頬っぺた両手サンドイッチツンツン。

「…………」





　江里さんにさっきもされた頬っぺたツンツンをしてみたけど、特に反応はなかった。





　……なら、これはどうだ!?






「……えりさん？」

　指をギュッと握る。

「…………」

「……えりさん？　起きてますか？」

　目の前で手を振る。

「…………」





　……ダメだ。全然反応してくれない。





　僕が色々と試している間にまた信号は変わってしまった。

　いつまでも渡らずに立ち尽くしている僕ら。

　そんな光景を不審に思ったのか対面にいる同じ学校の人たちがわざわざ振り返って、口をポカンと開けたまま眺めている姿が目に入った。

　このままだと僕らはコミュ障にプラスして不審者というレッテルも貼られかねない！

　……仕方ない！　これは江里さんを再起動させるためにやるんだ！

　別に邪な考えなんてこれっぽっちもない……はず！

　僕は自分に言い聞かせるように胸中で呟いてから、江里さんの真横に移動した。

　――そして江里さんの滑らかな触り心地の艶めいた黒髪をかき分けて、大きく息を吸い込んでから……、

「……ふぅ～っ！
 」

　耳に優しく息を吹き込んだ。

　ど、どうだ!?
 　これなら反応するでしょぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?






「……んっ!!
 　……やぁっ……だ、だめぇぇ……
 」





　――言うまでもなく、今度は僕が固まってしまい、点滅していた青信号は無情にも赤色へと変わってしまった。





「そーくん？　……歩いてくれないと……もう１回ふぅーって……するよ？
 」





　僕がボーっと固まっていたら江里さんが耳元で囁いた。

　その小悪魔のような甘い声音が全身に駆け巡り、僕の意識は急速に覚醒していった。

　……もうこれが反則なんですけど？　むしろ吐息をかけられるよりも、ドキドキするんですけどぉぉぉ!?


「あっ！　歩きます！　全然歩きますから！」

「……んっ♪」

　見れば信号は丁度青だったので、隣に立つ江里さんの手を僕から握って歩き始めた。

　僕の家を見に来るのなら、ちゃんとエスコートしなきゃ。

　そう考えて僕は江里さんを先導しながら家路を辿っていった。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　ありふれた何の変哲のない２階建ての一軒家……それが我が家だ。

　ちなみに江里さんの家と大きさは一緒くらいだと思う。外観しか見たことないから多分だけど。

「……ここが……そーくんのおうち……！」

「はい」

　玄関の前に立って空を仰ぎ見るように顔を上に向けている江里さん。

　ほどなくして今度は表札を見て「……相田って書いてある！　そーくん
家
 ち

 だーっ！」と当たり前なことを言ってから、相田君孝と彫られている部分をどこか楽しそうに指でなぞっていた。





　まぁ、江里さん本人が楽しそうにしているのならば僕はそれでいいやと、指の先を眺めていたら……、





「……いきますっ！」ピンポーン♪





　覚悟を決めたような言葉とともに、横にズレていった指がインターホンのボタンをぐっと押し込んだ。

　えぇぇぇ!?
 　江里さん何してるんですか!?


　うちに来たって何も面白いものなんてないですよ!?


　少し経ってインターホンのスピーカーから母親の、のんきな声が聞こえてきた。





『はいは～い』

『……こ、こん――』

『――どちらさまぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?
 』





　ちょっ！　母さん!?
 　何してんの!?






　インターホンはカメラ付きなので室内でモニターを見た母さんは、いきなり我が家に女神様が訪ねてきた！　とでも思って驚いたのかもしれない。……冗談だけど。

　江里さんの挨拶をぶった切って勢い良くガチャリと音を立ててインターホンが切れ、代わりに玄関の向こう側から走ってくるような音が聞こえてきた。

　それからすぐに鍵が開き、扉が開いた。

「……あれま～！　すっごい美人さん！　……もしかして、女神様？」

　江里さんを見て一瞬驚いたような表情を浮かべていたけど……次の瞬間にはえらく真剣な顔をしてアホなことを言っている我が母。

　ホントに女神様って言ったよ……やめてよ母さん！　めちゃくちゃ恥ずかしいんだけど!?


　あまりの勢いに気圧されたのか江里さんが何も言えないで立ち尽くしていた。

　母さんはそれをどう思ったのか、江里さんの両肩を掴んで揺さぶりながら、

「私の20
 年前にそっくり！」

　とふざけたことを抜かしていた。

　母さん……尊敬もしてるし、色々と感謝もしてるけど、さすがにそれは調子に乗りすぎでしょ。

　天罰が下っても僕は助けないからね。

　……そんなことより今、僕は江里さんを助けるべきだな。

「母さん！　えりさんのことガクガクしないでよ!?
 　……ほら、離れて離れて！」

「あら？　いたの？　君孝」

「いたよ！　……えりさん、大丈夫ですか？」

　焦点の合っていないとろんとした瞳の江里さん。

　……驚いているんだろうけど、不覚にも可愛かった。

　母さんの魔手を引きはがして、江里さんを
庇
 かば

 うように間に割って入った。





「……ん？　……だ、だいじょ……ばない」





　江里さんの言語力が低下してる！　何してくれたんだ母さん!?


　僕が母さんに非難の視線を向けても、そんなものはどこ吹く風とゆっくりと口を開いた。

「……君孝！　その子をちゃんと母さんに紹介しなさい！」

「……え……えっと同じクラスの――」

「わっ……私は！　江里、美奈……と、申し、ます！　そーく……じゃなくって…………君孝……ん～～！
 ……くんとは、お友達……以上の！　……関係ですっ！」





　僕の言葉を遮って、江里さん的にはかなり頑張って元気よく言った。途中名前で呼ぶのが恥ずかしかったのか、可愛くうなってたけど……。





　――それよりも、江里さぁぁぁぁん!?
 　その言い方は絶対に誤解されるんですけど!?


　その、親友……とかでいいんじゃないですか!?
 　……ただ、親友とかコミュ障の僕にできたことないからよく分からないけど……。





　母さんの目が普段の倍くらい見開かれた。

　効果音は間違いなく、カッ！　という感じ。

　加えて瞳が光ったようにも見えた。こちらは、ギラッ！　が当てはまる。

「……あらま～！　ご丁寧にどうもありがとうね。……ところで、ちょっと待っておいてもらえるかしら？」

「……は、はい！」

　夕飯の支度の途中だったのか、母さんが身に着けていたエプロンを外しながら足早に家の中に戻って行った。

「……えりさん……母さんが色々と……すみませんでした」

「……ん～んっ！」

　すかさず謝ったけど、首を横に振った江里さんはそこはかとなく嬉しそうにしながら言葉を続けた。

「……そーくんの、〝お義母さん〟……優しそうで……よかったぁ…………」

　言い終わる頃には心底ホッとしたような、柔らかい笑みを口元に浮かべて。

　江里さんは僕を見つめてきた。

　……な、なんだろう？　すごい可愛いし、いつも通りの女神にしか見えないんだけど、なんか違和感があったような……？

　純真無垢な光が灯る江里さんの濡れたような瞳。

　見つめていると引き込まれそうになるその真っ直ぐな視線に、僕は違和感は気のせいだったな、と勝手に自己完結した。

「……それなら、よかったです。ところでえりさ――」

「――またせてごめんなさいね！　名前の漢字が分からないから、ここに書いてもらえるかしら!?
 」

　えりさんは
家
 うち

 に何か用があったんですか？

　そう聞こうとしたところで、早歩きで戻ってきた母さんに遮られた。

　母さんの手にはボールペンと紙……というよりか、バインダーにはさまれた書類のようなものが握られていた。

　えりさんの前でバインダーを開き、横から見ていた僕は…………絶叫した！

「かあさぁぁぁぁぁぁん!?
 　ちょっと待って！　僕の見間違えじゃなければそれって……」

「何よ？」

　僕とは対極的なごくごく普通のテンションで返してきた母さん。

　……いや、母さんおかしいって！　なんでそんな普段通りの調子なの!?


　……えっ？　僕間違ってないよね!?
 　なんか不安になってきたんだけど……。

「――婚姻届……って書いてあるよね!?
 」

　半分に折りたたまれた書類の左上には確かに、婚姻届と小さく書かれていた。

　……というか婚姻届なんて初めて見たし、なんでそんな物がそもそも家にあるのか？

　僕の指摘に江里さんも婚姻届であることを理解したらしく……母さんから受け取ったボールペンを強く握って、決意の
滲
 にじ

 んだ硬い表情で〝妻になる人〟の欄に名前を書こうとしていぃぃぃぃぃぃぃぃぃッ!?


「えぇぇぇぇぇぇぇりさん!?
 　そんな冗談に付き合う必要、ないですから!!
 」

　母さんのおふざけに律儀に対応しようとする真面目な江里さんの手を掴んで止めて……、

「母さん!?
 　えりさんは真面目だから、こういうしょうもないこと……しないでくれる!?
 　漢字は、江戸の江、に里山の里、美奈は美しいに、奈良の奈だから！」

　悪びれた様子のない母さんの手からバインダーごと婚姻届を奪い取った。

　最悪だ！　何てことしてくれたんだ……母さん！

　これでもし江里さんから「求婚男」とか言われたら、即不登校になるよ!?
 　いや、軽く５回は死ぬかもしれない……。

「……なによ？　ただの冗談に決まってるでしょう？　場を和ませようとした母さんなりのジョークよ？」

　年甲斐もなく僕らにウィンクをしてくる母さん。……そのウィンクがやけに上手くて若干引いた。

　それとジョークに婚姻届を使うそのセンスにも引いた。ドン引きだよ！





「……なっ！　名前……ちゃんと、書きますっ！」

「だぁぁぁぁッ!?
 　えりさんはもういいから！　漢字……もう教えたから！　そんなに真面目に、書こうとしなくて……いいからッ！」

「……か……かくっ！」ぴょん

「なまえ……」ぴょん

「ちゃんと……かくのっ！」ぴょんぴょん

　母さんもジョークだと言っているのに、僕の手から婚姻届を取ろうとしてくる江里さん。仕方がないので取られないように手を目一杯上にあげたら、江里さんがぴょんぴょんとジャンプをして、なんとか取ろうと健気に頑張っていた。





　――そんな江里さんを見て、僕の心がぴょんぴょんしたのは言うまでもないだろう……。





「あらぁ～！　美奈ちゃん本当にお料理上手なのね！　これの千切りお願いしちゃってもいいかしら？」

「……は、はいっ！　頑張りますっ！」

　あれから母さんが「せっかく来てくれたんだし、上がっていって～！」と、半ば強引に江里さんを我が家に招き入れて。

　僕がトイレから帰ってきたら、いつの間にかふたり並んでキッチンに立っていた。

　江里さんは料理の邪魔にならないように長い黒髪をハーフアップに纏めて、母さんが出してきたワンピースタイプのロングエプロンを身に着けて、キャベツの千切りをしている。

　トントントンッ、という小気味良い音が江里さんの包丁さばきが鮮やかなものであることを証明しているように感じた。……さすがは江里さん。





　一方僕はというとリビングのソファーに座って母さんが変なことをしないか監視している。

　ちなみに母さんが江里さんのお母さんに電話して話をつけたようで、晩ご飯は家で食べていくそうだ。……母さんこの点だけはグッジョブ！

　それにしても髪をハーフアップにして制服の上からエプロンを纏った江里さんの破壊力がスゴイ！

　僕から見えるのは後ろ姿だけなんだけど、多分今こっちを向かれたら「毎朝えりさんのご飯が食べたいです！」と言ってしまいそうだ……。

「君孝……じゃなくって……そーくん……ぷふっ！　……食器用意しておいてね！　美奈ちゃんの分はそれ出しておいて！」

「……母さん、半笑いで呼ぶの、やめてくれる？」

「はいはい、そーくん」

　セーフというべきなのか、残念だったというべきなのか、江里さんではなく母さんが振り向いた。

　ニヤニヤとゲスな笑みを浮かべてから僕に仕事を割り振って、すぐにまた江里さんと横並びで楽しそうに料理をしていた。

　どうやら母さんも変なことをする気はないようなので、僕は食器を準備してから自室に避難した。





　……あの場で江里さんを見続けていたら、僕の正気が保てなくなりそうだったからだ。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　僕はお気に入りの部屋着、黒のくまモ○のＴシャツと短パンに着替えてひとり考えていた。





　……よくよく考えると結構凄い事態なんじゃ？

　初めて家に来た友達が江里さんって。

　……もしかして僕が人を連れてきたのが初めてだったから、母さんはあんなにもテンションが高かったのかな？　いや……いつも通りだな。

　宿題をする気にもなれず、だからといって本を読んだりしようとも思えなかったので、ベッドの上で正座。

　江里さんが我が家にいると考えるとソワソワして落ち着けなくて、正座をして気を紛らわせようとしたからなんだけどね。……ちなみにほとんど効果はない気がする。

「……そ、そーくーんっ！
 」

　正座をして一体どれだけの時が過ぎたのかは分からないけど、控えめなノックの後に扉の向こう側から声が聞こえてきた。





　江里さん!?






「はっはははいぃ！」

「……ご飯、できましたっ！
 」

「今いきま――ッ!?
 　イィィィッ!!
 」





　急いで立ち上がろうとしたら強烈な痺れが僕の両足を襲って、そのままベッドから転げ落ちた。

　イダダダダァッ!?


　足が……足がビリビリするッ!!


　なんで正座なんかしたんだよ僕のバカ！　たいして効果もなかったのに……。

　猛烈な痛みの中、自分のことを責めていたら……、

「そーくんっ!?
 　…………くま○ン!?
 」

　物音にビックリしたのか、僕の悲鳴に焦ったのか、江里さんが扉を開けて床に仰向けになっている僕を見下ろし――、

「にゃあああああああぁぁぁぁぁぁっ!?
 」

「……んっ!?
 」





　……叫んだ。

　思わず叫んだ。

　声の限りに叫んだ。





　僕仰向け。

　見下ろす江里さんは制服。

　早い話がスカート。

　……うん。

　僕は今死んでも悔いはない。

　このまま天高く拳を突き上げて「我が生涯に一片の悔いなし！」って言いながら逝きたいほどだ。

　江里さんは僕の突然の絶叫にビクッとしてから固まったままだった。

「……え、えりさん……その…………離れて、ください」

　ヘタレな僕は「見えてます！」と伝える勇気がなく、顔を逸らしてからそう言うだけで目一杯、精一杯だった。

「……なんで？」

　けど僕の懇願は江里さんには届かない。

　少し落ち込んだような声音で江里さんが言葉を続けた。

「……ちかく……いるの……だめ？」

「……今は」

「……なんで？」

「……離れて――」

「――やだぁ…………やだぁっ！」

　言葉を遮った江里さんが、僕の横に同じように寝転んだ。

　それからこっちにころころと転がってきて。





　――そのまま僕の上に覆い被さってきた。





「……そーくん？」

　甘い香りがふわっと広がって。

　僅かばかりの重さが僕に掛かった。

　……言うまでもなく江里さんが覆い被さっているからだ。

　上から垂れている肌触りの良い髪の毛が僕の顔をくすぐる。

「……なんですか？」

　その問いかけに顔を動かして答えたら、すぐ近くには江里さんの顔。

　もうね……理性がバイバイキーン！　状態。

　言ってしまえばある種のハイ。

　いつもならば硬直してしまうのに、逆だった。……多分理由は足が痺れていて色々
麻
 ま
 痺
 ひ

 しているのと、江里さんのスカートの中を見てしまったからだと思う。

　とにかく僕はちょっとした興奮状態だった。

「……近くいって……いい？」

「……抱きしめて……いい、ですか？」

　江里さんの言葉にタガが外れた。

　思った言葉がそのまま飛び立っていった。

　普段ならば理性が阻んで、羞恥が
塞
 ふさ

 いで、自制心が
蓋
 ふた

 をしてしまうはずなのに……。

「……抱きしめて……ください
 」

　覚悟を決めたような語調の江里さん。

　表情はどこか凛としていて、可愛いではなく、美しい方の江里さんが澄んだ瞳で僕を見つめていた。

　お昼に抱きしめてしまったのは無意識だったけど、今は意識して江里さんを抱きしめたいと思った。

　江里さんの華奢な背に両手を回して。

　片手で後頭部をおそるおそる
撫
 な

 でながら。

　もう片方の手で壊れ物を扱うようにゆっくりと抱き寄せた。

「……重くない？　大丈夫？」

　江里さんは顔をすぐ横に避けて僕に密着していたので、必然的に耳元で囁かれるような状態になった。

　……ゾクゾクして全身に鳥肌が立った。

　心地好さ、気持ち良さ。

　まさに快感だった。

「……むしろ、軽いくらいです」

　驚くほど軽い江里さんが無用な心配をしていたので、安心させるように、けど少しのイタズラ心で、髪をかき分けて耳元で囁き返した。

「耳、くすぐったいから、だめっ！
 」

「……いいこと聞きました」

「そーくんの……いじわる!!

 」

　叫びたかった。

　声が
嗄
 か

 れるまで叫び尽くしたかった。

　……なんだこの女神様は天使で神様なのかぁぁぁぁぁ!?
 　と。

　自分でももはや意味不明。

　どうやら脳も麻痺してきたのかもしれない。

「えりさんだって、やってるじゃないですか？」

「そ、そうだけど……ねぇ、そーくん？」

「はい？」

「……もっと……ギュッて……してっ？
 」

　緊張しているのか僕の腕の中で一切身動ぎしなかった江里さんが、恥ずかしそうに小声で言ってきた。

「……はい」

「……んっ♪　ありがとっ……そーくん……あったかい」

「えりさんも……あったかいです」

　何とも言えない安心感。

　人の体温を感じている安堵感。

　ドキドキソワソワではなく、心を落ち着けるようなものだった。





　……そんな状態で僕が油断しきっていたら、江里さんがとんでもないことを言い出した。





「――そーくん………………ベッド…………いく？」





　意味が分からない。

　いや、言葉の意味は分かるよ？

　けどその言葉の真意が分からなかった。

「……なんで、ですか？」

　だから真っ直ぐに疑問をぶつけた。

　何となく僕と江里さんの間で解釈の違いがあるような気がして……。

「……ん？　だって……そーくん、眠そうだから」

　あぁぁぁぁぁぁぁぁごめんなさい！

　やましいことを考えてごめんなさい！

　やっぱり江里さんはいつも通り〝江里さん〟だった。

　変なところは鋭いのに、肝心なところは抜けている。

　人の温かさからくる安心感で僕が眠くなっていたことには鋭く気が付くのに、その先のことは親切心を優先しすぎて他のことに考えが回っていない。





　……江里さんはぽんこつで不器用だけど、それ以上にコミュ障で、それよりも更に優しい人なのだ。

　そう考えたら今のこの状況がもの凄く恥ずかしくなってしまった。

　心音が急に大きくなったように胸の内から響いて。

　やましいことを考えていた自分に落胆して。

　いてもたってもいられなくなって顔だけを上げたら……、

「…………」（ごゆっくり～）

　口パクで確かに「ごゆっくり」と言っている母さんと目が合った……ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?






　何故か開いている扉。

　そういえば江里さんは僕がベッドから転げ落ちた音に驚いて部屋に入ってきたんだっけ？

　その後僕は違うことに気を取られて、江里さんはころころ転がってたし……もしかしてずっと開いてたのかッ!?


　母さんがゆっくりと音がしないように扉を閉めようとしたところで、僕は思わず口にしてしまった。

「べ、別に！　やましいこと……してないからね!?
 」

「……あらぁ～……本当にヘタレねぇ～」

「……ん？　……んんっ!?
 　……ん～～～～～～っ!!
 」

　言ってしまってからハッとなって気付いた。

　これって自爆だな、と。

　母さんはこめかみを押さえて長いため息をついて。

　江里さんは不思議そうにしていたけど、母さんの声にビクッと震えてジタバタともがいている。

　そんでもって僕はジタバタしている江里さんを抱きしめたまま、完全にガチガチに凍り付いた。

「せっかく美奈ちゃんが手伝ってくれたお料理が冷めちゃうから、ほどほどにして早く来なさいね？」

　そんな中で母さんは至って普通な対応を。「料理もふたりもアッツアツ～♪」とか口ずさみながら帰っていったような気がするけど……。

「……ミイラ取りが……ミイラになっちゃった……」

　そう呟いた江里さんにおかしくなって笑ってしまった。

　きっと江里さんのことだから、母さんに僕を呼んでくるように頼まれて、「……が、頑張ります！」って意気込んできたんだろうなと容易に想像できたからだ。

　結果は呼びに来たはずなのに……最終的には眠そうな僕を気遣って、ベッドで寝かしつけようとする始末。

　多分今江里さんの胸中は色々な
葛
 かつ
 藤
 とう

 があるんだなと思ってしまったら、可愛く思えて笑ってしまったという訳である。

「な、なんで笑うの!?
 　……そーくん、ご飯！　早く！　行かないとっ！」

「……はい」

　僕が腕を緩められずにいたら、少し怒ったように江里さんが膨れた。

　これ以上抱きしめていたら本当に怒りそうな気がしたので、名残惜しい気持ちを抑えて腕を外した。





　――僕はそろそろこの気持ちを抑えられなくなってきているようだ。

　江里さんのことが、どうしようもなく好きだと想うこの気持ちが……。





　……昨日は色々ありすぎた。

　学校でもそうだったし放課後、家に遊びに来た時のこともだ。

　江里さんと僕と母さんで一緒に晩ご飯を食べて。……ちなみに父さんは間に合わなかった。後で母さんが江里さんが来ていたことを教えたら、死ぬほど悔しがってたらしい……。

　食事中は母さんから根掘り葉掘り僕らの仲を尋ねられて。

　それにどう答えていいのか悩んだ僕らはコミュ障らしく終始沈黙してしまった。

　そんな対応をどう思ったのかは分からないけど、ニヤリと意味深な笑みを浮かべた母さんが「美奈ちゃんのこと、ちゃんとお家まで送ってきなさい」と僕の背をバシバシと叩きながら言った。

　……言われなくても送っていくつもりだよ！　とわざわざ返す気にもなれず、地味に痛かった背中をさすりながら玄関へ。

　最後に江里さんがお礼を言った後に母さんが「美奈ちゃん、明日はよろしくね」などと言っていたような気がするけど、一体あれはなんだったのだろうか？





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　梅雨の合間の晴れ間。

　そんな言葉がぴったりとあてはまる今日は、雲ひとつない快晴のおかげで早朝だというのに若干暑かった。

　校舎内入ると少しひんやりとしていて、僕はいつも通り人気のない廊下を歩いて教室へと向かった。

「おは……」

　引き戸を開けたら完全に昨日の再現だった。

　江里さんの席にはバッチリと鞄が掛かっている。

　……それなのに肝心の江里さんの姿がない。

　僕は警戒しながらそろりと足を踏み出し、昨日江里さんが隠れていた引き戸の両脇を確認した。

　…………い、いない。

　だけどそこにも江里さんの姿はなく、僕は教室内をまんべんなく見渡して怪しいところはないか探った。

　カーテンの裏には……いなかった。

　教卓の下にも……その姿はない。

　どうやらどこかに行っているのだと考えて、警戒モードを解いてから自席に着席しようとした時だった……、





「――わぁっ!?
 」バタンッ

「――んにゃぁぁぁぁぁ!?
 」





　僕の背後で大きな物音がしたと思ったら、江里さんの大きな声が。

　……デジャヴだった。

　驚いた僕は勢い良く振り向いた。

　まず視界に入ってきたのは扉が開け放たれた掃除用具入れのロッカー。

　そしてよく見るとその中に江里さんがすっぽりと納まっていて、両手だけを突き出して零れるような笑みを一面に浮かべていた。

　ぎゃぁぁぁぁぁぁ！　何してるんですか江里さん!?
 　若干ホラーなんですけど!?


「そーくん、おはよっ！」in
 ロッカー

　ロッカーの中に納まったまま江里さんが手を振りながら朝の挨拶を。

　つられて僕も手を振り返しながら「……おはようございます」と返した。

「びっくり……ドキドキした？」in
 ロッカー

「……はい。凄くびっくり、しました」

「……ん！」in
 ロッカー

　満足したような表情で誇らしそうに頷く江里さんだが、何故かロッカーから出てこようとしない。よほどロッカーが気に入ったのだろうか？　狭いところが落ち着くというのはなんとなく分かるけど……そこバッチイですよ？

　とりあえず江里さんが出てこないので僕は鞄の中身を机へ。









「……んっ！　……んっ!?
 　……[image: ]
 ～～～～っ!!
 」in
 ロッカー





　それから少し経って江里さんの驚きに満ちたうなり声が聞こえてきたので、机に教科書をしまうのを中断してもう一度振り返ってみた。

　……ジタバタしてる。江里さんが焦ったようにすっごいジタバタしてる。

　もしかしなくてもロッカーから出られなくなったんだなと、瞬時に理解した。

「えりさん？」

「なっ、なにっ!?
 」in
 ロッカー

「もしかして……出られない？」

　僕の問いかけに無表情になった江里さんはどこか遠くを見つめて、まるで自分のことではないようにコクリと頷いた。

　悲愴感の漂う瞳は真っ直ぐ僕に向けられていて、無言ながら確かに「助けて！」と目が言っていた。





　そんな江里さんの様子を見て、僕の中の天使と悪魔が囁いた。





　――日頃駄々っ子女神にはやられっぱなしなんだから、たまにはお前から何かしてもいいんじゃないか？　と。





　僕の目の前にはロッカーの中にすっぽりとハマっている江里さんの姿が。

　助けを求めたいけど自業自得であることを理解しているが故に決して言葉にはしない。

　……その代わりに目で訴えかけてきてはいるんだけどね。

　まずひとつ。

　江里さんにすることを決めた。

　コミュ障には難関の、ちゃんと言葉にして助けを求めてくるまで放置だ！

　……僕はなんて鬼畜なのだろうか……。自分で自分の考えが少し怖くなった。

「……えりさんは、僕を驚かせようとして……自分からそこに、入ったんですよね？」

「……ん」

　ロッカーの中に納まった江里さんが何度もコクコクと首を縦に振っている。

　正直可愛すぎるのですぐにでも助け出してあげたかったんだけど、そこはグッと堪えた。

「……それなら、僕は見ながら応援しているので……自力で出てくださいね？」

　
渾
 こん
 身
 しん

 の笑みを浮かべて僕はきっぱりと言い切った。

　罪悪感がもの凄いけど……僕は驚かされた側なのだ。

　いわば被害者。

　……それなのに被害者が加害者を応援するという謎の構図。どういうことだ一体。

　僕の言葉を受けてしばし呆然としていた江里さんだったが、助けはないと理解して意を決した厳しい表情を湛えて、またもやジタバタを再開した。

　か、可愛すぎる！

　自分で入ったロッカーから出られなくなってジタバタしてる江里さんマジぽんこつ可愛いです！





「ん～っ！」かがんで、

「…………」

「む～っ!!
 」背伸びして、

「…………」

「むぐぅ～っ!!
 」身体を
捻
 ひね

 って、

「…………」

「ん～～～～っ!!
 」力任せに出ようとする江里さん。





　角度を変えたり、高さを変えたり色々工夫はしているけど一向に抜け出せない江里さん。ここまで抜け出せないともはや神業ならぬ、駄々っ子女神業である。ある種の奇跡と言っても過言ではない。

　僕はそんなジタバタ江里さんをニコニコしながら眺めるだけ。……といってもただ眺めているだけじゃなく、ちゃんと脳内ＨＤＤにジタバタ江里さんを記憶するべく全身全霊を捧げて集中している。

「…………うぅぅ……」





　しばらくジタバタしていた江里さんが急にピタリと動きを止めた。

　それからゆっくりと僕に顔を向けて。

　今にも雫が零れ落ちそうな瞳をこちらに投げて。

　泣き出しそうな表情を一生懸命我慢するように下唇を噛んで。

　ぽつりと呟いた。……そろそろ僕の出番だな！





「……そーくん……今日も……猫だった……」





[image: ]










　そしてガクっと力尽きたようにうなだれた。

　僕もそんな江里さんを見て椅子に座ったまま、同じようにうなだれてしまった。





　……えぇぇぇぇぇぇ!?
 　最後に言いたかったのそれぇぇぇぇぇぇぇ!?


　そこは普通助けを求めるところだと思うんですけどぉぉぉぉぉぉ!?






　もう見ていられなかったので立ち上がってロッカーの前へ。

　すると僕の気配を察知した江里さんがパッと顔を上げて、キラキラした眼差しをこちらに向けてきた。

「……えりさん」

「……んっ！」

「……頑張って！」

「……んんんっ!!
 」ジタバタ

　僕の応援に江里さんが怒ったように唸った。全くもって怖くないので、なんだか警戒モードの子犬にしか見えない。

　……なので子犬を可愛がるように――江里さんの頭をいきなり撫でてみた。

「頑張って、ください！」ナデナデ

　江里さんの髪はシルクのようにサラリとしていて、逆にこっちが気持ち良くなってしまうような撫で心地だった。

　初めはジタバタしていた江里さんだったけど、悪くないと思ってくれたようで。

　徐々に目を細めて撫でられている感触を確かめるように僕の手に頭を預けてきた。

「……んっ!?
 　…………が、頑張ります！」

　――あっ！　危ない危ない！　江里さんのあまりの女神っぷりに、いつも通り流されてしまうところだった。

　適当なところで手を離し、気合充分となった江里さんがまたジタバタし始めた。

「……えりさん？」

「……今、集中してるから……待って……」

　何となく江里さんに話しかけてみたら、どうやら集中しているご様子。

　……これは……ふたつめの仕返しをするしかない！

　僕は日頃江里さんに散々されていたことがある！

　それは――、

「……えりさん？」ツンツン

　脇腹つつきだ！

　ことあるごとにつつかれて！

　猫だの「きっとキャット」だのとイジられて！

　散々
弄
 もてあそ

 ばれてきたのだ！





　そのくせ僕が前にやり返した時のあの反応！　あんなの反則でしょうが!?






　……そう。僕はあれから脇腹つつきは反則だと考えて、一切やり返さないで耐え忍んできたのだ。

　それを今一気に返す！　倍返し？　そんなのは甘い！　10
 倍返しだぁぁぁぁぁぁ!!






「あ……んっ……
 そーくん……やぁっ」





　……あ。

　これ僕が先に死ぬやつだ。





　艶っぽい吐息を漏らして。

　
縋
 すが

 るような視線を僕に向ける江里さん。

　滲み出る色香は目を離せなくなるほど魅力的で。

　僕の中で湧き上がる背徳感が
堰
 せき

 を切って
溢
 あふ

 れそうになる。





　……早い話が、鼻血でそう。





　けどここで引いたら、いつもの僕なんだ！

　鼻血!?
 　それがなんだってんだ！

　毒を食らわば皿まで！　今更引くことなんて許されないのだ！





　だって僕はもう――ダークサイドに堕ちてしまったのだから！





「えりさん？」

「……な、なぁに？」

　僕の問いかけに脇腹をガードするように身を捩った江里さん。

　口も真一文字に結ばれていて、どうやら完全に警戒モードに入ってしまったようだ。

　江里さん？　そんなことしてもムダですよ？

　僕が散々されたように、今日は人が嫌がることはやってはいけないということを、その身に思い知らせてあげます！　……たとえ僕が死ぬことになっても!!


　僕は謎のハイテンションになりながら言葉を続けた。

「僕がやめてと言って……江里さんはすぐにやめましたか？」

「……………………………………んっ！」

　江里さんは随分と長い間躊躇してから、拳をギュッと握って、キュッと眉根を寄せて、やたらと真剣な表情でゆっくりと大きく頷いた。

「嘘つかない」ツンツン

「……んんっ……
 ご、ごめんなさぃ～」

　あっさりと認めた江里さんは僕を上目遣いに見上げながら「もぅ……いやぁ……」と力なく零した。

　僅かに上がった息がとてつもなく妖艶で、ストレートに言ったら非常にエロい！　……何言ってんだ僕。

　これはもしかして、僕にもっとやれというフリなのだろうか？

　……ちなみに僕はもう逝きかけている。

　江里さんを注視していると本当に鼻血が垂れてきそうなのであまり見ないようにしながら、己の命を削りつつ脇腹ツンツンをしているのだ。

　僕、完全に自爆。





「これは嘘をついた分！」ツンツン

「……あっ
 …………ん？」

　首を傾げる江里さん。

「これは今までの分！」ツンツン

「……ん～っ
 ……んっ!!
 　…………そ、そーくんの……いじわる……！」

　何かに気が付いた江里さん。





　そこでダークサイドに堕ちた僕は新たな攻撃手段を繰り出した。

「これはこれからの分！」コショコショ

　脇腹ツンツンの上位互換――脇腹コショコショだッ!!


　……なんて極悪非道な！　ツンツンですら充分に反応してしまうというのに……更に上をいくなんて！

　僕、完璧に悪者。

　江里さんの柔らかい両脇を五指で思い切りくすぐった。

　きっとこれをすれば、もう二度と江里さんは脇腹ツンツンをしてこなくなるだろうと考えて。





　……だけど僕の想定していた反応は返ってこなかった。





「……………………ん？」

「……………………えっ!?
 」





　眉をハの字にして不思議そうに小首をちょこんと傾げた江里さん。





　あ、あれぇぇぇ？　なんで？





「……えりさん？」コショコショ

「……そーくん？」ポカーン

　おかしい！　どうして!?
 　一体何が起きてるんだ!?






「…………」ツンツン

「……ひあぁっ♡
 」

「…………」コショコショ

「……ツンツンが……いいっ！」





　どうやら江里さんには
神の御加護
 くすぐり耐性

 がついているようだ……。

　なんてこった……江里さん無敵すぎるでしょうが！

「……は、はい」ツンツン

「……はふぅっ
 ……も……もっとぉ……！」

　うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!


　気が付いたら江里さんが脇腹ツンツンの耐性すら獲得してるよぉぉぉぉぉ!!


　もう終わりだぁぁぁぁぁ！　僕に勝ち目なんて初めからなかったんだぁぁぁ！

　江里さんに日頃の仕返しをしていたはずなのに、いつの間にかねだられるがままに脇腹ツンツンを実行している僕。

　見れば江里さんは湿った瞳をトロンとさせ、頬に薄紅を溶かし
恍
 こう
 惚
 こつ

 とした表情を浮かべている。

　……今までの表情なんて屁でもない。

　今世紀最大に色っぽい表情だった。

　早い話が、史上最高にエロかった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　……江里さんは、そこから出たいですよね？」

「……ん！」

「それだったら……僕に何か言うことが、ありませんか？」

　江里さんは悩むように
顎
 あご

 に手を当てた。

　別に悩むほどのことじゃないとおも――ま、まさか「ツンツンして」とか言わないよね!?






「……ツンツン……してっ？」





　……うん。

　段々江里さんの思考が読めるようになってきた……。

　素直に喜ぶべきなんだろうか？

「違います！　助けて、って言ってくれれば……いいんです」

「……そーくん……助けてくれるの？」

「……はい」

「……ん。……助けて……ください」

「はい！」

　僕が催促したとはいえ、江里さんに頼ってもらえるのはやっぱり嬉しかった。

　思わず意気込んで返事をしてしまった。

　……さて、僕には江里さんが出られなくなっている理由が分かっている、というか見えている。

　江里さんが着ているブレザー。

　その襟の内側に付いているサイズ表示のタグが、ホウキやチリトリなどを掛けるフックにピンポイントで掛かってしまっているからだ。……なんというミラクル。さすがはぽんこつ江里さんである。

　ただ問題は外そうにも手を入れるスペースがないので、ブレザーを脱いで脱出してもらうのが一番早そうだ。

「……江里さんのブレザーが、引っ掛かってるので……脱いでください」

「……んっ！」

　ブレザーのボタンを外し、あとは脱ぐだけになったところで何故か江里さんが勢い良くロッカーから飛び出した。

　もう何も引っ掛かっているものはないので、当然江里さんは僕にタックルをしてくる形になり。

　不意を突かれた僕は踏ん張り切れずにそのまま後方に倒れこんだ。





　痛ぁぁぁぁぁぁぁ!?
 　後頭部に……たんこぶが!!


　なんて目を
瞑
 つぶ

 って悶絶していたら――引き戸の方から物音が、





「――おいっ!?
 　朝っぱらから何してんだ!?
 」





　痛みを堪えてなんとか顔を向けたら、ムンクの『叫び』のような顔をした半田くんが僕らの方を指さして固まっていた。

　……半田くんどうしたんだろう？

　そう思いながら向けられた指の先を辿って顔を正面に向けたら――僕の下腹部に馬乗りになっている江里さんと目が合った。

　……ギィヤァァァァァァァァァ!?
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第22
 話　江里美奈　既成事実作戦







　私の恋愛バイブルに載っていた〝吊り橋効果〟。

　これを今日も実行するためにそーくんの足音が聞こえてきてから、急いで清掃用具入れのロッカーに隠れた。……今思うとこの〝急いで〟隠れたのがよくなかったんだと思う。この時の私はまさかあんなことになるなんて思ってもいなかったので、仕方のないことなのかもしれないけれど。

　きっと昨日と同じ場所に隠れていたら警戒心の強い猫そーくんには、見付かってしまうような気がしたので今日はロッカーにした。





　……そして私の予感は的中。

　ロッカーの通気口から引き戸の方を覗いていたら、早速そーくんが昨日私が隠れていた場所を確認していた。

　それからカーテンを見たり、教卓に目を向けて私が隠れていないか探っているみたい。

　……んっ！　そーくん一生懸命探してる！

　思わずほくそ笑みたくなったけど、下唇を噛んで必死に我慢。

　ここでバレてしまったら、意味がない。

　息を潜めてそーくんが自席に来るのを待った。

　凄い緊張感で、私の方がドキドキしてしまっているような気がする。





　――い、今ですっ！





　そーくんが椅子に座ろうとしたところで私は勢い良く扉を開けて、





「――わぁっ!?
 」と叫んだ。







◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆






　それから色々とあって……今、私は、そーくんの上に座っています。……ん。そーくんあったかい。





　ロッカーから無事抜け出せた私は、勢い余って目の前にいたそーくんにダイブしてしまった。

　……まさか本当にブレザーが引っ掛かっているだけだとは思っていなかったので、少し強引に出ようと勢い良く踏み出したのがよくなかった。

　まさかそーくんも私が急に飛び出してくるとは夢にも思っていなかったみたいで、そのまま一緒に倒れこんでしまった。

　そのため私は丁度跳び箱を飛ぶ時のような体勢で、両手をそーくんの胸辺りについて
跨
 また

 がった状態になった。





「――おいっ!?
 　朝っぱらから何してんだ!?
 」





　その声に首を向けたら半田くんが引き戸のところに寄り掛かるようにして立っていた。

　こっちを指さして、何故だか凄いビックリしたような表情をしていて、ちょっぴり面白かった。

　半田くん、どうしたのでしょうか？

　半田くんの指の先を追ったら、そーくんと目が合った。

　何度か目を瞬くそーくんはきょとんとしていてかわいかった。ここが教室じゃなかったら、昨日みたいに抱き着きたいくらい、かわいかった。

　それからちょっとしてそーくんも「にゃぁぁぁぁっ！」っていう時くらい驚いたような顔をして。

「……こっ！　こここ、これは、違うんですッ！」

　よく分からないことを言ってた。





　違う？　何が違うの？





「違うのは分かってる！　ただそれはまずいから離れとけ。それと江里はなんで上着脱いでんだよ……俺みたいに誤解する奴が出てくるぞ？」

　……んんんん！　なんかふたりだけでお話が進んでる。

　私だけのけ者！　納得できないっ！

　だから私はありったけの勇気を振り絞って半田くんに話し掛けた。

　まずは挨拶から！　と意気込んで。





「……はっ！　半田くん……お、おはよう……ございます。……ロッカー」（半田くんおはようございます。ブレザーはロッカーの中に掛かってます）





　１００点満点中98
 点くらいの挨拶でした！　ほぼ完璧です！

　これでそーくんと半田くんにのけ者にされなくなるはずです！

　私の挨拶にまたしても
驚
 きよう
 愕
 がく

 したような表情をしてから半田くんがゆっくりと口を開いた。

「お、おぅ……おはよう。俺はロッカーじゃないけどな」

「……そ、そーくん！　挨拶……できたっ！　……んっ！」

　半田くんが意味の分からないことを言っていたけれど、それどころではなく。

　私はそーくんに褒めてもらいたくて、頭を撫でてもらいたくて、顔を下に向けて催促した。

「……えりさん……よくできました」

　ほどなくしてそーくんの手が私の頭に乗せられて、ゆっくりと、優しく撫でてくれた。

　そーくんの手は私よりもおっきくて、いつもあったかい。

　だからそんな手で撫でられると気持ちが軽くなっていくような心地好さがある。

　そーくんの手が気持ち良くて目を瞑って集中していたら……、





「……うぉい！　何ふたりだけの世界に突入してんだよバカップル。……相田、クラスの奴が死ぬからマジで離れておけ。俺もこのままじゃ長くは持たん」





　――半田くんが確かに「カップル」と言った！

　……カップル！

　もしかして、私とそーくんはお付き合いしているように見えるのでしょうか!?


　もしそうなら…………お母さんがアドバイスしてくれた〝既成事実作戦〟を――。












第23
 話　お仕置きは零距離で①







　何とも言えない苦しそうな顔をした半田くんが、

「……うぉい！　何ふたりだけの世界に突入してんだよバカップル。……相田、クラスの奴が死ぬからマジで離れておけ。俺もこのままじゃ長くは持たん」

　僕らを見ながら言った。

　バカップルって……。

　確か前にも言われた気がする。

　半田くんのその言葉に変に冷静になりながら、江里さんにねだられるままに撫でていた手をパッと離した。

　江里さんが名残惜しそうな表情を湛えて僕を見てきたけど今は心を鬼にしなくてはならない。

　だって半田くんもいるんだ。恥ずかしすぎてこのままじゃ僕が先に死にそう。

「江里さん……そろそろ起きたいのですが」

「……………………ん」

　やっぱり不服そうに長い間をあけてからコクリと頷いた江里さん。

　よっぽど不満なのか、口がへの字になっていて不覚にも可愛かった。

　それからゆっくりと横にズレて、両膝をついて僕に向かって手を差し伸べてくれた。

　どうやら僕が起き上がるのを手伝ってくれるようだ……なんて女神なのだろうか。

「ありが――ッ!?
 」

　僕がその手を掴んで起き上がろうとしたら。

　……何故か江里さんが僕の胸にぽふっという音とともに倒れこんできた。





　ちょっ!?
 　なんでそうなるのぉぉぉぉぉぉ!?






　起き上がろうとした僕は当然江里さんを引っ張る形になる。

　だから僕は江里さんが踏ん張ってくれるものだと勝手に思い込んでいたら、どうやらそうではなかったらしい。

　……もしかして江里さんふざけてる？





「……そーくんまくら……おやすみなさい」





　あ、これ絶対にふざけてるやつだ！　ってこの状況でふざけないでぇぇぇぇ!?


　膝枕ならぬ胸枕。

　僕の胸を枕にした江里さんがこっちを向いて目を瞑りながら口元に笑みを浮かべた。

「えりさん？」

「…………」

　目を閉じて無言のまま、やっぱり口角を微かに上げる江里さん。

　どうやら起きるつもりはないようだ……僕は一体どうすれば？

「……訂正する」

「……はい？」

　僕がどうしようかとあたふたしていたら、なんでか口元を手で押さえた半田くんが真剣な眼差しをこっちに向けて言った。





「俺……もう限界だ……」





　それだけを言い残して、勢い良く後ろを向いた半田くんが教室から走り去っていってしまった。

　廊下から響いてくる勢いのある足音が、全力疾走していることを物語っていた。

　ま、待ってよ半田くん！　今、僕をひとりにしないでぇぇぇぇぇ！

「……勝った」

　半田くんがいなくなってしばらくしてから目を開けた江里さんが「かった」とだけ呟いて、今度はちゃんと僕を起き上がらせてくれた。

　かったってなんだ？　買った？　……意味分かんないよ。





　――それから江里さんは何事もなかったかのように立ち上がって、自席へと戻って行った。





　半田くんが廊下を全力疾走して以降の江里さんは、なんとなく機嫌が良かった。

　授業中に頻りに僕の方を見てくるし。

　目が合うと必ず
婉
 えん
 然
 ぜん

 な笑みを向けてくる。

　いつもは鼻歌を歌ったり、もっと分かりやすく上機嫌になるのに今日は静かに秘かに淑やかに、相好を崩すだけだった。





　最近は感情表現の激しい駄々っ子江里さんばかり見ていたからか、大人しくしている姿を見ているとどこか懐かしく感じる。仲良くなる前のコミュ障フィールド全開の江里さんを見ている感じ。……といっても僕を見てニコニコしたりしているんだけどね。





　それからお昼休みになって、いつも通り司書室に向かおうとしたら、

「……きぃ……君孝くん……お昼ご飯」

「……は、はい」

　急に名前で呼ばれて。

　いつもみたいに手は繋がれず。

　僕の腕に江里さんがふわりと腕を絡ませてきた。

　あ、あたってる当たってる!!
 　なんか柔らかいものが僕の二の腕にダイレクトアタックしてるよぉぉぉぉ!?


　手を繋ぐよりも圧倒的に身体の密着度は高く。

　腕を組むというよりも、僕の腕を江里さんが包み込んでいる。





「ヒギィ!?
 」

「吐きそう……」

「俺は朝一で吐いたぞ」

「半田、お前は一体何を見たんだ!?
 」

「イチャラブ度が更に上がった……だと……!?
 」

「飯食ってないのに、もう腹いっぱいなんだが!?
 」

「……えっ!?
 　なんか目から甘い涙が出てきたんだけど!?
 」

「やめてぇー！　このままじゃ死ぬ！　俺ら死んじゃう！」

「これが世に有名な、残酷な〝女神〟のテーゼというものか……」

「……江里はどうやら俺らを本気で殺すつもりらしい。皆……この先覚悟しろよ」





　江里さんに引っ張られるように歩き出したら、背後から色んな声が聞こえた。

　あまりにも皆が一斉に喋っているので、何を言っているのかほとんど理解できなかったけど、半田くんが朝一で何かを吐いたってことは分かった。……笹かな？





　その後のお昼ごはんでも江里さんは笑みを浮かべるだけで、抱き着いてきたりなどの突飛な行動をすることはなかった。

　ただそんな江里さんに若干物足りなさを感じてしまっている僕はどうにかしているのかもしれない……。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　放課後になって帰る支度を終えたところで横を見たら、既に準備を終えていた江里さんが鞄を持ち上げて言った。

「……き、君孝くん……帰ろ？」

　柔らかく微笑んで。

　気持ちはにかんで。

　普段にはない、おっとりとした江里さんからのお誘い。

　心なしか時間がゆっくり流れているかのような錯覚に陥った。

　もちろん僕の返事は「はい」以外存在しない。

「明日のおかず……買いに行っても……いい？」

　江里さん自身は落ち着いているのにスキンシップはこれまで以上で。

　当然のように腕を組まれたうえに、今度は手も握られた。

　顔を僕の方に寄せて耳元で囁くように「いつもの商店街」と言葉を付け加えられて、僕は混乱しかけた。





　江里さんがなんだか急に大人っぽくなった気がする。

　いや、年相応になったというべきか……。

　とにかく駄々っ子女神から真の女神へと至りつつあった。

「……行きましょう」

「……ん」

　顔を向けて江里さんを見たら今度は凛とした引き締まった表情を漲らせて、軽く頷くだけだった。

　いつもだったら「んっ♪」みたいな感じで元気一杯に頷いていたような気がするのに……何があったのだろうか？





　――僅かな疑問を胸に、僕らは商店街へと歩を進めた。





　江里さんのお母さんが女神として君臨している商店街で買い物をして。

　普段通り荷物を持って江里さんの家へ。

「えりさん、また明日――」

「――ちょっと待って？」

　玄関の前で荷物を渡そうとしたところで言葉を遮られた。

　なんかあったっけ？　とひとり首を傾げていたら、何故か江里さんがインターホンを押した。





　……鍵持ってるのになんでインターホンを押したんだ？





「……そー……君孝くん」

『……ん』





　江里さんがインターホンのマイクに向かって僕の名前を言ったら、江里さんそっくりの声が返ってきた。

　それに「ん」っていうのも江里さんの口癖と完全に一致してるし、もしかして……、





「……こんにちは。そーくん、でいいのかしら？」





　不意に玄関の扉が開いて、中からもうひとりの江里さんが出てきた。

　正確に言うと多分江里さんのお母さんなんだと思うけど、とにかく姉妹かな？　と思ってしまうほどそっくりな容姿だった。





「……はっいっ！」





　なんとか声を絞り出して、改めて江里さんのお母さん（多分）に向き直る。





　腰まである艶やかなストレートの黒髪は江里さんよりも気持ちばかり長くて。

　キリッとした切れ長の目に透き通った黒目が輝き、形の良い眉と長い
睫
 まつ
 毛
 げ

 が目元を彩る。

　白磁を思わせる肌理の細かい肌に、モデルさんのようにスッと高い鼻と色香を纏ったように薄く光る唇。





　江里さんに大人の女性の魅力を足したような色っぽさを放っていて、直視していると何だかドキドキしてくる。

　それに色んなところが
煌
 きら

 めいているように見えるのは、きっと
神々しさ
 オーラ

 が溢れ出ているからなんだと思う。





　存在感の塊。

　天性の魅力。

　女神の佳容。





　……色々考えてみて、江里さんのお母さんであることは間違いなかった。

「……そーくんっ！」

「……い、
痛
 いひや

 いで
す
 ひゆ

 ！」

　圧倒的な存在感に見惚れていたら、頬っぺたを強めに引っ張られた。

　とっさに江里さんの方を見たら、頬をぷくっと膨らませて怒ったフグみたいに丸くなっている。





　……うん。やっぱり江里さんは無邪気な方が似合うと思う。





「……美奈」





　江里さんのお母さんがそう呼んで、顔を僅かに横に振った。表情はほとんど変わることなく微かに眉がピクリと動いたくらい。……正真正銘のクールビューティーだ。

「…………ん。そ……君孝くん、ごめんなさい」

「はい」

　それを見ていた江里さんはバツの悪そうな顔をしてから僕の頬っぺたをさすり、上目遣いに謝ってきた。……こんな江里さんが見れるなら、むしろもっと引っ張ってほしいと思ってしまったのは言うまでもない。

「……美奈の母親の……江里、
結
 ゆ
 美
 み

 です。いつも娘が……ご迷惑ばかり――」

「――お母さんっ!?
 」





　やっぱり江里さんのお母さんだった。むしろお母さんじゃなかったとしたら、お姉さんにしか見えない。

　江里さんが慌てたようにお母さんの口を塞いで「やめてっ！」と念押ししながら、飛び跳ねていた。

　……かなり控えめに言って可愛い。

　女神と女神の共演とか……ここは天国ですか？

「…………」ジー

「…………うぅっ」

　プレッシャーに耐えられなくなって手を離した江里さん。

「……ん。ようこそ、そーくん……お待ちしておりました」

　――そして僕は江里さんと、江里さんのお母さんに両脇を挟まれた状態でお家にお邪魔した。





　……まさか、母さんが「美奈ちゃん、明日はよろしくね」と言っていたのは……このことだったのか！　い、いつの間に……。

　江里さん
家
 ち

 に入ってまず思ったことは……。





　――もの凄く良い匂いがする！　だった。





　べ、別に変な意味じゃなくて、美味しそうなご飯の匂いが微かにするのだ。

　なんだろう？　さすがに料理までは分からなかったけど。

　さて、そんなことよりも今の僕の状況だ。

　僕の右手は江里さんに恋人繋ぎで握られて。

　そして左肩には江里さんのお母さんの右手が置かれている。

　……美味しそうなご飯の匂いを嗅いでいるはずなのに、女神に挟まれているという極度の緊張から胃が痛くなった。

「……美奈」

　廊下を抜けてリビングへの扉を開けた瞬間、良い匂いは濃密に。

　僕がこっそりとキッチンの方へ顔を向けようとしたら、江里さんがお母さんに呼ばれていた。

「……ん」

　名前を呼ばれて返事をしただけだというのに江里さんはそのままリビングから出て行ってしまい、僕はお母さんとふたりきりになってしまった。意思の疎通がハイレベルすぎて僕には到底理解できない。





　……き、気まずい。僕は一体どうすれば？





「……そーくん」

「
は
 ひや

 いっ！」

　内面ではあたふた。

　表面では立ち往生。

　そんな時、急に江里さんのお母さんから呼ばれ、ビックリして返事をしたら思い切り噛んだ。すがすがしいまでの噛みだった。

　……死ぬほど恥ずかしい。





「……よろしくね？」





　僕の目をしっかりと見据えてから。

　仄かに目を細めて。

　気持ち口角を上げて。

　ほんの僅かに微笑んで。

　何故か僕の頭を優しく撫でてくる江里さんのお母さん。

　そこで僕は心の底から、本当に江里さんのお母さんなんだなと改めて思った。

　……だってなんで頭を撫でてきたのか分からないし、何に対しての「よろしくね？」なのかも理解できない。

　唯一理解できたことは、江里さんがよくする予想の斜め上の行動はどうやらお母さん譲りである、ということくらい。

「……こ！　こちら、こそ！　よろしく、お願いします！」

　結構悩んだけど返事はこれしか思い浮かばなかった。

　よろしくと言われたら、こちらこそよろしくお願いします、以外の回答を知らないコミュ障な僕。……悲しい。

「……ん、頼もしい良いお返事ね」

「あ、ありがとうございます！」

　とりあえずよく分からないけど多分褒めてもらえた気がする。

　それから僕が持っていた買い物袋を受け取ってキッチンの方へと消えていった江里さんのお母さん。

　去り際に、

「……そーくんのお母さんにお電話したいから、少し席を外すけれど……そこのソファーに座って自分の家だと思ってくつろいでいてもらえるかしら？」

　という言葉が聞こえたので「はい」と返事をして、ぎこちない動作でソファーへと向かい、油が切れたロボットのようにストンと腰を下ろした。





　……あぁぁ！　胃が、胃が本当に痛い！　僕今絶対に変な歩き方してた気がする。

　……江里さん！　どこに行ったのか分からないけど、早く帰ってきてください！　このままじゃ僕失神しそうです。





「…………くん？　……君孝くん？」

「……ハッ!?
 」





　僕が半分失神していたら、いつの間にか隣に江里さんが座ってぇぇぇぇぇぇ!?


　――見れば江里さんが私服を着ていた。

　たったそれだけのことだったけど、僕には充分衝撃的だった。

　初めて見る私服姿の江里さん。

　長い黒髪は大きめのリボンが付いたヘアクリップでポニーテールに纏めて。

　モコモコとした生地が特徴的な、オフホワイトとスカイブルーの淡い色合いのボーダー柄ワンピースに身を包んでいた。

　……私服どころか部屋着に……パジャマに見えるんですけど!?
 　刺激が強すぎるんですけどぉぉぉ!?
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「ハンバーグ……好き？」

　何故か緊張したようにピンと背筋を張った江里さんが、盗み見るようにこっちに顔を向けている。

　唐突な問いだったけど、僕は大好物だったのですぐに答えることができた。

「……大好きです」

「……よかったぁ～……今日はハンバーグなの」

　江里さんは安堵したように大きく息を吐いてから、コテンと僕に寄り掛かって言葉を続けた。





「――ねぇ君孝くん？　ハンバーグと私だったら……どっちの方が………………好き？」





　究極の２択だったけれど僕の答えは決まっていた。

　僕の大好物はハンバーグだ。

　コク深い王道のデミグラス。

　さっぱりとした和風おろし。

　乳製品との共演チーズＩＮ。

　仄かな酸味のトマトソース。

　素材の味をいかした塩胡椒。

　素朴で懐かしいケチャップ。





　僕のハンバーグへの熱い思い。

　いかに僕がハンバーグ好きであるかは、これで皆にも伝わったと思う。

　……そして僕は返答を口に。

「ハンバーグ、大好物ですけど…………え、えりさんの方が……すっ、好き……です！」

　……言ってしまったぁぁぁぁ!!


　我慢できずに言っちゃったよぉぉぉぉ！

　僕のハンバーグへの思いを遥かに上回った、江里さんへの想いが羽を生やして口から飛んでいった。

　恥ずかしさが身を染めていく。

「……んっ！　私も、ハンバーグよりも……きぃ……君孝くんの方が…………大好き……ですっ！」

　それだけ言ってソファーから飛び起きて。

　服と同じくモコモコのスリッパをペタペタと鳴らしながら足早にキッチンへと消えていった江里さんだった。……もしかして江里さんはハンバーグがそんなに好きじゃないってことなのだろうか？





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　ソファーに座っているのも落ち着かなかったので、食器出しかテーブル拭きくらい手伝おうとキッチンに行ったら「美奈が張り切っているから、任せてあげて？」と江里さんのお母さんに言われてしまった。

　その言葉を受けて覗き込むようにキッチンを見たら、薄いピンクで首掛けのフリルエプロンを身に着けた江里さんが立っていた。

　相当集中しているのか僕に気付くことなく、流れるような動作で調理を行っている。

　ひとつひとつの動作が早いのに丁寧で、僕はしばらく見惚れてしまった。

　なんて言えばいいのか分からないけど、料理をしている江里さんは何だかかっこよく見えた……。





　それから江里さんと僕と江里さんのお母さんの３人で食卓を囲んだ。

　……昨日の我が家での再現のようだった。

　ちなみに江里さんのお父さんもお仕事があって間に合わなかったそうだ。

　この点も再現性が高い気がする……なんてことはおいておくとして、僕は正直ホッとした。

　いきなりお父さんに会うなんてコミュ障の僕からすると怖いのだ。

　それにどうすればいいのかも分からないし……。

「……ハンバーグ……うまくできてた？」

　テーブル席から初めに座っていたソファーへと移動してハンバーグの余韻に浸っていたら、モコモコ江里さんが隣にやってきた。

　どうやら洗い物は江里さんのお母さんがやってくれているようだ。

　働かざる者食うべからず精神で食べ終えてから「洗い物やらせてください！」と言ったんだけど、今度は江里さんから「ソファーで待ってて？」と指示されてしまったのだ。……ぐぬぬ。昨日江里さんはバリバリ料理したりしてたのに……！

「……ビーフシチューの煮込みハンバーグ……絶品でした！」

　トロトロに煮込まれたハンバーグはナイフ要らずで。

　スプーンの重みだけで切れてしまいそうなほど柔らかくて、味もしっかりとしみ込んでいて、それでいて肉汁が溢れ出てくるほどジューシーだった。

　シンプルに美味。

　頬っぺたが落ちるどころかどこかに飛んでいってしまいそうなほど美味しかった。

「……ん～っ！　初めて君孝くんに、作ったから……凄い緊張した。でも……よかったぁ………………安心したら……眠くなってきちゃった……」

　瞼をこすり眠そうに目をトロンとさせた江里さんがやっぱり僕の方に寄り掛かってきた。

　ただ今度は頭を僕の肩にのせて、いつものように指を絡ませてきた。

　……江里さんのお母さんに見られちゃいますよ!?
 　これ絶対恥ずかしいやつですって！

　そんな僕の思いを知らない江里さんは「……君孝くん、おやすみなさい」と言って目を瞑ってしまった……えぇぇぇぇぇ!?






「食べてすぐ眠ったら……牛になっちゃいますよ？」





　ぼそりと江里さんの耳元で囁いてみたら、ビクッと身体を揺らしてゆっくりと僕の方に顔を向けて一言。

「……ね、寝てない！　全然眠くない！」

「はいはい」

「……信じてない？」

「はいはい」

「きっ、聞いてないっ!?
 」

「はいはい」

　目を丸くして楽しそうにビックリとしている江里さんが可愛くて可愛くて、ついつい悪乗りしてしまった。





「…………いじわるそーくんには……お仕置き……！」

「な、なんで――ッ!?
 　んむっ!?
 」





　そう言った江里さんが急に顔を僕の目の前まで近づけてきて。

　やがて僕らのおでことおでこが当たり……。





　――それに驚いた僕の言葉は……唇は、柔らかい何かに優しく塞がれた。





　僕の眼前には瞼を閉じて少し首を横に傾けた江里さんが……。

　あまりの出来事に頭が真っ白になって。

　何を考えていたのかすらすべて細切れになって消え去っていった。





　お、落ち着け！　冷静になれ！

　まずは現状の把握をしよう！





　至近距離というか、零距離に江里さんの顔があって。

　何故か目は瞑られていて。

　どうしてか顔が若干右に傾いてる。

　……そして僕の唇は何かに覆われている。





　結論。

　こ、こここここれはキス！





　ってそろそろ息が苦しい!!






　実際には数秒なのかもしれないけど、僕の体感では間違いなく数分間こうしているような気がした。





「……んっ……………ドキドキ……した？」





　ゆっくりと瞼を開けた江里さんが〝零距離のまま〟そう口にした。

　……あれ？

「……
はい
 んむ

 ！」

　……あれれ？





　なんで江里さんは喋れるのに、僕の唇は覆われたままなのだろうか？

　え？　どういうこと？　意味が分からない？

　それからスッと顔を離した江里さんんんんんっ!?


　見れば江里さんの口の前には指が２本。

　人差し指と中指が丁度唇を覆うように添えられている。

　あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?


　もしかして……キスじゃないぃぃぃぃぃぃぃ!?


「お仕置き、成功…………んっ」

　江里さんはイタズラが成功したと言いたげな無邪気な笑みを浮かべてから、指を裏返して自身の唇へと押し付けた。





　まっ!?
 　何してるの江里さん!?






「な、何してるんですか!?
 」

「……ん？　間接キス」





　指を離して心底不思議そうな顔をしてから首を傾げた江里さん。

　途中無意識なんだと思うけど唇を舌で軽く
舐
 な

 めた姿が、非常に色っぽく見えてしまった……。





　いやいやいや！

　そんな普通に返さないで!?


　間接キスですよ？

　誰が何と言おうとキスですよ!?


　ぼっちでコミュ障な僕にとってはキスなんですよ!?
 　……自分で言ってみてちょっと悲しくなってきた。





「……なんで？」（なんで間接キスしたんですか？）

「……ん？　…………んっ!?
 　…………ん～～～～～っ!?
 」





　急に何かに気が付いたようにソファーから跳ね起きて。

　モコモコのスリッパをペタペタと鳴らしながら小走りで今度は廊下の方へと消えていった江里さんだった。





　……デジャヴかな？





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　その後、江里さんは自室に籠って一切出てこなかった。

　江里さんのお母さんが交渉というか、説得をしたんだけどやっぱりダメで。

　帰ってきた江里さんのお母さんからは「……ごめんなさい。今はそっとしておいてあげて？」と言われた。

　……どうしたんだろう、江里さん。

　帰り際に江里さんの部屋の前に寄って、





「えりさん……今日はありがとうございました。ハンバーグ……凄い美味しかったです！」





　と伝えたけど、扉越しに「……ん」
相
 あい
 槌
 づち

 が返ってきただけだった。

　日は落ちてすっかり暗くなってしまって。

　僕も何だか元気がなくなってとぼとぼと夜道を歩いて帰った……。

　多分色々あった疲れが一気に出てきたんだと思う。





「ただいま」

「あらぁ～おかえり！　美奈ちゃん家は楽しかった～？」

　僕の帰りを待ち構えていたのか、玄関の戸を開けたらすぐに母さんが飛んできた。

　今はちょっと気分じゃない。

　江里さんのことが気になって仕方ない。

「…………母さんには関係な――」

　そこでスラックスに入れていた僕のスマホから着信音が流れた。

　慌てて取り出したら、〝着信：江里美奈〟と画面に表示されていた。

　え、江里さんからだ!!


　……もしかして僕、忘れ物でもしたっけ？

　心当たりは全くなかったけど、バーをスライドさせて応答した。





「……もしもし」

『……んっ！　きみ……たかくん？』

「はい」

『……すき』

「……隙？　僕が？」（お仕置きする時、僕が隙だらけだったってことですか？）

『……んっ！　……スッキリした。……それだけ……伝えたかったの。……君孝くん……おやすみなさい』

「は、はい」





　――そして訳が分からぬまま電話は切られてしまった。





　僕が隙だらけであったことをわざわざ電話で伝えてくる律儀な江里さん。

　なんだかおかしく思えて笑ってしまった。

　……よかった。江里さんは普通に元気そうだった。

「……江里さんが作ってくれた、煮込みハンバーグ……凄い美味しかった……トロトロで――」

　不安が取り除かれた僕は、母さんへ煮込みハンバーグがいかに美味しかったかを自慢するように語った……。
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「そういえばさ～」

　今は昼休み。

　自席で何人かと飯を食っていたら、誰かが不意にぼそりと零した。

　梅干をおかずに白飯をかっ食らいながら耳だけを傾ける。

「江里さんと相田っていつから付き合ってんだ？」

　何気ない呟きは雑音を全て消した。

　俺の席に集まっていた奴以外も興味があるのか、教室内全体が妙な静けさに飲み込まれた。

　あのふたりか……と言っても相田と江里の話題が上がらない日はない。

　俺ははっきり言ってこの話にはのりたくなかったので、〝空っぽになってしまった胃〟を満たすべく黙々と飯を食べ続けた。





　……忘れもしない。

　あれはつい今朝の出来事だ。

　普段通りどんぶりで納豆かけごはんとたまごかけごはんとお茶漬けを食べたのに、調子にのって早朝ランニングの距離を倍にしたのがよくなかったのか。

　……それともいちゃついてじゃれあうあのふたりを見たせいか。

　朝一で胃の中身が空っぽになった。

　飯の最中だからこれ以上は言わんが、まぁ、察してくれ。

「スポーツテストの時は……あん時はもう付き合ってただろ？」

「「「「「あ～」」」」」

　数人の心の声とでも言えばいいのか。

　重なった言葉は周りに伝播していき、口々に「だろうな」「絶対そうでしょ！」そんな肯定が飛んできた。

　やがて教室内に広まったこの話題は更に勢いを増して。





「……賭けしようぜ!!
 」

「なになにー？」

「どういうこと？」

「なんの賭けだよ？」

「面白そうだな……詳しく！」





　ひとりの何気ない提案に何人かが食いつき、気が付けば俺の机の周りにはあのふたりを除いた全クラスメイトが集合していた。

　……そういや相田と江里は毎回どこかに飯を食いに行っている。

　てっきり食堂か中庭で食ってるもんだと思ってそこで飯を食ってる奴に聞いたことがあるが、どうやら校内一目立っているふたりはそこにはいないらしいのだ。

　うちの学校には食堂と売店はあるが、漫画などではよくある屋上も実に現実的な安全上の理由ということで開放されていない。……なので教室以外だと食堂か中庭でしか飯が食えないはずなのだ。





　……それなのにいないふたり。





　初めはそっとしておいてやりたいと思っていたが……今ではむしろふたりきりでこのまま誰の目にも入らない場所で静かに飯を食ってくれと切に願っている。

　理由は言わんでも通じると思うが。

「いつからあのふたりが付き合っているかを賭けて、ピッタリ当てた奴は外した奴らからジュース１本ずつでどう？」

「ＯＫ！」

「いいじゃん！」

「なんか緊張してきたんだけどー！」

「もし当てた奴が複数人いた場合は？」

「均等に分けるでよくね？」

「うんうん」

「それ
賛
 さん
 成
 せ

 ー！」

「っしゃ！　それじゃあジュース総取り！　バカップル記念杯――
賭け開始
 ベツトスタート

 ！」





　バカかこいつら。

　何してんだ。

　あと俺の机使うな。飯ぐらい静かに食わせてくれよ。

　弁当を食っている俺の机をわざわざ使って、誰が何日に賭けたかをノートにメモるクラスのアホども。

　そんなテンションの高いクラスメイトを見て、ひとつ言いたいことがある。

　賭けをするのはまぁ、いいとして。

　……一体誰が答えを把握しているのか？

　勝手にワイワイと盛り上がる皆を見て心配になり、つい口を挟んでしまった。

「おい。それ答え合わせはどうすんだ？」





「………………」シーン





　……やっぱりバカだった。

　どうやら誰も何も考えていなかったらしく、教室内にいる全員が下を向いて押し黙った。

　仕方ねぇな。

　助け舟でも出してやるか。





「ジャンケン負けた奴が相田に聞いてくるってことでいいんじゃないか？　江里に聞くよりかはマシだろ？」

「さすが半田！」

「半田くんナイス！」

「いや、さすがパンダ！」

「伊達に笹食ってねぇな！」

「ジャンケンか……絶対負けたくねぇ！」

「……負けられない戦いがここにある！」

「おっしゃ！　善は急げってことでジャンケンすんぞ～？」





　そこで俺は中庭で日向ぼっこでもしながら昼寝でもしようかと席を立ったんだが……、





「ちょ、待てよ！」

「半田くん、どこ行くのかな？」

「パンダ……貴様ァ逃げる気かァ!?
 」

「ゆ、許さん！　絶対に[image: ]
 [image: ]
 ざ[image: ]
 ！」

「おいおい、言い出しっぺがそりゃないぜ～？」





　まずキムタ○の真似すんな。全然似てなくてムカつく。

　それと逃げるのではなく、普通に眠いだけだ。今日は朝から色々あって疲れたんだよ。

　最後に、俺は助け舟は出したが賭けには参加すらしてないんだが？　何が「やれやれだぜ」なんだ？　投げ飛ばしていいか？





「そういや半田はまだ日にち決めてないのか？　早くしろよ」

「オッズが一番高いのは？」

　ここで断ろうものならよりめんどくさくなるのは確実な気がしたので、どうせならひとりで総取りしてやろうと大穴を狙った。

「え～っと…………実は付き合ってない……が誰も賭けてないな」

「ならそれでいく」

「マジかよ!?
 」

「勝負師だな」

「男……いや男の中の漢だな」

「よし、全員賭けたみたいだし、ジャンケンするぞー！」

「おっしゃぁ！」

「負けたくねぇ！」





「いくぞー？　最初はグー、ジャンケン――」





　総勢36
 人によるジャンケン勝負の火蓋が切られ、壮絶なあいこ合戦になるかと思いきや、あっさりと１戦目で勝負はついた。





　――何故か俺のひとり負けという結果で。

　……なんでだよ！　ふざけんな！





　とりあえずペットボトルのクマ笹茶を一口飲んで、喉を充分潤わせてから一言。

　……魂の叫びだった。





「クマ笹茶飲んでる場合じゃねぇっ！」
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　昨日はいきなり江里さんのお家にお邪魔してしまって、そのうえ晩ご飯までいただいてしまった。

　途中江里さんにお仕置きをされたりしたけど、振り返ってみれば結構楽しかった。

　……そもそも友達の家に行ったのが初めてだったし。

　そんなことを考えながら校舎内に入り、階段を昇っていく。

　いつもと同じ時間に登校してきたけど、今日はいつもとは違う１日になる。





　――芸術鑑賞教室。

　今日はなんと授業が一切ないのだ。

　午前中は国立の西洋美術館と同じく国立の科学博物館に。

　午後はこれまたやっぱり国立の新しい方の劇場でオペラ鑑賞。





　授業がないラッキー！　と言うのではなく、僕は普通に美術館とか科学博物館が好きで。

　静かな空間で自分の気の済むまで色々なものを見れるのが楽しいからだ。

　特に僕が今日楽しみにしているのは科学博物館の特別展として開催されている――深海生物展だ。

　宇宙よりかは身近で、けれど一般人は決して立ち入れない領域。星の数ほどのまだ見ぬ謎に満ちた生物が暗躍する深い海。

　……もうね、想像しただけでワクワクが止まらない。ダイオウイカはメジャーすぎるので僕は七色に光るウリクラゲが好きだ。ただでさえ見た目も可愛いというのに、放射状に虹色に光るんだよ!?
 　……ボーっとしながら１日中見ていられる自信がある。

　……なんて今日の深海展に想いを馳せながら、油断した状態で教室の引き戸を開け――ッ!?






「――わぁっ！」

「な、なんにゃぁぁぁぁぁぁぁ!?
 」





　引き戸を開けた瞬間だった。

　突然目の前に江里さんが現れた。……いや、生えてきた……飛び上がってきたというべきか。

　どうやら引き戸の前でしゃがんで待機していたらしく、扉を開けるのと同時に勢い良く立ち上がって僕の眼前に。

　……正直驚かしてくるだけならよかったんだけど今日がいつもとは違う１日であるように、江里さんもまた普段とは違った行動をしてきた。

「……おはよう、君孝くん」

　勢い良く飛び上がってきたのがまるで幻であったかのように、柔和な微笑みを浮かべて。

　たおやかな身のこなしでふわりと僕を抱き寄せてきた。

　今まで何度も抱き着かれたことはあったけど、抱き寄せられるのは初めてだった。

　これまではハグだったけど、今回のは抱擁といった感じ。

　優しく抱き寄せられて僕は江里さんにされるがままの状態で包まれた。

「お、おはようございます……えりさん」

　鎖骨辺りに顔を埋めさせられて、頭を撫でられた。

　なんだか逆にリラックスしてしまうようなあたたかい抱擁だった。

「……今日の鑑賞教室……」

「……よかったら……僕と一緒に、観ませんか？」

　今日は自分たちの好きなペースで観れるので皆はきっと仲のいい友達同士で見学すると思う。

　だからって訳じゃないけど、やっぱり江里さんと観たいなという想いが抑えられなくなってつい口にしてしまった。





　……あと、江里さんが他の誰かと回っているのを見たくないという僕の自分勝手な思いもあった。

「……ん！　私も君孝くんと、ふたりっきりで観たいなって……思ってたの」

「……あっ、ありがとうございます！　楽しみです」

「私も……すっごい楽しみ」

　そこで江里さんが僕を解放してくれた。

　盛大な名残惜しさを感じながら離れたところで――肩をポンポンと叩かれた。





　……振り向けば半田くんが険しい顔をして、腕を組んで仁王立ちをしていた。





「もう何も言わん……おはようバカップル」

「……おはようございます、半田くん」

「……お、はよう……ございます……半田……くん」

　僕の挨拶に続いて江里さんも頑張って挨拶を。

　ただ、それだけではなくさらに江里さんは言葉を続けた。

「今日は……君孝くんと……一緒です。ふたりきりです！」

　どこか自慢するような声音で。

　何故か要らぬ報告をする江里さん。

　やけに「ふたりきりです！」というところを強調していた気がする。……なんで？

「なに当たり前なこと言ってるんだ？　……そういや相田に聞きたいことがあるんだが、借りてもいいか？」

「…………１分」

「そんなには掛からんから安心してくれ。何なら計ってくれててもいいぞ？」

「……ん。計る」

　前もあったけど……いっつも僕の意思は問われないよね？　別に行くけど。

　そして何故か１分という謎の上限を設ける江里さんだった。

「相田ひとつ
些
 さ
 細
 さい

 な質問なんだが……」

　江里さんから充分離れて声を潜めた半田くんが言いにくそうに一度言葉を切った。





　……え？　なんだろう？　僕なんかしたかな？





「――相田と江里はいつから付き合ってるんだ？」

「んにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?
 」





　はいぃぃぃぃぃ!?


　確かによくバカップルとか言われていたけど……てっきりふざけて言ってるものだと思ってたよッ!?






　衝撃的すぎて思わず叫んでしまった。

　僕の声に首を傾げる半田くんと驚いたように小走りでこっちにきた江里さん。

　それから僕と半田くんの顔を交互に見てから間に割って入り。

　僕を庇うようにまたしても抱き寄せてから一言。

「……悪質な反則！　ファウル！　レッドカード！　退場！」

「待て待て。落ち着け」

「猫そーくん……見ないで！」

　犬が「グルルルルッ」と威嚇するように。

　猫が「フシャァァッ」と警戒するように。

　これまたよく分からない理由で半田くんに食ってかかる江里さん。

　イィィッ!?
 　江里さん!?


　僕の顔面に柔らかいものが当たってますよ!?


　ギャァァァ!!
 　天国なのに地獄だよぉぉぉ!!


「あー、もういいか……江里にも聞くが、ふたりはいつ頃から付き合ってるんだ？」

「……んんんんっ!?
 」

　あぁぁぁ！　そんなに力入れないで!?


　息ができな――ッ!?


　江里さんは突如僕を抱きしめていた腕を離し、その代わりに手を繋いできた。

「……ちょっと……ここに入ってて！　出ちゃダメだから!!
 」

　手を引っ張られて連れてこられたのは……昨日江里さんがハマってしまった掃除用具入れのロッカー前で。

　僕が何か返事をする前に問答無用で押し込められて、扉を閉められてしまった。





　な、何!?
 　全然事態が呑み込めない……。





　丁度通気口から江里さんが半田くんの方へ走っていく姿が見えた。

　冷静に考えてさっきの答えを言いに行ったんだと思うけど……一体なんて答えるのだろうか？

　僕と江里さんは別に付き合っていない。

　言ってしまえば友達以上恋人未満だと僕は勝手に思っている。

　僕としては……江里さんと……その…………お、お付き合いをしたいと思う気持ちは……大いにある。

　けど……けれど。

　江里さんはそうは思っていないかもしれない。

　今のままがいいと考えているのかもしれない。





「何だとぉぉぉぉぉぉぉ!?
 」





　半田くんの当惑と驚愕が入り混じったような大声が聞こえてきた。

　多分江里さんが「付き合ってない」と言ったのだろう。……何故だか少し息苦しくなった。





　僕はコミュ障だ。

　人が何を考えているかもまともに理解できないのに、こんな高度な感情を読み取ることなんて到底できない。

　ましてや僕には色恋沙汰といった経験は一度もないし……異性を好きになったのも初めてのことで。

　どうすればいいのか。

　どうすることが正解なのか。

　何も分からないでただもがいている。





　……このまま僕が好き勝手に江里さんへ想いを
告白
 ぶつける

 ことをしたら、きっと迷惑を掛けてしまう。

　それが怖くて。

　独りよがりになりそうで。

　だから僕はギリギリのところで踏みとどまっている。

　けれど最近はそれすらも危うくて。

　日々募る江里さんへの気持ちが最後の……あと一歩を踏み出させようとしている。





　……僕はもう限界なのかもしれない。





　――そんな思案に
耽
 ふけ

 っていたら突然扉が開き、まぶしさに目がやられた。

　目が、目がぁぁぁ!?


「……ただいま」

「……おかえりなさい」

　とりあえず挨拶を返し、回復した視力で江里さんの顔を見たら……もの凄く嬉しそうな円満具足な笑みを浮かべていた。

　奥を見ると半田くんはニヤニヤとした面白いようなものを見る目でこっちを見ている。

　……何があったんだろうか。

「……レッドカード！　は、半田くん……退場！」

「分かってる分かってる。……じゃあな相田。まぁ、死ぬなよ？」

　僕の視線に気が付いた江里さんが振り返って半田くんに退場処分を告げていた。

　それを受けた半田くんもやけに素直に従い、柔道着を肩からぶら下げて僕に謎の忠告をしてから出て行ってしまった。





　えっ!?
 　「死ぬなよ」って言ったように聞こえたんだけ――どぉぉぉぉぉッ!?






　半田くんが戸を閉めてすぐのこと。

　僕がロッカーから出ようとするよりも先に、江里さんが動いた。

　一歩踏み出して「ん～！」と背伸びをし、僕の頭の後ろに手を回して何かをしている。

　感覚的にはブレザーの襟辺りを掴んでいるような気が…………まさかッ!?


「え、えりさん？」

「……できたぁ……昨日の……お返し……んっ♪
 」

　八重歯を見せるようにどこか上機嫌に
嗜
 し
 虐
 ぎやく

 的な笑みを浮かべた江里さんが不穏なことを口に。

　……こんな表情ですらキレイに見えてしまうのは少し反則だと思う。

　無駄だと分かっていたものの、外に出ようと足を踏み出してみたけど――出られなかった。

　完全に昨日の江里さん状態だった。

「……お、お手柔らかに……お願いします？」

　これが本当の自業自得か……。





「だぁ～めっ♡」

　史上最高に小悪魔な笑みを浮かべた江里さん。





　あぁ、めちゃくちゃ脇腹をつつかれるんだろうな……と覚悟を決めた僕だったけど、その予想はあっさりと外れた。





　――江里さんも抱き着くようにロッカーに入ってきて……何故か扉も閉められた。





　僕、色々な意味で死にそう。





　狭いロッカー内。

　目の前に江里さんがいるはずなのに……暗くて何も見えない。

　唯一通気口から差し込んでいた光は江里さんに遮られ、自分の手すらも見えないような暗闇に僕らは包まれていた。

　え、江里さん？

　なんでロッカーに入ったんですか？

　そもそもなんで入ろうと思ったんですか？

　第一こんな密室に男女が一緒にいるのは問題だらけだと思うんですけどッ!?


　下手に身動きを取れば〝事故〟が起きそうな気がしたので僕はじっとしていた。





「ドキドキ……する」





　一切の雑音がない真っ暗闇のふたりだけの空間で。

　吐息が直接掛かるような至近距離から、クリアに聞こえてくる江里さんの声。

　視覚が閉ざされている代わりに聴覚が鋭くなっているのと、ここがロッカーという密室であることから、何気ない江里さんの呟きさえも放たれた鋭い矢のように飛んできて僕の精神を
抉
 えぐ

 っていく。

「……え、りさん？」

「なぁに？」

「なんで……入ってきたんですか？」

「……昨日のお返しと……仕返し？」

　……ニュアンスで分かった。

　多分江里さんは今、首を傾げていると思う。姿が見えなくても何となく可愛い気がする。

「もう……終わりますか？」

「……ん？　まだ、始まってない……よ？」

　何を冗談言ってるんですかぁぁぁぁ!?


　今のこの状況は健全な男子高校生には拷問なんですよ!?


　僕が今どれだけ他のことに気を向けて、全力で生理現象を抑え込んでると思ってるんですか!?
 　……女の子には、分からないと思うけど。

　油断すれば江里さん特有の清潔感のある甘い香りが鼻をくすぐるし、少し当たる柔らかい身体は僕の男としての本能を曝け出そうとする。

　現状でそんなことになったら僕は社会的に死ぬ気が……いや、間違いなく死ぬと思う。

「……何するんですか？」

「……当てて……みて？」

　その言葉の後に江里さんが暗がりの中、なにやら動き始めた。

　僕の腰辺りに片腕が回ってきて、身体の前面に体温を感じる。

　……間違いなく江里さんが抱き着いて来ているんだと思う。ってイヤァァァァァ!?
 　離れて!?
 　離れてぇぇぇ!?


　僕、暴走モード突入寸前。

「くっついてる？」

「……あたりっ！」

　僕の首元で江里さんの声がした。

　そのご機嫌な声音はくすぐったくて……けれど心地好くもあった。

「君孝くん……良い匂いする！」

「や、やめてください!?
 　くすぐったいです!!
 」

　そのまま僕の首元に顔を埋めた江里さんが、匂いを嗅ぐように鼻を鳴らしたので慌てて抵抗した。……あの、そろそろ終わってくれないと僕が限界なんですけど!?
 　逝きますよ!?
 　いろんな意味で逝っちゃいますよ!?






「……最後の……………………おしおき……」





「なにする――んぐぅっ!?
 」





　やたらと長いための後、またしても僕の唇は塞がれた。

　さすがにこの至近距離なら見える。

　僕の目の前には昨日と全く同じ光景が広がっていた……。

　目を瞑った江里さんの綺麗な顔がほぼ零距離にある。

　完全にデジャヴだった。





　もうこの手は昨日やられたので少しびっくりしただけで済んだ。

　……どうせまた指で塞がれているのだ。

　そして焦った僕を見て、いたずらっ子江里さんが笑う。……ここまでがきっと一連の流れ。





　――なのでこのままやられっ放しというのもつまらなかったので、僕は反撃に出た。





　江里さんが僕の腰に手を回しているように。

　僕は江里さんの後頭部と背中に手を回して、抱きしめ返した。

「……んむぅっ!?
 」

　僕の攻勢に驚いたのか、漏れた言葉が直接僕の唇に伝わってきた……………………え？





「んぐぅ……え、えりさん!?
 」

「……い、いやぁ……まだぁ…………だめぇっ……」

「ちょっとま――むぅっ!?
 」

　一度顔を離したけど、またすぐに塞がれてしまった。

　僕は思考を完全に放棄していたけれど。

　そういえば昨日よりも唇を覆っているものは遥かに柔らかい気がするし。

　それにどこかしっとりとしていて、柔弾力もあって……。

　決定的なのは漏れた言葉の振動が伝わってきたことだった。

　……もしかして江里さんは僕に本当にキスをしているのかな？





　――いやいや、お仕置きって言ってたし……それはないか。





　僕はあまり深く考えずに江里さんを抱きしめながら、されるがままになった……。





　あれから何度か唇を塞がれ、やがて満足したように江里さんが離れたのでそのままふたりしてロッカーから出た。

　あんな狭い密室に籠って、それも抱き合っていたので僕らは結構汗ばんでいて。

　うっすらと汗で艶めく頬に、流れるような長い黒髪を張り付かせた江里さんを見て、僕は思わず「エッチすぎます！」と叫びたくなる衝動にかられたが、何とか踏み止まった。

「……まぶしい……」

　暗闇にいたためか、目を細めて少しぼんやりとした様子で僕を見た江里さんが零すように言った。やっぱり無意識なのか唇を舌で軽く舐める動作も行いながらだったけど。

　……僕の中の煩悩よ静まれぇぇぇ！　お、お仕置きのネタバレはまだですか!?
 　気になって気になって仕方がないんですが!?


　あと何とは言わないけど、色んなものが爆発しそうなんですが!?
 　ヒィィッ!!


「……ですね」

　僕が平静を装って肯定を口にしたところで、意識が急に覚醒したように大きく目を見開いて瞳に光を宿した江里さんが……、

「…………みれないーっ!!
 」

　と半ば叫ぶように漏らして、両手で顔を覆いながら自席へと小走りで戻って行った。

　顔を覆っているからだろうか、途中僕の席に躓いて転びそうになっていたけどそれでも両手は顔面から離れない。

　普通に危ないから目隠しで小走りするのは良くないと思います。

　それと僕はもう目が慣れてきたけど……そんなに眩しいってことですか？

　あぁ、そんなことよりもネタバレはまだですか？　それともあえてネタバレしないというのもお仕置きのうちなんです――あっ!?






　――そこで僕は気が付いてしまった。





「「「…………」」」（チーン）

「…………」（ブクブク）

「……星々の五方
恐
 かしこ

 みて、祓いたまえ、清めたまえと、恐み恐み、申す」（五芒星を結びながら）





　既に登校しているクラスメイトがいたことに……。





　数人は机に突っ伏して動かず。

　ひとりはこっちを見たまま泡を吹いて固まっていて。

　またもうひとりはよく分からないことを言いながら、手で空中に☆を描いていた。……何それ怖いんだけど!?


　更に江里さんも両の手のひらで顔を覆ったまま机に突っ伏している。

　異様な空気が教室内を支配し、妙な緊張感が漂っていた。

　……ど、どうしよう。とりあえず僕も……。





　――自席について僕も何となく机に突っ伏したのだった。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　……隣に座っている江里さんがこっちを全く向いてくれません。

　今は午前中の美術館と科学博物館に向かう途中で、クラス単位で貸切られた大型観光バスに揺られている。

　バスの座席は三崎先生から「好きに座っていいよ～！」と無駄に車内のハンドマイクを使って説明があり、何となく前の方に座ろうとしたところで、いつの間にか後ろにいた江里さんに肩を掴まれてそのまま押されるように一番後ろの席へ。

　最後列は５席もあるのでどこに座ろうかと悩んでいたら、手を繋がれて窓際に座った江里さんの隣へと座らされた。

　この間、江里さんは一言も発さず。

　なおかつ一度もこちらを見ることもなく。

　……現在に至る。

「え、えりさん？」

「……………………んっ？」

　顔を窓の外に向けたまま、長いタメの後に江里さんが咳払いをするように口癖を。

「……美術館と科学博物館……どっち先に見たいですか？」

「…………猫、君孝くん」





　……あ、会話にならないやつだコレ！





　江里さんは口数も少ないし、こっちを見てくれないけど、クスクスと笑っているのか小刻みに身体が揺れていた。

　どうやら機嫌が悪いわけではない……どころかむしろ楽しんでいるようにみえる。

「……お断りします」

「……お断りしますを……お断りします」ノールック脇腹ツンツン

「んにゃっ!?
 　……や、やめてください！　ぼ、僕だって……仕返し、しますよ!?
 　いいんですか!?
 」

　お断りしたはずなのにお断り返しをされてしまったので、僕も断固とした意思表示をした。

　仕返しって言ったけど……何すればいいんだろ？

　江里さんはもう脇腹ツンツン耐性を獲得しているし。

　くすぐり耐性も兼ね備えているし。





　あれ？　もしかして……詰んでる？





「……いいよ？　ツンツン……私もう、効かないけど」

　案の定、余裕
綽
 しやく
 々
 しやく

 と言わんばかりの調子で江里さんが返してきた。

　……く、悔しい！

　こうなったら僕だって男だ！

　や、やってやる！





「……あっ！　えりさん！　反対側の方……富士山が凄く綺麗に……見えますよ！」

「…………ん――っ!?
 　んんんっ!?
 」

　――こっちに振り向いた江里さんの唇を……僕はすかさず塞いだ。










第26
 話　江里結美　女神による女神のための作戦会議






「……お母さん！　おかあさーんっ！」





　そーくんこと、相田くんのお家へお邪魔していた美奈が帰ってきた。

　何かに興奮しているみたいで「ただいま」の挨拶よりも、私を呼ぶ元気な声が先に廊下に響き渡った。

　もう、なんて可愛いのかしら……我が娘は。

　親バカだと言われてもこればかりは否定できない。

　お腹を痛めて産んだ我が子が可愛くない訳がないもの。

　スリッパを履いてパタパタッと駆けてくる足音が徐々に近づいてくる。

　そこで私はパパの分のお夕飯の支度を一旦止めて移動し、ソファーの陰に隠れた。

　挨拶をちゃんとしない我が子には時に厳しいお仕置きも必要になる。





「そーく……ん？」





　リビングへと繋がる扉を開けたところで美奈が固まった。

　……お母さんはそーくんじゃありませんよ？

　顔をキッチンの方へと向けて「お……おかぁ……さん？」と呟きながら私のことを探している。

　……抜き足差し足忍び足。

　音を立てないように息を止め足音を消して、美奈の背後に近づいていってから――、

「――おかえり」

「…………」

　ギュッと抱きしめた。

　ただ驚いて放心状態なのか、驚きを表に出さないように耐えているのか。

　美奈は小さく震えただけで無言のまま私の手をどけて、振り返ってから一言。

「……心臓止まったっ！」





　あら、ご機嫌ね。





　冗談を言うほどの上機嫌。

　ブレザーの裾を掴んで服をピーンと伸ばしながら笑みを零す美奈。

「おかえり……」

「……ん。ただいま……お母さん！　そーくんが――」

「――先に……手を洗って、着替えてきなさい」

「……んっ！」

　美奈にしては珍しく、とにかく早く私に何かを伝えたいみたいで。

　大きく頷いてから洗面台へとわざわざ小走りで向かって行った。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　パパのお夕飯の準備を終えてソファーに座ってテレビを見ていたら、隣に座った美奈が甘えるように私の膝の上に頭を乗せてきた。

　テレビのボリュームを下げてから美奈の頭を撫でて問いかける。

「……そーくんのお家……楽しかった？」

「……んっ！　楽しかった！」

　心からの破顔と無邪気な声音。

　私に聞いてもらいたくて、うずうずしている美奈を撫でて落ち着かせながら質問を続けた。

「……どんなところが？」

「……猫そーくんが……く○モンだった！」

「……くまそーくん？」

「……ん～んっ！　ミイラそーくん！」

　言いたいことの１割も伝わってこないのだけれど、楽しかったという気持ちは全て伝わってくる。

　この子は本当にそーくんのことが好きみたい。

　明日いよいよそーくんに会えるのが楽しみ。

　今日そーくんのお母さんと密約を結んだ。

　私としては初めてできたいわゆるママ友で。

　同じ思いを持った心強い同志でもあった。

「……美奈？　そーくんともっと……仲良くなりたい？」

「んっ！　なりたい！」

「そうしたら……明日はそーくんを、家に連れてきて？」

「……ん？　どうして？」

　私の膝の上で器用に首を傾げている美奈。

　この子にもう少し
狡
 こう
 猾
 かつ

 さがあったらそーくんを……そう思ってしまう親心。

「美奈の得意な……ビーフシチューハンバーグを食べさせてあげたらそーくんは…………喜んでくれるんじゃないかしら？」

　ソフトな表現をしたけれど、要は〝男を掴むなら胃袋を掴め〟。

　私もパパに仕掛けて、その結果として美奈がいる。

「……喜んでくれる……かなぁ？」

「えぇ。……前にミートボールをお弁当に……入れてほしいって、言われたことがあったでしょう？」

「……ん」

「それならば……きっとハンバーグも好きだと……思うわ。それに……美奈はそーくんに、食べてほしくないの？」

「……食べて、ほしい………………明日、頑張る！」

　瞳に強い意志を燃やして。

　美奈が決意をした。





　そうと決まれば、もっとふたりの仲を進展させる方法を教えておこう。





「――あと、君孝くんって名前で呼んでみたら……どうかしら？」










第27
 話　芸術鑑賞教室①







　僕の「富士山が凄く綺麗に見えますよ」という言葉に釣られてこっちを向いた江里さん。

　富士山を眺められることを楽しみにしていたのか、形の良いアーモンドアイを大きく開いて。

　好奇心に瞳をキラキラと輝かせ、唇に薄い笑みを浮かべた江里さん。

　残念ながら富士山は嘘なんです。ごめんなさいぃぃぃ！　と内心で叫びながら謝りつつ、僕は覚悟を決めて江里さんの唇を――塞いだ。





　……さて、どうなったかを言わせてほしい。





　僕は江里さんに散々やられている、指を挟んでキスをしたフリ、を真似する〝つもりだった〟。

　けど現実はそうは上手くいってくれなくて。

　特に僕みたいな不器用でおっちょこちょいな人間がいきなり思い付きで真似できるはずもなく。





　――僕は指を挟み損ねた状態で、江里さんに正真正銘の紛うことのない……き、キキキキッスをしてしまった!!






　……ギィィィヤァァァァァァァァッ!?


　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!


　今すぐバスから飛び降ります！

　視界から消え去ります！

　この命を懸けて全力で謝りますッ!!


「…………」

「……んっ!?
 」

　心の奥底からそう思っていても身体は全くもって動かない。

　久しぶりの完全停止だった。

　僕の中の動力源が全て強制的に遮断されていて、肉体が石になってしまったような感覚。

　ま、間違っても……江里さんの唇の柔らかさを堪能しようとしているわけではない！

　というか今はそんなことを感じられる精神的余裕はなかった。

　初めは驚いたように目を見開いていた江里さんだったけど、徐々に目を細めていって最終的には瞼を閉じてしまった。

　それにてっきり突き飛ばされるかと思っていたのに、逆に僕の首に手を掛けてきて抱きしめられてしまった。……もしやこれは僕がやった仕返しに対する反撃を真似されてしまったのだろうか!?


　なんてどうでもいいことに思考を割り当てて、何とか再起動しようと試みていたら――、





「相田ー」





　前の方から僕を呼ぶ半田くんの声が聞こえてきた。

　んにゃぁぁぁぁぁぁぁッ!?


　呼吸が……心臓が……脈が止まったかと思った。

　文字通り、死ぬほどびっくりした。

　冷や汗が背中を伝っていた気がする。

「……は、は――ッ!?
 」

「――ん～っ♪」

「むぅぅぅぅぅぅぅ!?
 」

　石化した筋肉を無理やり動かして、なんとか江里さんから離れて「はい」と返事をしたはずなのに……出てきた言葉は「はむぅぅぅぅ」というものだった。

　言うまでもなく、今度は江里さんが僕の唇を塞いだからだ。





　……なッ、なんでやっと離れられたのにまたキスしてくるんですか!?


　江里さんちょっと待って！

　これ以上ふざけるのはダメですって！

　今呼ばれてるからホントやめてくださいッ!!


「おーい？　相田？　ハムってなんだよ？」

「んんさん!?
 」（えりさん!?
 ）

「……ん～ふっ」（だぁーめっ）

「…………相田？」

　僕の異変を察知したのか、半田くんのがっちりとした体格が鳴らす鈍い足音がゆっくりと近づいて来ている。

　とてつもない緊張感。

　まぎれもない背徳感。

　言い表せない高揚感。

　様々な感情が入り混じって僕が抵抗を諦めた頃、江里さんがゆっくりと目を開けた。

　何をするのかと疑問に思っていたら少し顔を傾けて、より深く唇を重ね合わせてきた。

　……お父さん、お母さん、僕は幸せでした。

　……どうやら昇天する時がやってきたようです。先立つ不孝をどうかお許しください。





　僕が耐え切れなくなって昇天する覚悟を決めたところで、いよいよ半田くんの足音が間近に迫ってきた。

　あぁ、もうどうなってもいいやぁ～！





　――ギシッギシッギシッ。





　――そして重厚な足音と共に半田くんがやってきたのだった……。





「……相田？」





　……瞼を開け、少し顔を傾けていた江里さんはどうやら通路側を警戒していたようだ。





「…………んっ」

　半田くんの声が……姿が見える前。

　時間にして１秒にも満たない刹那。

　ふと僕の唇を覆っていた柔らかい感触がなくなったかと思いきや、一切の余韻を感じさせないような凛とした表情を湛えて、何事もなかったかのように窓の外に顔を向けた江里さん。

　切り替えの早さ。

　オンオフの明確さ。

　僕はそんな器用なことはできず、ぎこちない動作で半田くんに振り向くので精一杯だった。

「……おい、なんで口から魂が飛び出しかかってるんだ？」

　若干の驚きで眉だけをピクリと動かした半田くんが、僕の肩を軽く叩いてくる。

　正直僕自身どんな表情になっているかは分からなかったけど、どうやら昇天しかけているのは間違いなかったようだ。

「えっ……いや、えー……」

「てっきり江里とイチャついてるもんだと思って、皆が死なないよう巡回しに来た……」

「し、ししししてませんよ!?
 　そんな――」

「――というのは冗談だ」

　半田くんは人の悪い笑みをニヤリと浮かべ「いいか？　俺らの前では絶対にやるなよ？　……絶対にだぞ？」腕を組み、仁王立ちでプレッシャーを掛けてきた。

　やらないよ!?
 　絶対にやらないよ!?


　そもそも普段だってそんな変なことはしてないと…………言い切れな――ッ!?


　半田くんがいる通路側を向いて話していたら、僕の膝の上にポフッと何かが乗ってきた。

　そのことに先に反応したのは初めからこっちを見ていた半田くんで。

「ンゴファァァ!?
 」

　よく分からない呻き声のような言葉を発して固まってしまった。

　僕もおそるおそる自分の膝の方へ顔を向けたら……江里さんとバッチリ目が合った。





　……どうやら窓の外を見ていた体勢のまま、僕の方へと仰向けで倒れ込んできたようだった。

　僕の膝を枕にしようとしたのかは分からないけど丁度背中までしか膝上に乗っておらず、見上げるような形で僕を見てから半田くんに視線を向けた江里さん。

　そしておもむろに口を開いて……、

「――フリ……なの？」

　ゆったりとした動作で首を傾げている……いや江里さん!?
 　それパッと見たらホラーだよ!?
 　半田くんが怖がってるよ!?


「………………相田、各々自由行動で何かあった時に連絡がつかないと不便だろ？」

「……は、はい」

　何度も瞬きをして大きく深呼吸を繰り返した半田くんは、「何も起きてないな」と言いたげな態度で僕に話し掛けてきた。……江里さんが僕の膝の上で何か言っていたのは、どうも聞かなかったことにするつもりのようだ。

　僕もそれに合わせて対応をしたんだけど、





「……無視……するの？」





　江里さんが何やら気持ち拗ねた様子でこちらを見ている。

　……き、気まずい。それに何かを引き起こしそうな怖さがある。





「………………だから連絡先交換しておかないか？」

「わかり――」

「――じゃんけん！」





　反り返ったまま半田くんに対抗するように腕を組んで、もう一度「じゃんけんで……私に勝てたら！」と口にする江里さんだった。

　……意味が分からない。

「その勝負……受けて立つ！」

　拳を握り、何故かやる気満々で承諾した半田くん。





　……あの、ふたりとも意味が分からないんだけど？　これ僕の連絡先交換の話だよね？

　いつものことだけど、なんで僕の意思は尊重されないのか……。

「俺は……グーを出すぞ！」

　唐突に拳を突き上げて宣言した半田くん。

　それを受けてポーカーフェイスを崩さない江里さんも「……それなら、私は……パーを出します」と公言。

　どうやら戦いは既に始まっているらしい。

　ふたりの間で高度な駆け引きが行われ、何だか心理戦の様相を呈してきた。





　……いやだから、僕の意思は!?
 　ねぇ!?
 　僕の意思はないんですかぁぁぁぁぁ!?






「「じゃんけん――」」





　――そして各自精神統一を経て、戦いの火蓋は切って落とされた。

　だから僕の意思ぃぃぃぃぃぃ!?






　……どうなったかいきなり結果から言わせてほしい。

　というか、今の江里さんを見てもらえばいいと思うので僕はあえて何も言わないことにする。





「……さ……３本、勝負！」





　ほんの一瞬だけ「この世の終わり！」みたいな表情を浮かべた江里さんが、慌てた様子で僕の膝から飛び起きて、半田くんに向き直った。

　正々堂々たる勝負の結果を認めたくないのか「まだ……１回……負けただけ……」と、何故か僕に向かって縋るような視線を投げて言ってくる江里さん。

　それ僕に言われてもどうしようもないんですが？

「確かに１本勝負とは決めていなかったな……いいだろう。３本先取した方が勝ちってことでどうだ？」

「……望む、ところ……！」

　勝者の余裕なのかそれとも半田くんのノリがいいだけなのか、快諾してからまたしても「俺はまた今回もグーを出すぞ」と高らかに宣言。

　それを受けた江里さんは「……私は……………………チョキ」かなり悩んでから、あえて負ける手を出すと公言した。

　……ちなみにさっきの第１戦目は半田くんが宣言通りグーを。

　心理戦の裏をかこうとした江里さんがチョキを出して自滅。

　何となくだけど、今回も江里さんが自滅しそうな気がする。





「「じゃんけん――ぽん」」





　結果は――知ってた。





「…………私のチョキは……切れ味抜群……だから……」





　江里さんがやっぱり僕に向かって悲しそうな表情をしながら、チョキにした指をカニのように動かしていた。

　多分負け惜しみなんだと思うけど、可愛いだけだった。

　バルタ○星人のモノマネかな？

「なんだ？　口ほどにもないな」

　心なしか生き生きとした表情で挑発をする半田くん。

　こっちは多分、普段の仕返しなんだと思う。

「……勝負は……これから」

「そうだな。よしそれなら俺は――最後もグーを出すぞ」

　半田くんは最後まで手を変えないと言った。

　はたして本当に最後も今まで通りグーを出すのか……それとも手を変えてくるのか。

「……私……グー」

　江里さんはあえてアイコになる手を選択。

　これは様子見をするつもりなのか……それとも負けるのを恐れて守りに入ってしまったのか。





「「じゃんけん――」」





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





「んじゃ、何か困ったことがあったら気軽に連絡しろよ？」

「……はい、分かりました」

「……おい待て。今の状況は俺の手には負えんから、電話を掛けようとするな」

　現在進行形で困り果てていたのですぐに電話をしようとしたら、半田くんに止められた。

　ひどい！　「何か困ったことがあったら気軽に連絡しろよ？」って言ったのは半田くんなのに……。

　それにだよ？　そもそもこのジャンケン勝負は僕の意思とは無関係で行われたんだし、半田くんにも責任はあると思うんだけど!?


「……えりさん？」

　なんて心の中で愚痴をこぼしていたら半田くんが帰っていってしまったので、僕は……カーテンに隠れて外を眺めている江里さんに声を掛けた。





　……結局江里さんのストレート負けだった。

　半田くんは最後にだけ手を変えてパーを。

　江里さんは宣言通りにグーを出した。

　よほど負けるのが嫌だったのか、今度は「……あっち向いて……ほい……なら負けない」と江里さんが言い出したので僕が「……えりさんの負け」と
判定
 ジヤツジ

 を下した。

　少しずつ下唇が前に出てきて半べそをかいたような表情になって、それから不意にカーテンを解いて――現在に至るという感じ。

「…………」

　返事はなかったけど、上がった片手が「こっちに来て」と手招きをしてきた。

　……カーテンの中に入れってことかな？

　とりあえずカーテンの前まで移動してから確認を。

「カーテンの中に……入ればいいんですか？」

「……ん。〝富士山が凄く綺麗に……見える〟」





　――僕は特に深く考えないでカーテンの裏にお邪魔した。





「……お邪魔します」

　そう断ってからカーテンの裏へと下から潜り込むように入った。

　なんとも言い表せない緊張感から、ゆっくりと顔を上げて窓の外に目をやったら……、

「……おぉ～！　……富士山だ」

　遠くの方に確かに富士山が見えた。

　雲ひとつない快晴の空に、大きく突き出た優雅な山体。

　天高くそびえているのに、どっしりとなだらかな稜線。

　山頂には僅かに雪が残り、神々しさが漂う山容だった。

　見ているだけで鳥肌が立ちそうなほど綺麗な景色で。

　僕はしばらく見惚れてしまった。

「……まだ雪残ってる！　君孝くん……富士山……登ったこと、ある？」

「登ったこと……ないです」

「……ん。私も……」

「……いつか登ってみたいですね」

「……ん。ご来光……見たい！」

「……僕も見てみたいです」

　バスに揺られながらふたりして富士山を眺めて、まったりと互いに思ったことを言うだけの時間。

　遠くに見える富士山は車窓からはゆっくりと流れて見えるので、なんだか本当に時間がのんびりと進んでいるような錯覚に陥った。

　富士山でご来光。……想像しただけで心が浄化されていくような気がする。最近の僕は煩悩にまみれすぎているので、一度登って浄化してくる必要があるな。うん、何がとは言わないけど。

「……んっ！　写真！　スマホで……写真撮る！」

　急にひらめいたように声を上げた江里さんがスマホを取り出して僕の方を向いた。

　……これは僕に「撮って！」と言っているのだろうか？

　そ、そういえばスマホを買ってもらったのに、未だに写真を撮ったことがない。というかそもそも写真ってどうやって撮るんだろうか？

「……撮りましょうか？」

　えぇい！

　分からないけど多分どうにかなるハズ！

　そう考えて僕は自分から申し出たんだけど、江里さんは何故か不思議そうに見つめ返してくるだけだった。

　え？　僕何か間違ったこと言ったかな？

「……なんで？」

　瞬きをしてからちょこんと首を傾げる江里さん。

「……え？　写真撮るんですよね？」

　若干パニックになる僕。

　何だか歯車が猛烈に空回りしているような気がする。





「……ん。だから君孝くん……もっとこっちに……きて？」





　全然意味が分からない。

　写真を撮るならむしろ江里さんから離れて撮らないと、富士山が写らないと思うんですけど？

「……はい」

　だからと言って僕が断れるわけもなく、促されるままに江里さんのすぐ横へと移動した。

「……もっと……くっついて？　カメラ……入らない」

「……は、はい」

　肩が触れるくらい近づいたのにまだ接近命令を下してくる江里さん。





　これ以上どうすればいいんですか!?






「……もうちょっと……顔をこっちに寄せて？」

「……わ……かりました」

　江里さんはカーテンを押すように左手を目一杯伸ばしてスマホのディスプレイ側をこちらに向けている。

　それなのにどういう訳か画面には僕らが写っていた。……カメラって反対側に付いているのになんで？

　あと、カーテンに遮られて皆から見られていないとしても、やっぱりドキドキするし、密着していることの恥ずかしさがあった。

「……君孝くん……もっとこっち」

「……はい」

「……だめ……もっとちゃんと……こっちに寄って？」

「……これでいいですか？」





　――そしてシャッター音と僕の頬に柔らかい唇が押し当てられたのは、ほぼ同時だった。





　頬っぺたに触れた柔らかいものが唇であるとすぐに気付けたのは、江里さんが構えていたスマホのおかげだった。

　ディスプレイには僕の頬に口を付ける江里さんの姿がくっきりはっきりと写し出されている。

　見紛うことのないキス。

　正真正銘の頬っぺたへの口付けだった。





　……これは一体どういうことなのだろうか？

　僕はどう受け取っていいのだろうか？

　友情の延長線上の挨拶的なものなのか、はたまた僕を異性として意識してくれてのキスなのか……。

　だ、誰か！　コミュ障の僕に……キスをする時の心理を教えてくださぁぁぁい!!


「……どう……して？」

　心から漏れ出した言葉はぎこちなくて。

　僕としては精一杯の疑問を投げたつもりだったんだけど……。

「……ん？」

　江里さんには小首を傾げられただけだった。

　視線は手元で操作しているスマホに向けられていて、もしかしたら僕の言葉をあまり聞いていなかったのかもしれない。

　なのでもう一度聞こうとしたタイミングで、スラックスのポケットに入れていたスマホが振動した。

「……写真……送ったぁ！」

　両手をピンと伸ばして持っていたスマホを天高く掲げ。

　どこか得意げに天真爛漫にころころと笑う江里さん。

　無邪気な笑みからは、どうしてキスをしてきたのかなんてことは読み取れる訳もなく。

　僕はスマホを取り出して送られてきた画像を確認した。

　……うん。これ間違いなくキスされてる……ってなんて画像送ってきてるんですかぁぁぁぁぁぁぁ!?


「キ、キス！　これ……キスしてる!?
 　どうして!?
 」

「……ん？　先に……キスしたの、君孝くん……だよ？」

　いやいやいや！　先にロッカーの中でキスしたのは江里さんじゃないですか!?


　……え？　もしかしてあれ……キスじゃなかったのぉぉぉ!?


「ロッカーは……？」

「……ん～～～～っ!?
 　……キ、キスじゃ……ないもんっ！　…………これっ！」

　そう言って江里さんがブレザーのポケットから取り出したのは、向こう側が透けて見えるほどに薄い円形の紙のようなものだった。

　それを僕の目の前でひらひらさせてから不意に江里さんが――パクっと食べてしまった。





　なんでぇぇぇぇぇぇ!?
 　紙！　それ紙ぃぃぃぃ!!






「な、何食べてるんですか!?
 　ダメですよ！　紙を食べていいのは、黒ヤギだけですから!!
 」

「……めぇ～っ？」

　ごっくんと確かに飲み込んでから、ふざけたように江里さんがヤギの鳴き真似をしていた。

　しかも「めぇ～っ」と言いながら両手の人差し指で×マークを作っている……ひょっとして、ヤギのモノマネと〝ダメ〟という意味の「めっ！」を掛けているのだろうか？　うん、反則的に可愛いのでどっちでもいいけど……。

　あと多分江里さんが食べた紙ってオブラートかな？　冷静になって考えてみれば食べられる紙といったらオブラートしか思い浮かばない。

「……オブラートですか？」

「……ん。オブラート」

　平然と答えた江里さんはまたしてもブレザーのポケットからオブラートを取り出して、もぐもぐと食べている。

　……江里さんのポケットって四次元的な、なんでも入っているものなんですか!?


　そもそもなんでそんなにオブラートを持ってるんですか!?
 　それにオブラートとキスって何の関係が……ま、まさか!?






「……オブラート……越しに？」

「……ちゅーした
 ……」





　やらかしたぁぁぁ!!


　またしても江里さんの仕返しにまんまとハマってしまった！

　ヒィィィィッ！

　もしかして僕のファーストキスは今さっきのだったってこと!?


　うわぁぁぁぁ！

　死にたい！　穴があったら入りたい！　急にもの凄い恥ずかしくなってきた……。





　僕の心のどこかではロッカーでてっきり江里さんからキスをされたものだと思っていたので、何と言っていいのか……少しヤケクソ気味な感じでさっきの仕返しを行った部分もある。

　それが真実を知ってしまった途端に色々と崩れ去っていった。





　僕はなんてことをッ!!






　……これでもし江里さんがファースト……キスなんてことになったら……どうやってこの罪を贖っていけばいいんだろうか？

　もう切腹するしかない気がする。





「……はじめて……ちゅー……したぁ
 ……」





　あ、終わった。





　――女神様を穢した大罪による自業自得で僕の死刑が確定した瞬間だった。





「――はい、皆次の集合時間までにお昼ご飯も済ませちゃってね？　かいさ～ん！」

「っしゃ！　ゲーセン行こうぜ！」

「こらこら！　……もう、先生の前で言うなんて……覚悟はできてるのかなぁ？」

「……じょ、冗談です！」

「……よしよし、くれぐれも……西洋美術館と科学博物館以外は行っちゃダメだからね？」





「…………君孝くん……どっちから……みる？」

　半ば放心状態になっていたため、いつの間にやら到着していて気が付けば、バスから降りていた。

　隣に立っている江里さんは西洋美術館と科学博物館の館内ガイドマップを広げ、目をキラキラさせている。

　それから僕の視界に入ったのは……両腕で抱えるように大量の飲み物を持って右往左往している半田くんの姿だった。

　……なんであんなに飲み物？　あれだと入場させてもらえないんじゃ？

「……えりさんは、どっちから見たいですか？」

「……ん～。科学博物館の屋上で……お弁当食べられるみたい……だから……」

「……それなら先に西洋美術館に、行きましょうか」

「……ん！　ロココ美術……たのしみっ！」

　江里さんは爽やかな笑みを浮かべて僕の腕に手を絡ませ、引っ張るように歩き出した。

　腕に当たる柔らかい感触にまた意識が飛びかけたけど、科学博物館の深海展のことを考えて何とか乗り切った。





　……もう、色々と気にするのはやめよう。

　今日はちゃんと楽しむんだ！





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　もうね結論から言うと――気にしないなんて全然無理でした！





　美術館で僕の印象に残ったことと言えば……柔らかさ。ただそれだけだった。

　形を変えて常に僕の腕にジャストフィットしてくるマシュマロ。……何がとは言わないけど。





　――それで今は、

「…………」

　フーコーの振り子とシンクロして身体が左右に揺れている江里さん。

　深海展を見終えて科学博物館の地下１階にあるフーコーの振り子展示の前にいる。

　この展示は地球が自転していることを証明するためのもので、振り子の長さはなんと19
 ・５ｍもある。

　ちなみに錘の重量は49
 ・６ｋｇとかなり重い。

「……えりさん」

「……ん？」

　振り子と一緒にゆらゆらと揺れながら返事をする江里さん。

　多分レースゲームとかアクションゲームをやったら身体が動いちゃうんだろうなと思った。

「そろそろお昼ご飯に……しませんか？」

「……んっ！　今日のお弁当……わんぱくサンド！」

　僕の方に振り返ったのに、未だに右に左にと揺れていたので、とりあえず両肩を掴んで止めたら……なんでか江里さんが目を瞑った。

　いや、ただ揺れを止めただけだからね!?
 　それとわんぱくサンドってなんだろう？

「……ん～……まだぁ？」

　目を瞑ったまま首を傾げる江里さん。

　いや、催促されてもしませんから!?


「……むし……やだぁ……」

　目を瞑ったまま今度は悲しそうに顔を
歪
 ゆが

 める江里さん。





　あぁぁぁぁぁ！

　なんでこんなに可愛いのか!?


　……ってそうじゃなくて！

　こんなに人いっぱいいるところでなんて無理です！





「ほほぅ～」

「……あれまぁ～」

「坊や、頑張れぇ～」

「初々しくてたまらんのぉ～」





　見れば周りには、振り子を見ているのかそれとも……僕らを見ているのか。

　微笑ましいものを見るような視線をこっちに向けているおじいちゃんおばあちゃんの団体様がいた。

「え、えりさん！　屋上でご飯食べるんですよね？　早く、行きましょう！」

「…………おあずけぇーっ!?
 」

　むず
痒
 がゆ

 い視線に堪えられなくなった僕は江里さんの手を握って逃げるように階段を昇っていった……。





　――えりさんがなんか変なことを叫んでいたけど、気のせいってことにしておこう。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





「「ごちそうさまでした」」

　屋上はハーブガーデンになっていて僕らはその中のベンチに座ってお弁当を食べた。

　今日は江里さん曰く「ピクニックにピッタリ、わんぱくサンド」なるものだった。

　簡単に言うとすっごい具だくさんなサンドイッチで。

　タンドリーチキン、ゆで卵、キャベツ、トマト、タマネギ、チーズ……などなど、色んな具が入ったボリューミーなものだった。

　味は意外にも纏まっていて大きく口を開けてかぶりつくのが正式な作法らしく、普通のサンドイッチよりも美味しく、そして楽しく食べられた。

「……ん。君孝くん、動かないでね？」

　満腹からくる幸福感でボケーっとしていたら、江里さんの両手で顔を挟まれて横に向けさせられた。

　……なっ、何するんですか!?


「……はい」

　とりあえず言われた通り動かないでいたら徐々に江里さんが近づいてきた。

　表情はどこか真剣そうでふざけている様子は微塵もない。

　ついでに目も瞑っていないので多分キ、キスをする訳じゃないんだと思う。

　そんなことを考えている間にも江里さんの顔は接近してきていて。

　零距離になったところで……、





「……んっ」





　――僕の唇を江里さんが……ぺろりと舐めた。





　ンギィィィィィィィィ!?
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　この科学博物館が建っている場所は台地で、標高20
 ｍくらいのちょっとした山の上にある。

　だからなのか博物館屋上のハーブガーデンは景色も良くて、とても気持ちの良い空間だった。

　近くには高さ
武蔵
 ６３４

 ｍを誇る
電波塔
 ツリー

 が見え、遠くには行きのバスの車内からも見えた富士山が映える。

　こんなに眺めが良いというのに平日の午前中だということもあって、屋上には私たち以外誰もいなくて〝ふたり占め〟。





　――なので人の目を気にすることなく私は目一杯そーくんに甘えた。





　手を繋ぐだけじゃなくて、腕を組んだり、抱き着いたりしながら、ふたりで一緒に約１６０種類もある様々なハーブの香りを楽しんだ。

　それからどれが一番良い香りだったか互いに言って。

「……僕は……パイナップル・セージが……好きです。本当にパイナップルみたいな……甘い香りがして」

「……ん。私は……ストロベリー・ゼラニウムが……一番好き」

　……そこで私はウソをついた。

　一番好きな香りは……抱き着く度に好きになっていくそーくんの匂い。

　清潔感のある柔軟剤の香りとそーくん自身の匂いが混ざりあったそれは、言ってしまえばフェロモン。

　嗅げば嗅ぐほど癖になっていってしまう。





　ただこれを言ったらそーくんが「にゃに言ってるんですか!?
 」って取り乱してしまいそうなので、自重しました。……本当は猫そーくん見たかったなぁ。





　それからベンチに腰掛けてふたり並んでわんぱくサンドを口に。

　今日の芸術鑑賞教室は私の中では〝そーくんとふたりきりでピクニック〟という位置付けになっていたので、お弁当もそれっぽいものにしてみた。

　
写真共有アプリ
 インスタントグラム

 で今話題になっていたのが、このわんぱくサンドというものだった。とにかく色んな具材を目一杯、これでもか！　というくらいのせて、サンドイッチに。

　味もさることながらとにかく断面を綺麗に見せることがポイントみたいで、今日のピクニックのためにここ最近は毎朝色んなわんぱくサンドを試行錯誤した。





　――そのおかげで今日はそーくんから「おぉ～！」という感嘆の声をもらうことができた。

　……ものすっごく嬉しかった。

「「ごちそうさまでした」」

　わんぱくサンドを食べ終えて一緒に手を合わせてから、ふとそーくんを見たら……口角のところにマヨネーズが。





　……本当にそーくんはおっちょこちょいでかわいい。





　多分私が冗談で言った「大きく口を開けてかぶりつくのが正式な
作法
 マナー

 」という言葉を、何の疑いもなく実践してくれたから付いちゃったんだと思う。





　……ん。どうしましょう……まったくもってかわいすぎるので……イタズラしたくなってきちゃいました。





「……ん。君孝くん、動かないでね？」

「……はい」





　沸々と湧き上がってきた
己
 おの

 が欲望を抑えきれなくなって、代わりにそーくんの顔を押さえた。

　そして気持ち驚いたような表情を浮かべているそーくんの顔をゆっくりとこっちに向かせて。

　キスだって警戒されないように、恥ずかしさを堪えて目を開けたまま近付き……、





「……んっ」





　マヨネーズを舐め取ってから――どさくさに紛れて唇を重ねた。

　さっきお預けされた反動もあって、少し強引にそーくんの唇を奪ってから私は少しだけ後悔した。

　こんなことならオブラートに包んで持ってきた自作の生キャラメルを先に食べておけばよかった、と。





　――だってマヨネーズ味のセカンドキスになっちゃったから……。
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　唇に残る確かな感触が今さっきの出来事が夢でなかったことを物語っている。

　思い違いでなければ江里さんの舌が僕の唇に触れたような……。

　けど江里さんは何もなかったかのように少し経ってからふっと離れていった。

「……ん。生キャラメル……作ってきた」

「…………ハイ」

　そう言う江里さんの表情は普段通りで何も変わったところはない。

　もしかして僕は白昼夢を見ていたんだろうか？　そう思ってしまうほどに非現実的な一瞬だった。

　差し出された生キャラメルはひんやりとしていて、火照っている今の僕にはありがたい。





「オブラート……そのまま食べれる。フィルムにすると……柔らかいから……はがすの大変」





　薄いオブラートに包まれたそれを口に運び、モグモグしている江里さん。

　オブラートはこれに使ったから持ってたのか……って、待って!?


　さっきのなに!?
 　舐めたよね!?
 　江里さん間違いなく僕の唇……舐めたよね!?






　ひとまず渡された生キャラメルを口に運んで、舌でコロコロと転がしてから落ち着く。

　仄かにハチミツのような甘みを感じるどこか優しい風味で、舐めているだけで自然と心が静まっていった。

「……えりさん、僕の口に……何か付いてました？」

「……マヨネーズ
 」

　澄んだ思考から導き出された当たり前の問いを投げてみたら、顔を逸らして
電波塔
 ツリー

 に目を向けた江里さんが小声でぼそりと零した。

　横顔だから正確には分からないけど、心なしか頬に薄紅が走っていくのが見えた。





「……舐めた？」





　やめとけばいいのに。

　聞かなければいいのに。

　……そう理解していたのに。

　やっぱり気になって。

　江里さんの口から真相を聞きたくて。

　ある種の確信を得たくて。

　僕は問い続けた。

「…………………………んっ……
 」

　僕、硬直。

　右手の甲を口に押し当ててこちらを振り向いた江里さんからの返答。

　頬には紛れもない深紅が咲き誇り、僕の視線から逃れるように下げられた瞳には薄い涙の膜が張っているように見える。





　……破壊力は抜群だった。





　本当は「なんで、舐めたんですか？」とか聞きたかったけど、追撃を許さない鉄壁の守りに僕は口をつぐんだ。

　さっきまで優しく感じていたキャラメルの甘さが鋭さを増したように感じたのは、きっと僕の気のせいだろう……。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　それから集合時間まで映像が３６０度全体に映し出される球体状のシアターで宇宙と星の誕生を見たり、ミュージアムショップでお土産を買ったりしていた。

　なんと宇宙食が売っていたので僕は両親にタコ焼きとバニラアイスを。

　江里さんはイチゴアイスとスペースカレー（レトルト）を買っていた。

　それとふたりで魚の形をしたカラビナが付いた色違いのメンダコハンドタオルを買って、交換。

　僕は江里さんにオレンジのメンダコを。

　江里さんは僕にブルーのダンボオクトパスを。

「……めんだこ……かわいい」

　早速袋から出してカラビナの部分を掴んで、みょんみょんと上下に動かしながら江里さんが遊んでいた。

　そこまで喜んでもらえると嬉しいです。

　放置していたらいつまでもみょんみょんと遊んでいそうだったので、江里さんの手を引っ張ってミュージアムショップ脇の出口から外へ。





　……お、おっきい！　これが海にいるなんて……ワクワクする！





　外に出たら真正面にシロナガスクジラの実物大の模型が。

　長さなんと30
 ｍ。

　あまりの大きさにピンと来ないかもしれないけど、マンションだと10
 階くらいの高さになると説明文に書いてあった。……巨大すぎる。

　僕が立ち止まってそのあまりの大きさに圧倒されていたら、江里さんもメンダコみょんみょんを止めて「……クジラの滑り台!?
 　……滑れる!?
 」瞳をキラキラと煌かせて、催促するように僕の手を「ん～っ！」と引っ張ってきた。





　……いや確かに滑り台にも見えなくもないポーズだけど、あの高さから滑ったら摩擦熱でお尻を火傷しますよ？

「……滑れません」

「……ざんねん」

　しょんぼりと肩を落とした江里さんは何を思ったのかメンダコハンドタオルを自分の頭にのせて、「たこぉ～……」と言っていた。

　……これ笑っていいやつなのかな？

　どうすればいいのかひとりで真剣に考えていたら……背後から声を掛けられた。





「……あれまぁ～！」

「またお会いしましたねぇ～」

「ほほぅ……こりゃえらいどでかい鯨だのぉ！」

「こんなところにも……かわいいめんだこさんがおるのぉ～。ふぉっほっほ」





　見ればフーコーの振り子展示のところにいたおじいちゃんおばあちゃんの団体様だった。





「なんじゃ……ふたりでそんなとこ突っ立って？　……そうじゃ！　写真撮ってやろか？」

「……え？」

「これでもわしゃあ、すまほゆーざーなんでのぉ。ほれ、すまほ貸してみ？」





　オシャレなハンチングを被ったひとりのおじいちゃんが僕らにそんな提案をしてくれた。

　……そう言えば夢中になりすぎて写真を全然撮っていなかった。そもそも僕にはまだ写真を撮る習慣がないっていうこともあるんだけど。

「……お、お願い、します！」

　ちなみに江里さんはメンダコハンドタオルを頭にのせたまま、僕の腕に抱き着いて隠れるようにおじいちゃんを見ていた。……うん。本当に可愛いメンダコさんだ。

　おじいちゃんに指示された位置に行って、初めは普通に立って写っていたんだけど「これじゃあ、つまらんのぉ～」と言われ、新たに指定されたポーズに……っておじいちゃぁぁぁぁぁん!?






「……あれまぁ～」

「私らにもあんな頃あったわねぇ～」

「半世紀も前だから覚えとらんのぉ～」

「ほれ、めんだこちゃんもうちょっとくっつかにゃ！　……顔こっちむけて」

「……ん！」





　……意味が分からない。

　おじいちゃんが指示したポーズは江里さんが真横を向いて僕に抱き着くというものだった。

　江里さんも江里さんで急に積極的になっている。

　その後は今度僕が同じように江里さんに抱き着かされた。……死ぬほど恥ずかしかった。

　……しかもそのタイミングでクラスメイト達も出口から姿を現して、ニヤニヤした半田くんも僕らのことを自身のスマホで撮っていたのを僕はしっかりと見た。……半田くん許すまじ！





「おふたりさん……お幸せになぁ～」

「あ、ありがとうございました」

「……ありがとう……ございましたっ！」





　写真を撮ってくれたおじいちゃんにふたりでお礼を言って団体様と別れた後に、今度は別の団体さんに声を掛けられた。……言うまでもなく半田くん率いるクラスメイト達のグループだった。

「あぁぁぁぁぁ！」

「俺らはむさくるしい男グループだというのに！」

「くそぉ……早く付き合えよ！」

「いや……むしろ付き合ってくれ！」

「だがな……相田だけ末永く爆発しろ！」

「堪えられんから……むしろ今すぐに爆発してくれ！」

「おい、
僻
 ひが

 むな……どうだったおふたりさん。楽しめたか？」

　学生服じゃなくて何故かパンダが描かれたＴシャツを着た半田くん。……ミュージアムショップで売ってたやつだ。

「……はい。深海展のトガリコンニャクイワシの名前が……一番印象に残りました！」

「……あ、あと……ウルトラブンブクもっ！」

　やっぱり僕の腕に抱き着いて隠れている江里さんが、よっぽど主張したかったのか珍しく皆の前で喋っていた。

「ウルトラブンブク？」

「そんなへんちくりんな名前のやついたんですね!?
 」

「江里様が仰られるなら、たとえこの世にいなくとも存在を証明して見せましょうぞ！」

「そうか……よかったな。あー、それでなんだが俺らも写メを撮りたいから……頼んでもいいか？」

「……はい！」





　――僕は半田くんに仕返しをするために変なポーズを指示しようと、進んで撮影役を引き受けたのだった。





　シロナガスクジラの前はちょっとしたステージみたいになっていて、階段を10
 段くらい上がる感じになっている。

　そんなステージに昇ったところで戦隊モノの、〝何とかレンジャー〟がするような決めポーズみたいなのをとる半田くんたち。

　皆やけにニコニコしていてちょっと怖いくらいである。

　……ちなみに僕は何も言っていない。皆が勝手にやっているのだ……これじゃ、仕返しにならない。

「いいぞ～！　撮ってくれ！」

　センターでレッドっぽい決めポーズ（荒ぶる鷹のポーズ）をとっている半田くん。

「……はい。……いきま――」

「――ギャァァァァ!?
 」

　まさに撮ろうとした瞬間だった。

　一番端っこでイエロー的（カレー大好き）な決めポーズ（お食事ポーズ）をとっていたクラスメイトが、突然叫び声を上げて階段からゴロゴロと転がり落ちていった。





　……えっ!?
 　何ッ!?
 　今の落ち方割と危なかった気がするんだけど!?






　僕がイエローさん（仮）に声を掛けようとするよりも先に半田くんが……、

「あー……気にしないでいいぞ。ちょっと……奇襲を受けただけだ」





　うん、全然意味分かんない。これ多分コミュ障じゃなかったとしても意味分かんないと思う。





「奴は我ら五天王の中でも最弱……」

「あの程度で落ちるとは……話にならんな」

「全くその通りィィィィィッ!?
 」





　――そしてまたひとり突如悲鳴を上げて階段から落下していった。

　いやだから危ないって!!
 　ケガしちゃうよ本当に!?






「……あの……ふたりに何があったんですか？」

「相田！　そんなことはどうだっていい！　早く撮ってくれ！」

「グゥッ……な、なんて破壊力だァッ……」

「ま、まさかあの動きは俺のォォォォォォォッ!!
 」





　普段はどっしりと構えている半田くんが珍しく
狼狽
 うろた

 えていて。

　その間にもひとり脱落していった。

　……そういえば皆カメラを見てないで僕の後ろを見てるけど、何かあるのかな？





「……分かりました、撮りますよ？」

「お、おう！」

「は、早くし……て…………」

　静かに階段から転がり落ちていくブルー的な人。





　そこで僕は気にせずシャッターを切った。

　――結果的に雄大なシロナガスクジラ像の前で半田くんがひとり変なポーズで写っているという、カオスな写真が撮れた。

　これはこれで仕返しになったのかもしれない。





「……撮れました」





　そう告げてから気になっていた背後を見てみたら江里さんが……、





　頭にメンダコハンドタオルを載せたまま荒ぶる鷹のポーズをしていた。

　……きっと半田くんの真似をしているんだと思う。

　な、なにやってるんですか江里さん……。

「グフォッ！」

　半田くんの低く迫力のある声がステージの方から聞こえてきた。

　おそらく皆と同じようにステージから落ちていったんだと思う。……まぁ、半田くんならケガの心配はないから安心できる。

「……えりさん？」

「……んっ!?
 」

　声を掛けたら僕が見ていることに気が付いたらしい江里さんが、一瞬だけ身体をビクッと揺らしてからゆっくりと手足を下ろした。

「……ん。……なに？」

　それからいつも通り小さく咳払いをして、まるで何事もなかったかのように返事を。





　いやいやいや、無理ありすぎますって。

　どう頑張っても誤魔化せないと思いますよ？

　江里さんがどうやって誤魔化すのか気になったので、少し意地悪に追及してみた。

「さっきのポーズ……もう一回やってみてください」

「……ん？　な、なんのこと？」

　僕にバッチリ見られているのにもかかわらず、シラを切り続ける江里さん。

　思い切り動揺しているのか目が右に左にと
彷徨
 さまよ

 いまくっている。

　おぉう……これはこれでアリな気がする。

「半田くんがやってた……このポーズです」

　荒ぶる鷹のポーズを再現する僕。

「………………んっ！」

　ガンマン並みの早業でスマホを構えて僕を撮影して、ガッツポーズまで決める江里さん（ちなみにガッツポーズ完了まで僅か１・５秒）。





　……へぁっ!?
 　何、今の一瞬の離れ業!?






「……今写真……」

　荒ぶる鷹のポーズのまま固まる僕。

「…………撮ってる！」

　更に追加で撮影し始めた江里さん。

「や、やめてください！　撮らないでください！」

「……君孝くんが……最初に……いじわるしたぁ……！」

　頭にメンダコハンドタオルをのせたまま頬をフグのようにぷくーっと膨らませて、ご立腹を目一杯アピールしてくる江里さん。

　もはやメンダコなのかフグなのか分からない。

　……どうやら江里さんなりの精一杯の反撃だったらしく、こんな可愛いことをされては僕が折れるしかなかった。

「……ごめんなさい」

「……許す！……」

　――僕に抱き着いて胸のあたりに顔をぐりぐりと押し付けてくる江里さんを何とか離して、片膝をついてステージ落下を免れていた半田くんにスマホを返した。

　その時半田くんが僕にしか聞こえない小声で「……いい加減認めろ。後はお前次第だ」と耳打ちを。





　さすがの僕にでもその言葉の意味は分かった……。










番外編①
 　ヒーロー達の会話






「おい、相田の後ろで江里さんがフラフラしてんぞ!?
 」（イエロー）





「…………」（相田くんの背後でゆらゆら動き回る江里さん）





「……あ、あれはもしや！　メンダコを再現しているのではないか!?
 」

「た、確かに。手で耳の辺りをパタパタしているのは……メンダコの耳の再現か……芸が細かいな。さすが女神様だ」

「フラフラ彷徨ってる江里様……天使か！」

「あぁ……ただ、今の俺らには悪魔みたいなものでもあるけどな……」（イエロー）

「ポーズできたか？」（半田くん）





「…………」（急に立ち止まってヒーロー達に向き直った江里さん）





「あぁ」

「問題ない」

「いつでも行けるぞ」





「……んっ」（イエローの対面まで行って同じポーズをとってから……）





「……江里さん今度は何をして……」（イエロー）

「いいぞ～！　撮ってくれ！」

「……はい。……いきま――」





「…………ん！」（ニコリとどこか小悪魔的な笑みをイエローに向けた江里さん）





「――ギャァァァァ!?
 」（階段ゴロゴロ～）

「や、やべぇ！　江里様が……我らを殺すつもりだ！」

「待て逆に考えろ！　あれはご褒美だと!!
 」

「天才かよ！　そうと決まったらノリノリで挑発するまでよ!!
 」

「…………」（多分邪魔された腹いせだろうなと考える半田くんだった）










第30
 話　相田君孝　特別な仲へ






「……おしゃ……べ…………ねむぅ……」

　こっくりこっくりと舟をこいでいる江里さん。

「着いたら……起こしますよ？」

「……ん。おやすみ……なさい……」

　バスに乗り込むなり、はしゃいでいた疲れが出てしまったのか江里さんは僕の肩に頭を預けて眠ってしまった。

　すやすやと規則正しい寝息が聞こえてきて僕も睡魔に襲われそうになったけど、頭の中で半田くんに言われた言葉がぐるぐると回って結局起きていた。





「……いい加減認めろ。後はお前次第だ」





　僕は僕なりに精一杯隠していたつもりだった……江里さんへの好意を。

　けどやっぱり見破られているらしい。

　半田くんは僕らにも話し掛けられるような、コミュ力の塊みたいなところがあるから気付いたんだと思う。

　多分江里さんは気付いていないし、僕にも江里さんの気持ちは分からない……。





「いい加減認めろ」って言うのは僕の今の気持ちに真っ直ぐに向き合え、ってことを言っているんだと思う。

　江里さんへの気持ち。

　江里さんを好きだと思う感情。

　これはもうどうしようもなく大きくなりすぎていて、今更なかったことにはできない。

　ただこの想いを外に出していいものなのかと、今までの僕は悩んでいた。

　いや、極力出さないようにと努めてきた。

　これを表に全て出してしまったら江里さんに迷惑がかかると思ったからだ。





　……けどこれももう限界だった。





　江里さんを知れば知るほど好きになって。

　近づけば近づくほど抑えられなくなる。





　どこかできっちりと、これ以上はダメだ、という
境界線
 ボーダーライン

 を決めておけばよかったのに、僕にはそんな器用な真似はできなかった。

　……もしかしたら更に江里さんを好きになろうと、あえてしていなかった気もする……。





　とにかくこの大きくなりすぎた気持ちをどうするのかは……後は僕次第、なのだ。





　ここまで大樹のように育ててしまった……特別な感情。

　江里さんへの…………恋心。





　僕は最終的に……どうしたいのだろうか？　どうなりたいのだろうか？





　……そんなの答えはもう決まっている。









　――僕は江里さんと……特別な仲になりたいと思っているのだから。










第31
 話　芸術鑑賞教室③







　三崎先生がわざわざ車内のハンドマイクを使って「目的地周辺に到着致しました。案内を終了します」と謎のアナウンスをしていた。

　三崎先生は多分バスガイドさんの真似をしているんだと思うけど、完全にただのカーナビだった。

「……み、美奈さん……着きましたよ」

「……ん～？」

　三崎先生のアナウンスでも江里さんは目覚めなかったので、声を掛けながら肩を揺らしてみた。

　すると僕の肩からゆっくりと離れてまだ
夢
 ゆめ
 現
 うつつ

 なのか、焦点の合っていないボンヤリとした目でこちらを見ている。





　な、なんだこの可愛さ！　ただの寝起きでこれは反則ですよ！





　そのまま何度か瞬きをして猫のように手を丸めて目をこすってから「ん～っ！」と伸びをする江里さん。徐々に瞳に生気が
充
 じゆう
 填
 てん

 されていくのが確かに見えた。

「……おはようございます、美奈さん」

「……んっ!?
 　んんっ!?
 」

　今度は目を大きく見開いてまん丸に。それから僕の腕を掴んで何かを伝えるようにクイクイと引っ張っている。

　……僕がいきなり呼び方を変えたから驚いているんだとすぐに分かったけど、今は早くバスから降りないとマズイ。

　すでに皆バスから降りていたため……、

「行きますよ」

　江里さんをそのまま引き上げてバスの降り口に向かっていった。その最中も江里さんは僕の腕を何度も引っ張っていたけど。

「皆集まったわね？　それじゃ行きますよ～！　先生についてきてねー！」

　三崎先生は今度はバスガイドさんが先導する時に使う手旗を持って、上機嫌に先頭を歩いていた。……間違いなく三崎先生が一番楽しんでる。

「三崎ちゃんバスガイドさんになりたかったん？」

「う～ん……バスガイドさん気分を味わいたいってところかしら」

「うわぁ～職権乱用だ！」

「わーっはっはっ！　それなら皆も先生になればいいのよ！」

「……え。普通にヤダ」

「なんでよ!?
 　……はーい、この先４階まで階段だからね～！　皆、がんばるよ～！」

　三崎先生、超上機嫌。

　年上でしかも先生なのに、少し可愛いと思っ――イタァッ!?


　――なんて考えていたら突如、両頬に痛みが走った。

「
いたい
 ひふあひ

 
です
 へふ

 ！」

　背後から伸びてきた両手が僕の頬を掴んで「これでもか！」と言わんばかりに引っ張っている。

「……んっ!?
 　ご、ごめんなさいっ！」

　僕の訴えを聞き入れてくれたのか妖怪頬っぺた掴みの犯人――江里さんが謝りながら両手を放してくれた。

「な、なんで？」（なんで頬っぺたつねったんですか？）

「な、なんで？」

　お、おかしい。

　質問を質問で返されるどころか、完全なオウム返しだ。

　僕の横に来た江里さんは釈然としない面持ちでいつものように首を傾げている。

「……僕が、聞きたいん……ですけど？」

「……私も、分からない……もやもや！」





　あ、これ会話にならないやつだ。





　心臓辺りで手を開いたり閉じたりと謎のジェスチャーを繰り返した江里さんが、最後には「わっかんないーっ！」といじけたようにそっぽを向いてしまった。

　その動作があまりにも可愛くてつい僕は笑ってしまった。

「……なんで……笑うの！」

　そっぽを向きながら頬っぺたをぷんぷん丸にした江里さん。

「美奈さんが……かっ……わいいから……ですよ」

「…………」

　無言のまま小刻みにぷるぷると揺れている江里さん。

　もう想いをぶつけるのに躊躇はしない。……緊張で変な言い方にはなったけど。





「はーい！　好きに座っていいよ～！」

「なっ!?
 」

「おぉ～！」

「す、スゲェ!?
 」

「何ここ!?
 　中世ヨーロッパ!?
 」

　……なんて僕がひとりで一杯一杯になっていたらいつの間にかオペラを上演する
宮殿
 パレス

 に到着していた。

「……凄い」

「……た、高いっ！」

　パレスの最上階から見える景色にまず鳥肌が立った。

　江里さんが言った通り１階までかなりの高さがあり、高所恐怖症の人だったら足が
竦
 すく

 むレベルだと思う……ちなみに僕は高いところは平気なので大丈夫だったけど。

　舞台には落ち着いた色合いの赤いカーテンが降りていて、あまりの大きさにサイズ感が全く掴めないほどで。

　座席をはじめ床や壁まで全てブラウンの艶のある木製で、舞台のすぐ横まで各階の席が連なっている。





　何だか映画の中の世界に入り込んでしまったような不思議な気分になった。……ここ日本だよね？





「うちのクラスは……ここから、そこまで。席は自由！　最前列は早い者勝ちね～！」

「高すぎて怖いから後ろでいいや」

「むしろ後ろじゃないと無理！」

「じゃあ先生一番前行っちゃうよ？」

「「「「「どうぞどうぞ」」」」」

　席はやっぱり自由だったので僕はどうせなら前で観たいなと不人気な最前列に向かって１歩を踏み出したんだけど……。

「……高い！　た・か・い・のっ！」

　その場に根を張ったように動かない江里さんに掴まれて動けなくなった。





　もしや……江里さんは高所恐怖症なのか？





「……美奈さん、高いのダメ？」

「……美奈さん、高いのだめ！　……こわい～っ！」

　江里さんはよほど怖いのか全力で僕の腕に掴まっていて、恐怖に歪んだ顔をガクガクと小刻みに左右に揺らしていた。……よく見るとへっぴり腰になっていて可愛い。

　思わぬところで江里さんの弱点を知った歴史的瞬間だった。

「前で……観たいです」

　こんな仕返しのチャンスは二度とない。

　僕はゴリ押し作戦に出た。

「……こわいのぉ～っ!!
 」

　ガクガクする江里さん。

「椅子に座れば……大丈夫ですよ」

「…………ほんと？」

「……多分ですけど」

「……んんんっ！　多分だめっ!!
 　……じゃんけん！」

「いいですよ」

　怒ったように江里さんがじゃんけんを提案してきたけど、やっぱり腕からは離れなくて無性に可愛かった。

　正直席はどこでもいいや、という軽い気持ちでじゃんけんに挑んだら……、

「……僕の勝ちですね」

「…………」

　無欲の勝利を掴み取ってしまった。





　……江里さんが無言のまま、この世の終わりのような表情を浮かべている。

　なんだかさすがにかわいそうな気分になったので「やっぱり後ろで観ましょうか」と提案をしたら、強い決意の滲む表情を湛えて「前……行く」と返事が。

「無理しなくて、いいんですよ？」

「……じゃんけん……ぜったい…………んっ！　準備できたっ！」

　僕の背後から両腕を胸辺りに回してガッチリと抱き着いてきた江里さん。

　背中に顔を押し付けているのか「目
つぶった
 ふぶつふあつ

 ！」と言われた瞬間、あまりのくすぐったさに身震いしてしまった。





　……これは……このまま席に向かえってことだよね？

「……美奈さん、歩きますよ？」

「……
はい
 ふあひつ

 ！」

　ヒィィィィィ！　くすぐったいよぉぉぉ！　それに柔らかいの当たってるんですけどぉぉぉッ!!






　――それから僕らはなんとか席について「座ったら……本当に、怖くない！」と、途端に上機嫌になってはしゃぐ江里さんを落ち着かせて、幕が上がるのを今か今かと待った。





「……オペラの迫力……びっくりした！」

　口をポカンと開けた江里さん。

「……金色の馬車……すっごいピカピカだった！」

　目をキラキラさせた江里さん。

「……飛行機……すっごいおっきかった！」

　両手で目一杯大きな円を描く江里さん。

「……ボルドーワイン……んふふ～っ♪」

　悪役っぽい笑みを浮かべて笑う江里さん。





　２時間にも及ぶオペラを観終えてバスに戻ってきた江里さんは、座席に座るなりもの凄いハイテンションで僕に感想をぶつけてきた。





　……ちなみにオペラを観ていた最前列から離れる際も僕にくっついて江里さんは目をギュッと瞑っていた。その時周りを見たらクラスの皆も目をギュッと瞑っていた気がする。……きっと皆、高所恐怖症なんだと思う。

「……美奈さん、楽しかったですか？」

「……んっ！　………………ん～？」

　一度頷いて少し間が開いてからスロー再生のような遅さで首を傾げて。

　何かを考えるように腕を組んだ江里さん。





　一体何を考えているのか？





「どうか……しました？」

「……美奈って……呼んでるの、どうして？」

　ここで「好きだからですよ！」と言えればかっこいいのかもしれないけど、僕はあいにくヘタレでビビりでコミュ障だったので、とっさに思いついた言葉はこれしかなかった。

「美奈さんが僕のことを……君孝くんって、呼んでくれているので……」





　僕のヘタレ！

　へっぽこビビリ！





　答えを出したつもりなのにこれ。

　一応これでも僕なりには攻めたつもり……探りを入れたってところだけど。

「……そーくん？」

「……なんですかえりさん？」

「……んっ!?
 　相田くん？」

「どうしました、江里さん？」

「……きみっ……君孝……くんっ！」





　なんとなくだけどここで普通に「美奈さん」と呼び返しても面白くない気がしたので、あえてとぼけてみた。





「……はい、君孝です」

「んんんんっ!!
 」





　眉を八の字にして怒ったように唸った江里さんが両手を軽く握って僕の胸をポコポコと叩いてきた。どうやっているのかは不明だけど、全く痛くない。

　……完全に駄々っ子女神様が降臨なさったようだ。

　期待した通りの反応。

　僕はこの可愛さを待っていたと言っても過言ではないッ！　あぁ～癒される！

「ぜんぜん……ちがうっ！」

「……はい？」

　わざとらしくとぼける僕。大根役者にもほどがある「はい？」だったと思う。

「……美奈って……美奈って呼んで……ほしいの……」

　先程までの勢いはどこに行ったのか、今度はしょんぼりと落ち込んだような表情を浮かべてから、おでこだけを僕の肩にポフッと埋めてきた。





　……叫んでいいですか!?
 　いや、もう我慢できません！　叫びますよ!!






「美奈さん……かわいぃぃぃッ！」（なんですか美奈さん？）





　――そして車内は時が止まったように静まり返った。

　……アァァァッ!?
 　またやってしまったぁぁぁぁぁ!!






　様子を窺うように。

　相手の出方を見るように。

　不意に喋り声などが全て消えて。

　聞こえてくるのはバスの走行音だけになった。

　直接は見えないけど多分全員こっちを向いている気がする。

「…………」

　僕の肩におでこを押し当てて、もたれかかっている江里さんは何も発さないどころか、身動きすらしない。

　非常に気まずくて、とてつもなく恥ずかしい。

　自分で自分の首を絞めるような状態を作ったんだけどね……。

　確か前に行われたスポーツテストの日にも「可愛い」と口走ってしまったことがあったけど。

　……今回のはもう誤魔化すのは無理だった。





「……相田！」





　たっぷり30
 秒ほどの沈黙の後に、いつもより低くて勇ましい声が聞こえてきた。

　……半田くんが呼んでいる。

「……はい」

　少しかすれてしまったけど何とか返事を口に。

　この間も江里さんは一切動かないし、他のクラスメイトも息を殺したように静かだった。





「……よく言った！　やる時はやるじゃねぇか！」

「……ど、どういうことで――」

「――うおぉぉ！」

「――キャァー！」

「いいなぁ～羨ましい」

「早く爆発してくれ！」

「もうやめてぇぇぇぇ！」

「はやく付き合っちゃいなよー！」

「密室空間でなんてことしやがる！」

「まさか、俺たちを殺すつもりなのか!?
 」

「あら、相田くんかっこいいところあるじゃない！　さすが男の子ね～！」（三崎先生）

「
遍満する金剛部諸尊に礼したてまつる。
 ノウマク・サンマンダ・

 
暴悪なる大忿怒尊よ。
 バサラダン・

 
砕破したまえ。
 センダンマカロシヤダヤ

 
忿怒したまえ。
 ・ソワタヤ・

 
害障を破摧したまえ。
 ウン・タラタ・

 
ハーン・マーン
 カン・マン

 」（印を結びながら）





　僕の言葉を遮って、今まで黙っていたのが嘘のように皆が一斉に喋り出した。





　騒々しくてよく聞こえなかったけど、三崎先生もなんか言っていたような気がする。……それとなんか呪文みたいのを唱えてる人がいて怖いんだけど!?
 　やめて！　呪いとかだったら今すぐにやめて!!


　――結局バスが学校に着くまでこの騒がしさは続いたけど……僕の肩にもたれかかっていた江里さんは一切反応しなかった。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





「はい！　また明日ねー！　かいさ～ん！」

「三崎ちゃんばいばーい！」

「またねー三崎ちゃん！」

　バスから降りて簡単な連絡事項があってからそのまま解散となった。

　ちなみに江里さんはと言うと僕の腕にしがみつきながら俯いているので、どんな表情をしているのかは分からなかった。

「……美奈さん、帰りましょうか」

「…………」

　無言で頷いた江里さんは自分で歩くつもりがないのか、僕に引かれるがままに歩みを進めた。

　……やってしまった。

　これはもう完全に江里さんを怒らせてしまった気がする。

　歩きながら必死になってどうするべきなのかと考えたけど、何も答えは出ずに互いの家路に別れるポイントまできてしまった。

「……美奈さん」

　声を掛けたら絡めていた腕をスッと解き、江里さんが静かに１歩、２歩と離れてからこちらに振り向いて。

　ゆっくりと何度か深呼吸をした後に顔を上げ、意を決したような硬い表情を湛えてから口を開いた。





「……きっ……」





「……き？」





「君孝くん……かわいぃーっ！」

「――なッ!?
 」





　――半ば叫ぶように言った江里さんは機敏な動作で回れ右をしてから、予備動作もなく突然……放たれた矢のような速度で疾走していった。





　……なんで「かわいい」なんですかぁぁぁ!?
 　男としては喜ぶべきか複雑なんですけどぉぉぉぉ!?
 　もしかして仕返しですかぁぁぁぁ!?











第32
 話　容姿端麗で文武両道の完璧超人は実はコミュ障で僕の……






「……おはよ」

　いつも通りの朝の挨拶で一見何の変哲もない気がするけど……、

「――えっ!?
 　み、美奈さん!?
 」





　――ここは教室ではないのだ。





　普段通りの時間に家を出たところで……どこからともなく声を掛けられた。その声のした方に顔を向けてみたら、
家
 うち

 の塀に寄り掛かってこっちを見ている江里さんの姿があった。

　心なしかいつも教室で見るよりも眠そうな目をしている気がする。

「……おはよ、君孝くん」

「お、おはようございます、美奈さん」

　僕の挨拶に満足いったのか眠気の漂う柔らかな笑みを浮かべて、コクリと頷く江里さん。それから僕の方に寄ってきて「ちょっぴり……ねむぃ」と言いながら胸元にもたれ掛かってきた。

　毎度のことながら江里さんの長い黒髪からは清潔感のある甘い匂いが仄かに香り、僕の中の昇天スイッチが入りかけた。

　学校に着く前から江里さんに会えるのは嬉しい以外のなにものでもないけど、一体何故僕の家の前にいたんだろうか？

「……どうしたんですか？」

「……ん。……昨日逃げちゃったから……ごめんなさい……言いに来たの」





　あ～。昨日の「かわいい」からの全力疾走のことか。

　それで携帯電話を使わずにわざわざ謝りに来るなんて……江里さんは本当に女神なのかもしれない。

「そんな……全然気にしなくて大丈夫ですよ？」

「……だ、だめ。お母さんにも、怒られた……から」





　お母さん!?
 　な、なんで!?
 　どういうこと!?






「……なんて怒られたんですか？」

　僅かな沈黙の後、フッと僕から離れた江里さんが「……んっ」と咳払いをしてから腕を組んだ。

　……一体何が始まるのか？





「……可愛い？　……美奈……あなた、まさか……そーくんに、男の子に向かって…………可愛い……って言ったの？」（ちょっと怖い顔のお母さんを再現しているであろう江里さん）





　気持ちばかり眉を吊り上げた江里さんが自分のことを呼んでいた。多分怒られた時の再現をしているんだと思う。

　前に僕が驚かされた時の反応も完璧に再現していたし、きっとこれもシンクロ率１００％な気がする……。





「……ん。言った！」（どや顔の江里さん）





　今度は身体の向きを変えて本人役を再現しているらしい。

　……もうね、一生懸命再現しようとしているのが伝わってきて可愛いんだけど、そこが逆に面白いし……僕は一体どんな反応をすればいいのか？

　何とか笑いを堪えて江里さん劇場を見守っていたんだけど……、

「……はぁ～。……美奈……ちょっと、こっちに来て」（手招きするお母さんを再現した江里さん）

「……んっ♪」（スキップしていく江里さん）

「――ちょっ!?
 」





　あぁぁぁッ!?
 　な、なんでスキップ!?






　急にその場でスキップをし始めた江里さんを見て堪えきれなくなって噴き出し、盛大に笑い転げてしまった。





　おかしい……怒られた時の会話の再現なのに面白いって……。





「……ん？」（素になって首を傾げる江里さん）

「……はぁ、はぁ……可笑しかった……」（笑いすぎて息切れしている僕）

「……んっ♪」（何故かもう一度スキップしていく江里さん）

「――やめっ!!
 」（再度爆笑する僕）





　江里さんは真面目に再現をしようとしているだけで、僕を見て不思議そうな表情を浮かべながらスキップを再開した。

　……それがまたより一層可笑しくて僕は腹を抱えて笑ってしまった。





　ヒィィィィィィィッ！　もうやめてぇぇぇぇ！　笑いすぎて息が吸えない!!
 　このままじゃ笑いすぎで過呼吸になっちゃうよぉぉぉぉ!?






「……君孝くん……なんで笑ってるの？」（何故かスキップを継続している江里さん）

「ヒィッ……スキッ……プ……やめ、て」

「……ん」

「……はぁ……はぁ……笑いすぎて……お腹、痛い」

「……大丈夫？」

「……はい。……それでなんて怒られたんですか？」

「……ん――っ!?
 」

　またしても江里さんがスキップする構えをみせたので、とっさに抱きしめてしまった。





　……Ｏｈ……何やってんだ僕！　スキップを阻止する手段で抱きしめるなんて。

「……み、美奈さん！」

「――ひあぁっ
 ……な、なぁに？」

　耳元で言ってしまったからだろうか、江里さんが身を捩って反応を。

　む、無心に！　今はスキップを阻止することだけを考えるんだッ！

「が、学校……行きましょう！」

「……んんっ……このまま？」

「ち、違います！」

「……スキップで？」

　……あれ？　もしや江里さんふざけてるよね？　声音が楽しんでいるようにしか聞こえないんですけど？





　――それから僕らは手を繋いで学校へと向かった。……もちろん歩いてだけど。





　江里さんと相談し、お散歩がてら少し遠回りをして景色の良い川沿いを歩いて学校に向かった。

　僕らの登校時間は挨拶がしたくないというコミュ障特有の思考からズバ抜けて早いので、こんな遠回りをしてもきっとみんなより早く着いてしまう。……もしかしたら半田くんだけは来ているかもしれないけど。

「……ん～！　もう夏！　今日も……晴れ！　そろそろ……梅雨明け？」

　僕の手を握ったまま両手を上げて元気良くバンザイをした江里さんが唐突に喋り始めた。早朝故に太陽はまだかなり低くて、まぶしそうに眼を細めているのが少し可愛かった。

　朝日に照らされて濃いオレンジ色に染まった川面は風に揺らいで煌き、みずみずしい緑一色の中では余計に映えて見えた。

　土手の上から見える景色はこれからの夏の訪れを感じさせるような澄んだものだった。

「……確か、来週には梅雨明けだって……天気予報で言ってましたよ」

「……じめじめ、苦手。髪が……ぼわってなる！」

　片手で長い黒髪をかき上げてから顔をブンブンと勢い良く振った江里さんは「……ぼわって、なった？」と、とぼけたような表情を浮かべて僕に聞いてきた。……なんだか犬が水気を切るためにするブルブルみたいに見えてなんだか面白かった。

　江里さんの言う通りもの凄い勢いで髪が「ぼわっ」てなっているけど……僕はそれどころじゃなく。

　振り乱された髪からは濃密な甘い香りが広がり、嗅覚と僕の精神が悲鳴を上げていた。

　あぁぁ！　これやばいやつだ！

　……このままだと香りに耐えられなくなって鼻血出そう。

「……ぼわってなっちゃってますよ？　……綺麗な髪なんですから、ちゃんとしないと」





　鼻血を出さぬように全神経を集中させていたので、ほとんど無意識だった。

　自分でも何を言っているのかよく分かっていない。





「――ひあぁぁっ!?
 」





　なんだか江里さんが変な声を上げているなぁ～とボンヤリと思ったところで集中が途切れ、急に視界が鮮明になった。





　えっ？　…………えぇぇぇぇぇッ!?






　シルクのような滑らかな肌触り。

　指ですいてもサラサラと流れていく手触り。

　……いつの間にか僕は「ぼわっ」てなっていた江里さんの髪を手櫛で整えていた。

「……す、すみません！　くすぐったかったですか!?
 」（
手
 て
 櫛
 ぐし

 を続行しながら）

「……んんっ……びっくりしただけ」（驚いた表情でされるがままの江里さん）

「……そうですか……良かったです……」（未だに手櫛を続行）

「……き、君孝くん……」





　分かってる。

　江里さんが「もうやめて」って言いたがっていることも分かってる……。

　けどね……。

　腕が……手が……止まらないんですよぉぉぉぉぉぉぉぉ!?






　皆にだって経験あると思うけど……手触りが良いものって触り始めたら離したくなくなるでしょ？

　……まさにそれ！

　もう自分の意思とか関係ない。

　僕の欲求が完全に暴走し始めている……。





「……はい」（手櫛続行中）

「……あっ……んっ…………きもち、いいっ……♡
 」





　――江里さん的には普通に感想を言っただけなんだろうけど、その言葉で僕は本当に鼻血を噴き出した。……それはもう盛大に。





[image: ]










　やましいことを考えて……すみませんでしたぁぁぁ！





　鼻血の止血処置は江里さんがやってくれた。

　その間僕は江里さんに言われた通り上を向いて棒立ちしているだけだった。……正直かなり恥ずかしかったけど。

　江里さんはとても心配してくれたようで「……今日は、学校休んだ方が……いい！」と言って、僕を何とかして帰らせようとしたけど、しばらく安静にした後、とりあえず両鼻にポケットティッシュを詰め込んだまま学校に向かって、着いてもまだ止まっていなかったら保健室に行くという条件で納得してくれた。僕としてはあんなにも自業自得な理由で帰るのは気が進まなかったので助かった。

　それから今度は江里さんに手を引かれる形になって学校に向かい、校庭に生える桜の木の青葉をふたりで眺めながら歩みを進めた。

「……靴、履き替えられる？」

「はい」

　江里さんがやたらと僕のことを気にかけてくれる。

　やましいことを考えて鼻血を出した身としては……これがまた気恥ずかしくて堪らない。

　そそくさと靴を履き替えたところで江里さんの方を向いたら、丁度下駄箱の扉を開けたところだった……。

「……ん？」

　――江里さんの下駄箱から手紙のようなものがふわりと落ちていった。

　……下駄箱に手紙。

　それもマンガとかでよくある扉を開けたら雪崩を起こすようなありえない量ではなく……非常に現実的な１通だけで。

　コミュ障の僕でもさすがにあの手紙がなんであるかは察しがついてしまった。





　もしかして、あれって――。





　心の中ですら口にするのが無性に嫌で、僕は途中で一度思考を打ち切ったんだけど……。

「……ん～？」

　しゃがんで二つ折りにされた手紙を拾い上げた江里さんは首を傾げながらまず裏を見ていた。きっと差出人を確認しているのだ。

　その際にちらりと見えた宛名には間違いなく『江里美奈様』と書かれていて、その文字が見えた瞬間……言いようのない焦りが、不安が、様々な感情が胸の内で湧き上がった。





　やっぱりあれは間違いなく……
恋文
 ラブレター

 であると確信してしまった。





　封筒にも入っていない手紙。

　男らしい武骨な字で書かれた『江里美奈様』の文字。

　差出人の名前は見えなかったけど、絶対に男子だと直感で分かった。





　江里さんは美人で、勉強も運動もできて……モテるのなんて当たり前なのだ。

　そんなことは誰だって知っていることだろうし、僕も充分理解していたつもりになっていたけど。

　いざその光景を目の前にしてしまったら、息が詰まるくらい身勝手な
悋
 りん
 気
 き

 の炎が我が身を包んだ。





「……手紙……ですか？」

　なるべく感情を表に出さないように、いつも以上にコミュ障らしく振舞って。

　努めて冷静に江里さんに話し掛けたら……口の中に血の味が広がっていった。

　……いつの間にか内頬を噛んでいたようで、ジンジンと鈍い痛みが脈打つ。





「……ん。……今日……一緒に帰れない」





　言葉の真意はすぐに分かってしまった。

　その恋文に『放課後待ってます』みたいなことが書いてあったんだと思う。





　そんな江里さんからの言葉を聞いて。

　……胸が締め付けられるように痛くて。

　……心がざわめき、落ち着かなくなって。

　……けどここで僕が何かを言うのは筋違いだとも理解していて。

　……歯痒くて、やるせなくて、もどかしくなって。





　言葉を紡ぐので精一杯だった。





「……そ……うですか……」





　本当は色々と聞きたいし、言いたいこともあったけど……その全てを上回るくらい自分に対して苛立ってしまった。





　不甲斐ない意気地なしで根性なし。





　ここでもし江里さんが告白をＯＫしてしまったら……。

　それは江里さん自身の大切な気持ちであって、それこそ僕がどうこう言うのは違う。

「……ん？　君孝くん……どうしたの？」

「……はい？」

「気分悪そう……保健室……行く？」

　……鋭い。

　僕は普段通りにしていたつもりなのに、江里さんに見抜かれてしまった。

　普段はどこか抜けているけどこういう時はすぐに気が付いてくれて、心配までしてくれる。

　心の底から反則だと思った。

　同時に……本心からどうしようもなく江里さんが好きであることを再確認してしまった。

「……大丈夫……です」

「……鼻血も？」

「……はい」

「……ん！　教室……いこっ？」

「……はい」

「…………？」

　今の僕には直視できないような眩しい笑みに促されて。

　僕の体調を気にするように優しく手を握られて。





　――僕らは無言のまま教室へと向かった。





　引き戸を開けたら既に半田くんが教室にいて。

　自席で教科書などをしまいながら僕らに視線を向け、少し驚いたように声を掛けてきた。

「おはよう。めずらしいな……ふたりが俺より遅いなんて」

　前にいたはずの江里さんはいつの間にか背後に回っていて、背伸びをして僕の肩口から覗き込むようにして半田くんの方を見ていた。

「半田くん……おはよう」

「……半田くん――」

　僕の挨拶に続いて江里さんも口を開いたけど……、

「んっ！」

　それは挨拶ではなかった。





　江里さんの口癖。

　何かを伝えるための合図。





　対する半田くんは快活な笑みを浮かべてサムズアップを江里さんに返していた。

「さて、お邪魔虫はとっとと退散するか……またレッドカードもらうのは勘弁だからな」

「……レッドカード２枚目は……永久退場」

「おい……永久ってどういうことだ」

　柔道着を肩からぶら下げた半田くんが廊下を歩いていきながら江里さんと他愛のない会話をしていた。

　……気が付けばふたりは冗談を言い合うほどの仲になっていて、嫌でも想像してしまう。

　さっきの恋文はもしかして半田くんからなのか？　と。

「……ん？　言葉通りの意味」

「……ふざけんな。ささっと付き合え……バカップル！」

　のそのそと歩いていった半田くんはそんな捨て台詞をぶちまけてから、階段を下りていってしまった。





　……自分のことが嫌になる。

　いつも通りの半田くんにすら自分勝手な都合で疑心暗鬼になって。

　些細なことでひとりで浮き沈みして。





　こんなことで僕は今日一日を平穏に過ごせるのだろうか……。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





「それで……アイスがみょ～んってなって……すっごいのびるの！」

「……それは知りませんでした」

　いつものように司書室でご飯を食べ終え、江里さんが興奮気味に最近作ったよくのびるアイスのことを、ジェスチャーを交えてしてくれた。

　両手を目一杯広げて「みょ～ん」と言っている江里さんは楽しそうで、これまで以上に可愛く僕の目に映る。

　だけど僕は心ここにあらずで、ただただその可愛さに悶々としているだけだった。

「……ん？　君孝くん眠いの？　……やっぱり、体調悪い？　今から保健室……行く？」

　僕は自分で思っている以上に気の抜けた虚ろな顔をしていたようで、それに気が付いた江里さんに心配されてしまった。情けないにもほどがある。

「いえ……大丈夫です」

「……無理してない？」

「……はい」

「本当に？」

「はい」

「……でも、下駄箱のところくらいから――」

「――今度のびるアイス食べたいです」

　堪えられなくなって誤魔化した。

　濁りのない真っ直ぐな目線は僕の心を見透かしているようで、急に恥ずかしくなってしまったからだ。

　アイスはぜひ食べてみたいけれど……今はそれどころではない。

　様々な感情が渦を巻いて、全てを曝け出そうとするのをどうにかこうにか抑えて、ギリギリの対応を続けている。

「……ん！　今度また作る！　お家……来てくれる？」

「はい……それで今日は一緒に……帰れないんでしたっけ？」

　朝言われた「一緒に帰れない」というのが僕の聞き間違いであってほしいと、僅かな期待をして。

　曝け出された本心が漏れ出してしまった。

「……ん。……呼ばれてるの」

「……そうなんですね」





　――そんなタイミングで昼休み終了を告げる予鈴が司書室に鳴り響いた。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　それから一瞬で放課後になってしまったような気がする。

　原因は分かっている。授業に集中しないで江里さんのことばかりを考えていたからだ。

　……ただ僕だってバカじゃない。

　意味もなく思考を繰り返した訳ではなく、ちゃんとひとつの答えを導き出した。





　半田くんに言われた「……いい加減認めろ。後はお前次第だ」という言葉が僕を助けてくれた。





　僕はもうとっくに答えは出していた。それに対して「後はお前次第だ」という言葉が突き刺さって……色々と難しく考えすぎていたのではないかと改めて気が付かされた。





　僕は江里さんと特別な仲に……恋人になりたいと思っている。

　――だったらやることは、ひとつしかないのだ。





　今までは〝江里さんの迷惑になる〟だの、〝僕のわがまま〟だの、どうにか理由をつけて今のこの心地好い関係を崩さないようにと逃げ続けていたけど。

　そもそも迷惑はもう充分にかけてしまっているし……僕のわがままであることは初めから変わっていない。





　――それなら何を躊躇う必要があるのか？

　江里さんに断られたところで僕が勝手に自滅したというだけで終わる。

　多少は江里さんの負担にはなるかもしれないけど……このまま僕のわがままで迷惑をかけ続けるくらいならば、当たって砕けてしまう方がよっぽど良いと答えを出した。





「……美奈さん」

「……ん？」





　ホームルームを終えた直後。

　まだ誰も教室から出ていっていない現在。

　呼び出されている江里さん……タイミングはもう今しかないのだ。

　世間話に花を咲かせているクラスメイトに交じって僕も口を開いた。





　校内一有名な隣人。

　容姿端麗で文武両道な完璧超人。

　でも実は……僕と同じコミュ障な――江里美奈さん。





「江里……美奈さん！」

「……は、はいっ!?
 」





　コミュ障で普段は存在感すらない僕が大声を発したので、ただならぬ雰囲気に教室内は一瞬にして水を打ったように静まり返った。

　誰もが僕を見つめているけど、そんなことは気にしない。

　異様な緊張感からくる一種のハイだった。

　僕はゆっくりと深呼吸をしてから、驚いたように目を瞬かせている隣人の瞳を真っ直ぐに見つめた。





「……初めて教室であった時は……凄くビックリして固まりました」

「それから挨拶をしようとして……また固まってしまいました」

「江里さんと隣の席になって、やっぱり固まって……少しずつ喋れるようになるまで凄く時間が掛かって」

「……それだけ僕は……不器用で、おっちょこちょいで……コミュ障です」

「僕はかっこよくもないし……頼りがいもないと思います……」

「――けど！　だけど！　こんな僕でも、誰にも負けないというものができました……誰にも負けたくないと思える気持ちが……想いができました」

「それは……江里美奈さん……あなたのことが――」





「好きだという気持ちです！」













「江里美奈さん――どうか……僕とお付き合いしてくだ
さ
 しや

 い！」

「…………」













　うわぁぁぁぁぁぁ！

　最悪だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!


　なんてタイミングで噛んだんだ……僕のバカヤロウ！





　自分でも何を言っているのかよく分からなかった。

　僕のシミュレートではもっとかっこよく、スマートに伝えるはずだったのに……いざ口を開いてみたら溢れ出る想いが零れていっただけだった。……やっぱりコミュ障には告白も厳しいものなんだと知った。





　緊張と興奮と羞恥で震えている足を何とか抑えつけて、右手を差し出したまま顔を伏せ、目を瞑ってしまった。





　本当に僕はヘタレだ。





　体感では永遠にも感じるような沈黙の後、僕の脇腹に何かが突き刺さった。

　……今までの経験から何をされたかはすぐに分かった。脇腹ツンツンだ。

　そして驚いて顔を上げたら目の前に美奈さんの顔があって、













「――にゃぁぁぁぁ――んむぅぅ!?
 」













　――そのまま僕の猫っぷりは塞がれてしまった。





　指でもオブラートでもない……純粋なキス。

　今までよりも優しくて、それでいて熱を感じるようなもので。

　包み込まれるように自然と抱きしめられて、少し背伸びをした美奈さんが僕に体重を預けてきた。





　え!?
 　へっ、返事は!?
 　ど、どどどういうこと!?






　僕が呆気に取られていたら、何の前触れもなくスッと離れた美奈さんが穏やかな笑みを浮かべ、一筋の雫を目の縁から零しながら言った。





「……ふつつか者の、隣人ですが……よろしくお願いしま
す
 しゆ

 ……!!
 」と。





　――そして何も発することなくコミュ障な僕らは、どちらからともなくもう１度……唇を重ね合わせた。





[image: ]











番外編②
 　相田くんが勘違いをした手紙の真相






「……〝まだ〟……付き合って……ない」

「何だとぉぉぉぉぉぉぉ!?
 」

　突如、早朝に木霊した絶叫。

　凄まじい音圧は衝撃波を伴って教室の窓を小刻みに揺らす。

　これがもし野外であったならば、間違いなく迷惑になっていたであろうレベルの声量だった。





　まぁ……俺の叫び声なんだけどな。





　目の前にはビックリしたように目を大きく見開いて、おまけにあんぐりと口を開けた江里の姿がある。

　秀才で天才で容姿端麗な江里には悪いが……マヌケにしか見えなかった。

「…………」

「……いきなり大声出してすまなかった」

　呆然としたまま瞬きだけを繰り返す江里に声を掛けて続きを促す。

「それで、わざわざ相田をあんなところに押し込んだからには何か話があるんだろ？」

　ふと視線を教室の片隅に置かれているロッカーへと向ける。

　ロッカー自体はなんてことのないものだ。どこの教室にもあり、入っているものも掃除用具で別段変わったことはない……〝普段は〟だが。

　相変わらず相田は振り回されている。

　だがそんなふたりを見ているのは面白い。

　突拍子もないことを仕出かすからこそ目が離せない。

　なんと言い表せばいいのか分からないが、やみつきになる。……たまに殺されそうになることはあるけどな。

「……びっくり……させた」

　させた？

「あぁ、すまなかったと思っている」

「……手伝って」

　なんだ？

　先程から確実に噛み合っていない会話。

　何がどう転がれば急に「手伝って」という言葉が出てくるんだ？

　もしかしたら江里の頭が良すぎるあまり、高次元な話をしている可能性もなきにしも……いや、ないな。





　状況から察するに相田に聞かれたくはないことであるのは明白だ。

　……だからこそなんとなくだが想像はつく。

「相田と付き合うためのバックアップを……か？」

「……ん」

「俺みたいな奴にバックアップを求めてどうする？　自慢じゃないが色恋には……明るくないぞ？」

　俺の当たり前の言い分に江里は首を横に振り、こめかみに手を当ててから一言。「……嘘」とだけ呟いた。

　つい先程までのどこか抜けた表情は消え失せている。

「……なぜ嘘をつく必要がある？」

「……それは……半田くんが……一番理解している、ハズ」

「すまないが心当たりがないな」

　確信めいた物言いと普段は決して目を合わせることのない江里が、射貫くように鋭い視線を俺に突き刺してきた。

　そこから読み取れるものは――絶対の自信。

　小さく「……ん」と咳払いをしてから、江里らしい美しいまでの無表情を浮かべて口を開いた。

　一体江里はどこまで……？





「……半田くん――――と……お付き合い……しているでしょう？」





　――秘密にしなくてはならない俺と相手には……それは死刑宣告ととれるものだった。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　結局江里には取り立ててどうこうしようという意図などは微塵もなく、ただ単純に経験をもとにアドバイスをしてほしい、とのことだった。

　一体なぜ江里が気付いたのか？

　そんな疑問は残っていたが、差し当たり問題はなさそうで何よりだ。

　……だがこれは俺個人で判断を下せる範疇を超えてしまっている。

　あれから色々と話し合いをして「俺の意見だけでは偏りかねない」と一度打ち切った。言うに及ばず一旦持ち帰って今後どうするべきか、〝ふたり〟で
相田と江里
 ふたり

 のことを協議する必要があったからだ。

　唯一その場でアドバイスしたことと言えば……、

「相田に対してはもっとグイグイ行っていいと思うぞ。相手に意識させることから始めたらどうだ？」

　相田を生贄に捧げたことくらいだ。……すまんな相田、俺を恨むなよ？





　少々言い訳……ではなく弁明をさせてもらうと、この時の俺は動揺していたのだ。

　気持ちを切り替えるための余裕を作るには、一度江里の矛先を変えるしかない。

　いくら江里に俺たちの秘密をバラそうという意思がなくとも、そんなことは関係なしに焦る。

「……ん。……〝半田くんたち〟が、協力してくれるの……祈ってる」

　第三者に聞かれたとしても、誰にも理解することのできない会話。江里の性格によるものなのか、それとも配慮なのか。

　ただひとつ理解したことは、やはり江里はただ者ではないということ。

　相田が絡むと恋は盲目……とは少し違う気もするが、途端に空回りをする。けれど本質は才女であることに間違いはない。学業の成績だけではなく根本からして地頭が良いのだ。

「あぁ……それより相田は大丈夫か？　酸欠になっているかもしれんぞ？」

「……んっ!?
 」

　途端に血相を変えた江里がロッカーに向かって慌てたように走り出した。途中机やら椅子に足を引っかけて何度か転倒しそうになっていたが、そこは持ち前の運動神経を無駄に発揮して、アクロバティックな動作で華麗に通過していった。……きっと前世はくのいちだったのかもしれない。

　相田が絡むと途端にあれだが……基本スペックが高いことは今の動きを見て再認できた。

「……ただいま」

「……おかえりなさい」

　不意にロッカーの扉が開け放たれたからか、眩しそうに目を瞑っていた相田が江里に目を向けてから俺を見た。

　どんな会話をしていたか気にしているのだろう。その時点で相田の〝江里に対する気持ち〟が確かなものであることが分かる。

「……レッドカード！　は、半田くん……退場！」

「分かってる分かってる。……じゃあな相田。まぁ、死ぬなよ？」

　俺が何か話し掛けるよりも先に、見事なまでのふくれっ面を披露した江里が振り返って出入り口の方を指さした。音がしそうな勢いで何度も指をさすその姿は誰がどう見ても才女には見えない。

　繰り返しになるが、相田が関わると江里はマヌケになる。良い例だった。





　鞄から道着を引っ張り出し教室を後にする。

　さぁ、どうするか。などと悩んだところで俺に残されている選択肢など始めから存在しない。状況的にも心理的にも。

　あのふたりの仲を進展させる具体的な方法か。……それを考えるのは俺よりも人生経験の豊富な彼女の方が適任だろう。

　柔道場へと歩きながら携帯電話を取り出しメッセージを飛ばす。

　ほとんどの者が登校していないこの時間でも、彼女は学校に来ている。

　なので反応はすぐに返ってくるだろうと踏んで短文を送った。

『江里にバレている』

　すると予想通り即座に既読マークがついた。おそらく私室と化したあの部屋で紅茶でも飲みながら、スマホ片手に暇しているのだろう。

『あらら～。私があなたのこと見すぎていたのに気が付いたのかしら？』

　特に焦った様子もない彼女からの返答。それに俺が返事を打っている間に追加のメッセージが表示された。

『それよりも朝から他の子の話をするなんてちょっと不満ね。自主練見に行ってもいい？　邪魔しないから』

　邪魔うんぬんよりも、見に来ること自体に問題がある。部活に関係ある者ならばいいのだが、無関係の彼女が来て、万が一にも第三者に見られた場合困る。

『校内で不用意な接触はしない。ふたりで決めたことだ』

『頑固者！　……でもあなたのそんな頑固なところが好き！　大好き♡』

　変にテンションの高い彼女。

　普段はここまで子供っぽいことはしないはずなのだが……。

『何か良いことでも？』

『今日は芸術鑑賞教室でしょう？　午前中は色々とあって無理だけど、午後のオペラ鑑賞は私たちも一緒に観れるの。クラス別で席順自由。この意味……分かる？』

　パンダが笹を食べているスタンプと共に送られてきたメッセージ。





　……困った彼女だ。多分俺の隣にでも座るつもりなのだろう。

　まぁ、そんな自由奔放なところが好きなのだが……なんて惚気ている場合ではない。

『分かった。そうなるよう俺も努力する。それで話を戻すが、江里にとある協力を求められた。それについて今晩電話を――』





　――そして翌日、俺は彼女と相談して出した結論を伝えるために、江里の下駄箱へと手紙を投下した。

　さぁ、放課後作戦タイムのために今日は気合をいれておくかな。










番外編③
 　クラスメイトの穂波さんはドＳ女王様な肉食系女子（ふたりが付き合う前の話）






　僕は結構早起きだったりする。

　理由は挨拶が苦手なコミュ障だから。

　大勢のクラスメイトよりも早く登校して、江里さんとふたりきりで話した後は決まって眠っている。これは挨拶を避けるための手段であるのと同時に、早起きによる睡眠不足を補うための一石二鳥の選択肢なのだ。

「……っ！　おーいっ！　
相田
 そーだ

 くーんっ！　今日、日直一緒だねー！」





　そして今日もいつものように眠っていたら、誰かが僕の名前を遠くで呼んでいるような気がしたので、心地好い微睡の中、微かに聞こえてきたその声に耳を澄ませた。

　誰だろう？　僕を呼んでいるのは。

「……あれれー？　そーだくん、眠ってるんー？　……やっほーっ！」

　……あれ？　もしかして夢じゃない？

　腕を枕にして机に顔を埋める形で眠っていた僕。

　初めは夢かと思っていたけどやけにリアルで、実際に呼ばれているみたいだ。

　ボンヤリとそんな答えを出して鈍い思考回路のままゆっくりと顔を上げ、寝ぼけ眼を擦りながら声のした方へと顔を向けた。

「……おはよう……ございま……すー……」

　ぼやけた視界では誰が僕のことを呼んでいるのかイマイチ分からず、再度襲ってきた睡魔になんとかあらがって挨拶を口にしたけど、またそのまま瞼が閉じていってしまった。瞼にだけピンポイントで重力が強く作用しているようだ。そのせいで最後の方は寝息になってしまったような気がする。

「おっはよー……って！　また眠っちゃうん!?
 　起きてー！　朝だよ！　グッモーニン！」

　あと一歩踏み出したら眠りの世界に落っこちる、というタイミングで肩を掴まれてガクガクと揺さぶられて、思わず身体がビクッと反応してしまった。なんだか少し恥ずかしかった。

　なっ！　なにごとッ!?


「えっ!?
 　……あっ……ほ、
穂
 ほ
 波
 なみ

 さんッ!?
 」

　驚いて頭を上げたら目の前にクラスメイトの穂波
雅
 みやび

 さんの顔があって、更にビックリしてしまった。穂波さん、ち、近いですって！

　前の人の席を借りたのか椅子に逆向きに座り、自然と目がいってしまう白い八重歯を微かに覗かせて、爽やかな明るい笑みを浮かべた穂波さんが僕の肩を、ポンポンと軽く叩いた。

「やぁやぁ！　穂波さんですよぉ～！　起きたかなっ？」

　フリルカールが似合う栗色のミディアムヘアを揺らしてニコリと笑う穂波さんは、見たまんまの底抜けに明るい性格をしていて男女共に人気がある、僕とは真逆のコミュ力の頂点に君臨するようなタイプの人だ。

　それと江里さんを美人として表すなら穂波さんはキュート。……って僕は起き抜けから何を考えてるんだ。

「……おはよう……ございます」

「むむっ!!
 　これはこれはご丁寧にー！　こちらこそ……おはようございモーニング！」

　なんとなく軽く会釈をして挨拶をした。

　すると穂波さんは深々と頭を下げて僕の机におでこをつけたまま、元気良くヘンテコな挨拶を口にして動かなくなった。

　そんな状況に一体どうすれば……と悩んでいたら、何故か隣の席の江里さんが椅子を持ってこっちまで歩いて来て、穂波さんと同じように僕の机にパタリと顔を伏せた。

「……お、おはっよう、ござい……モーニング……です」

　えぇぇぇぇ!?


　江里さん!?


　いきなりどうしたんですか!?


「……あははー！　江里さんめっさウケるー！　可愛いんだけどっ!?
 」

　ガバッと音がしそうな勢いで顔を上げた穂波さんが、江里さんを見てから噴き出し、いきなりころころと笑い始めた。

　どうやら江里さんはどうして笑われているのかまるで分かっていないようで「……ん？」と、不思議そうな表情を湛えて小首を傾げるだけだった。

　ちなみに僕は江里さんが急に会話に入ってきた意味も、穂波さんが笑い転げている理由も分からなかったので、大人しく座ったままでいた。

　でもそれが穂波さん的には更にツボだったみたいで、

「あははっ……もう……ふたりとも、やめっ……そこ普通……そんな反応しないっ……笑いすぎて、お腹いたっ……」

　お腹を抱え目尻の涙を拭いながら爆笑していた。……穂波さん呼吸困難になってる気がする。

　それから穂波さんが一頻り笑い終えるのを待って僕は問いかけた。

「……あの……穂波さん……用事」

「あっ！　そうそう、今日ウチら日直さんですよー！　だから学級日誌取りにレッツゴー行こーっ!!
 」

　パンッと手を叩いてから思い出したように何度も頷く穂波さん。その横では何故か江里さんも「……ん」と頷いていた。……なんで？

　あと、「レッツゴー行こー」の語呂の良さがやけに耳に残った。……これもなんで？

「……そうでした」

「うむうむ！　ほら、立った立ったぁ～！　それ、歩け歩けぇ～っ！」

　穂波さんが不意に僕の両肩を掴んで立ち上がるように促してきたので、そのまま立ち上がって。

　今度はいつの間にか背後に回って僕の背中を押してきたため、歩き出した。

　僕は操り人形か！

「わっ！　……私もっ！」

「う～ん？　江里さんどしたん～？」

　僕らが教室から出ていこうとしたタイミングで、後ろの方から江里さんの声が。

　ふたりでその場に立ち止まったら、小走りで僕の前に江里さんがやってきた。

「……押すっ！」

　そして何を思ったのか僕の胸辺りに両手を当ててグイーっと押してきたのだった。

　……江里さん？　なんで前から押すんですか!?
 　これじゃ学級日誌取りに行けないんですけどぉぉぉぉ!?


「やばっ……江里さん……可愛いっ……息……吸えなっ……」





　――教室内に今日一番の穂波さんの笑い声がこだましたのは言うまでもない。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　１時限目の授業を終えて僕は日直の仕事を全うするために黒板へと向かった。

　黒板消しを掴んでまずはさっと大部分を消す。

　次にクリーナーで黒板消しについたチョークの粉を丁寧に吸い取ってから、本仕上げに入る。

　黒板消しを両手でしっかりと持って、面板に対して斜め45
 度くらいになるように押し当てて、上から下への一定方向で拭き取っていく。この時のポイントは隅から隅まできっちりと拭くことだ。

　これが僕なりの
仕事の流儀
 プロフエツシヨナル

 。

　……うん。綺麗に仕上がった。

　黒板の前で腕を組んで自分の仕事振りを確認していたら、背後から両肩を掴まれた。

　江里さんかな？

「おぉ～！　そーだくんもしかしてＡ型!?
 　こんな綺麗に黒板消す人初めて見たよ～！」

　江里さんだと想定して振り返ろうとしたら、僕の肩に穂波さんが顎を乗せてきた……えッ!?
 　な、なんで僕みたいなコミュ障にこんなに接近してくれるの!?
 　近いですって！

「……え、ええええー型ですッ！」

「
ＡＡＡＡ
 ええええ

 ー型？　何それ強そう！」

　穂波さんは「あはは～」と軽い笑い声を上げながら言葉を続けた……何故か僕の耳元で囁くようにしてだけど。





「あれぇ～？　もしかして緊張してるのかなぁ～？
 」





　鼓膜に直接囁かれるような響きは、普段底抜けに明るい穂波さんからは想像もつかない、嬌声に限りなく近い艶かしい声。

　突然の行動と急激に変化した雰囲気に僕が反応できずにいたら、更に穂波さんが顔を寄せてきた。

　息遣いが直接届くようなくすぐったい距離感に背筋がゾクゾクする。

　それからしばしの沈黙の後――微かな水音を孕んだリップ音が、僕の鼓膜を大きく揺らした。

　物理的な接触はなかったので穂波さんがわざと唇で鳴らしたんだと思う。

　不快感などではない鳥肌が耳から波打つように指先まで伝わり、身体は硬直しているはずなのに不思議と全身の力が抜けていく。





　穂波さぁぁぁん!?
 　これは一体どういうことなんですか!?






「固まってると本当に……〝食べちゃうよ？〟」





　な、ななな何をですか!?
 　何を食べるつもりなんですか!?


　僕ヒョロガリなので食べても美味しくないですよ!?
 　むしろ食べるところなんてありませんよ！





　声音は更に色香を増したけど、穂波さんの
猟奇的な趣味
 カニバリズム

 に身の危険を感じてそわそわと落ち着かなくなっていたら……、

「はーなーれーてぇーっ！」

　えらく真剣な声の調子なのに間延びした気の抜けるような言葉が。

　……今回は間違いなく江里さんだった。

　僕と穂波さんの間に「ん～っ！」と無理やり割り込んで。

　何故かどさくさに紛れて今度は江里さんが僕を抱きしめて一言。





「そーくん……だっこ……禁止！」





　言葉の内容はあれだけど……凛々しく言い切った江里さん。

　でも今の状態を考えると、ブーメランな気がしてならない。

「えぇ～？　江里さんは抱っこしてるのにウチはダメなん？　不公平はんた～い！」

「……んぐぐ～っ！」

　僕が懸念していたブーメランは見事な弧を描いて……どころではなく、鋭角にＵターンしてグサリと江里さんに突き刺さった。悶えてる江里さん可愛い。ぽんこつ可愛い。

「あれれ～？　江里さんが何も言わないならウチも抱っこしちゃうぞー？」

「……だ、だめぇーっ！」

「う～ん……ちゃんとウチを納得させる理由を言ってくれないと、そーだくんのこと……〝食べちゃうよ？〟」

「…………ん？　たべる？　……ごはん？」

　背後で行われているやりとりなので全く見えないけど、間違いなく江里さんは右に左にと小首を傾げている気がする。あと多分不思議そうな表情も。

「……ぷっ……あっはっは～！　そっかそっかぁ～。江里さんには早かったねー！　……ちなみにそーだくん！　ウチが――〝食べちゃってもいい？〟」





　心の底から理解できない。

　僕を食べたって身が少なくて骨ばっかりだし、多分……いや、絶対に美味しい訳がないのだ。





「……どういうことですか？」





　――そんな僕の言葉にいきなり穂波さんがお腹を捩って大笑いするのと、チャイムが鳴って先生が入室してきたのはほとんど同時だった。……ちなみに穂波さんは先生に怒られてもしばらく笑い続けていた。

　ぼ、僕は助かったのかな？





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　穂波さんは日直の仕事である学級日誌の記入があるはずなのに、授業間の休み時間の度に黒板を消す僕のところにやってきては、必ずイタズラをしていった。……ちなみに日直の仕事は授業開始と終了時の号令、黒板清掃や学級日誌の記入、それに移動教室のカギを取りに行ったりノート・プリントを配布、回収したりとやることはいっぱいある。穂波さんは号令と学級日誌の担当なのにちゃんと記入しているのだろうか。





　……ちょっと話はそれたけど、例えば２時限目終了後の休み時間はお気に入りのオモチャで遊ぶ子供のように、純真無垢な笑みを浮かべながら僕の顎から喉辺りを撫でてきた。

「ほ、穂波さん!?
 　なっ！　なんですか!?
 」

「あれぇ～？　そーだくんは〝ネコ〟なのにゴロゴロ鳴いてくれないんー？」

「……鳴きませんよ？」

「ふ～ん。それならゴロゴロ鳴いてくれるまで〝
愛撫
 ペツテイング

 〟するよ？」

「……ペッティング？」

「……あははー！　分かった！　そーだくんってもしかして小学生かにゃぁ～？　うりうり～！　ゴロゴロ鳴かないともっと恥ずかしいことしちゃうぞぉ～？」

「や、やめっ――」

「――い、イエローカード！　もうだめぇーっ！」（急いで走ってきて僕と穂波さんの間に割り込む江里さん）





[image: ]










　……もうね、散々弄ばれた。

　穂波さんの撫でてくる手つきは絶妙で、くすぐったさは一切感じない代わりに変な心地好さがあった。だから僕も口では「やめて」と言いながらも、本気で拒否はしない。……あれ？　僕徐々に穂波さんに手懐けられてる!?






　それから４時限目が移動教室だったので手早く黒板を消して、鍵担当になった僕が職員室に向かおうとしたら。

「そーだくん？　鍵取りに行くんー？」

「……はい」

「ならウチも一緒に行くーん！」

　僕のところにやってきた穂波さんが江里さんの方をチラチラと窺ってから、何故か大きめの声で言葉を続けた。よく見ると江里さんも自席に座って読書をしているけど、コソコソとこちらに視線を向けているではないか。……うるさくしてごめんね江里さん。

「これはもう……制服デートだねー！　そっかそっか！　そーだくんはそんなにウチとデートしたいんだ？　あははー！　仕方ないなぁ～」

　江里さんがピクリと反応してからこっちに顔を向けて固まっている。もし江里さんに猫耳がついていたらきっと今はピーンと立っているに違いない。

「……デートなんですか……これ？」

　僕はと言うとあまりに突拍子もない発言だったので、焦ることもなく純粋な疑問を口に。

　けれどそんな反応がお気に召さなかったのか、突然いつもの笑みを消した真顔の穂波さんが僕の真正面に立って、腰に手を回して密着してきた。

　江里さんよりも大きなふたつのふくらみが僕の身体に押し付けられて、形を変えているのがハッキリと分かる。それほどまでに密着しているということなのだろう。





　ヒィィィィィィッ!!
 　あ、当たってますよ!?






「いい？　私がデートって言ったらデート…………分かった？　そーだくん？
 」





　他の誰にも聞こえないような小声なのに鋭く耳に届く声音。

　穂波さんではない誰か他の人が言葉を発したかのような錯覚に陥るほどの変化だった。

　向かい合った状態だったので必然的に至近距離で目が合ったけど、無表情の穂波さんの瞳は笑っていない。それで何となく察しがついた。

　……もしかして怒らせてしまったのだろうか？

「……分かりました」

「……うんうん！　分かればいいんだよ？　そーだくん！　ウチとデートに行こっか！」

　途端に普段通りの明るい笑みを浮かべた穂波さんがいつも通りの調子で言った。

　どうやら機嫌は直ってくれたみたいだ。……穂波さんの見てはいけない黒い部分を見てしまった気がする。女の子怖い！

「あの！　そ、その前に……近いです」

「う～ん？　近い～？　それで何か問題でもあるん？」

「えっ!?
 　……やっ……あの……あ、当たって……ます」

「当たってる～？　何がかなぁー？」

　僕の腰に手を回して密着したまま、どこかサディスティックな表情を浮かべてわざとらしくとぼける穂波さん。

　これ絶対「わざと当ててるんだよ」って言うパターンだな……と何となく予想がついた。





「……何って……分かってますよね？」

「えぇ～？　言葉にしてくれないと分かんないなぁ～？」

　そう言って更に押し付けてくる穂波さんだった。

　完全に確信犯です。

　間違いなく分かってやってます。

　そろそろ僕昇天します！





　あぁぁぁぁぁぁ！　健全な青少年には刺激が強すぎるんですけどぉぉぉ!?






「い、言えません！」

「あははーっ！　……ウチから〝わざと当ててるんだよ〟なんて当たり前なことは言わないよ？　恥ずかしがってるそーだくんが言ってくれた方が〝気持ちいいじゃん？〟」

「……やっぱり言えません！」





　……想像以上にタチが悪い！





「ほらほらぁ～？　早くしないと鍵取りに行けないぞぉー？」

「穂波……その辺にしてやれ。江里が限界だぞ」

　そこで半田くんから救いの声が。……助かった。

　僕と穂波さんが揃って江里さんの方に顔を向けたら……、

「…………」

　目から下を本で隠し、今にも泣き出しそうなほど涙目の江里さんが静かにこっちを見ていた。

　目を凝らすと僅かにプルプルと震えているようにも見える。

「江里さ――」

「――あぁーっ！　江里さん可愛い！　……綺麗な子が必死に涙堪えてる姿を見てると……もっと……イジメたくなっちゃう
 」





　――僕は穂波さんが小声で言った不穏な言葉を確かに聞き取ってしまった。……穂波さんは一体何が目的なのだろうか？





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　４時限目を終えて教室に帰ってきたところで、隣席の江里さんが僕の服の袖口をクイクイと引っ張ってきた。

「どうしました？」

　尋ねながら顔を向けたら、キョロキョロと辺りを気にしてから「ん～っ！　は、早くっ！　ごはんっ！」と何故だか焦っている様子の江里さん。もしかしてお腹減ってて我慢できないとか？　……いや、それはないか。

「……ちょっと待ってください。ノートの回収が……」

「……だめっ！」

　江里さんは顔を一生懸命左右に振って、長い黒髪を目一杯広げながら断固拒否を口に。

　瞳には固い決意が滲んでいて江里さん的には譲れない何かがあるようだ。

　……少し待ったけど何故ダメなのか理由は言ってくれなかったので、僕は至極当然な事情を伝えた。と言っても江里さんも理解はしていると思うんだけど……。

「……日直の仕事なので」

　日直の仕事を穂波さんと分担している以上迷惑はかけられない。僕ひとりの問題では済まないからだ。

　だから「ノートの回収が終わるまでちょっと待っていてもらえますか？」と伝えたつもりだったんだけど……。

「……んっ！　そ、それなら……私やるっ！」

　どういう解釈をしたのか……江里さんが突如ノート回収をやると言い出し、早速自分のノートを手に持って心なしかどや顔を浮かべている。

　……なんでそうなるんですか？

　ちんぷんかんぷんすぎて一瞬反応できずにいたら、僕を呼ぶ声が聞こえてきた。穂波さんだ。

「そーだくん！　ウチ今しっかり聞いてたんだけど……江里さんがノート回収してくれるん？」

　こちらにゆっくりと歩いてきてから、太陽のような明るい笑みを浮かべて目を細めた穂波さん。……何故だろう、顔は笑っているのに目は笑っていない気がする。

　なので僕はとっさに江里さんを庇うために嘘をついたんだけど……、

「……僕がやりますよ？」

「んっ！　私、やる！」

　正直者な江里さんは右手をピーンと上げて、元気良く宣言してしまったのだ……。しかも穂波さんに向かって「そーくん……だめっ！」と謎の発言をプラスして。

　なんで僕ダメなんですか？　さすがにコミュ障でもノート回収くらいできますよ？　「……の、ノート……その……日直」みたいな感じで……想像しただけでやっぱりダメだった……泣きたい……。

「そっかそっかぁ～！　江里さん……やってくれるん？」

「……ん！」

　満足げな顔で頷いている江里さんと、いつも通りの底抜けに明るい表情をしている穂波さんだけど、微妙に嗜虐的な笑みが追加された気がする。

　――早い話、なんだか嫌な予感がしてきた。

「それならそーだくんは今、フリーなんだよね？」

「……え？」（無意識に首を傾げる僕）

「……ん？」（いつも通り首を傾げる江里さん）

「ノート回収もなくなったことだし……そーだくん、ウチと一緒にゴハン食べに行こっか？」





　穂波さんが言い終わるのとほぼ同時にバタッという音が聞こえてきた。

　見るまでもなく隣に立っていた江里さんが突然床に倒れ込んだからだ。





　えぇ!?
 　え、江里さぁぁぁぁぁぁん!?






　力なく床にへたり込んだ江里さんはそのまま小さく縮こまってしまい、力ない声で「……ごはん～
 」と呟いているのが微かに聞こえてきた。

　まさか本当にお腹が減ってたんですか!?
 　もう立っていられないくらいお腹ペコペコなんですか!?


「あはっ……あははっ！　……江里さんが、丸まってる！　落ち込んでる！　……めっさ可愛い！」（お腹を抱えて大笑いしている穂波さん）

「え、江里さん？」

「……ごはん……いっしょ……たべれない」（縮こまり江里さん）

「あははー！　……ごめんごめん江里さん！　ちょっとからかいすぎちゃったね？」

「…………」

　膝をついて縮こまっている江里さんの頭を、ごく自然な動作で撫でてから穂波さんが言葉を続けた。

「お詫びにウチがノート回収しておくから……ふたりはゴハン行って来ていいよー？」

「……んっ！　いいのっ!?
 」

「穂波さん……ノート回収……してくれるん、ですか？」

「うんうん！　ほらぁ～早くゴハン行かないと昼休み終わっちゃうぞぉ～っ？　ほんとちょろ…………っとノート集めるだけだし、気にしなくていいよー！　あははーっ♪」

　……もしかしたら穂波さんは聖母なのかもしれない！　今までの不穏な行動はちょっとした気の迷いだったんだ……きっと！





　――そして僕らは手を振る穂波さんに見送られて教室を後にした。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





「……ホントふたりはちょろいなぁ～。心配になっちゃうよホント。……ねっ？　半田くん？」

「あぁ。これで少しはふたりの
殺人行為
 いちやつき

 を抑えられるだろう……」

「えぇ～？　今日１日はいいんでしょ？　ウチの自由にして？」

「やりすぎだと判断したら俺が止めるぞ？」

「はいはーい！　……さぁーてとっ！　ふたりを尾行して愛を育む秘密の場所を突き止めて乱入……じゃなくて、ちょっかい出しに行ってこよーっと！」

「……おい。その前にノートの回収はどうするんだ？」

「う～ん？　帰ってきたらやるよぉ～！　もし間に合わなかったら…………皆で怒られよっ？　あははっ♪　それじゃぁ～ねぇ～！」

「おい、待て！　……穂波のやつ逃げやがったな、仕方ねぇ……皆！　さっきの授業のノート回収するから――」





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　校舎の最上階にはフロア全体の半分を占める広い図書室。それに音楽室と付随する準備室。そして僕らの秘密のご飯スポットになっている司書室があるだけで。

　……何が言いたいのかというと、このフロアはお昼休み中、ほとんど人がいないのである。

　わざわざ最上階まで上がってきてお昼休みに図書室を使うことがあるとすれば、テスト期間前くらいだと思う。

　ちなみに僕は一緒に勉強をするような相手がいないので、図書室は数えるくらいしか使ったことがなかったりする。……自分で言ってみてちょっと悲しくなった。

「「いただきます」」

　いつもの司書室。

　ふたりで手を合わせていただきますの挨拶をして間もなく、事件は起こった。

「あっれぇ～？　たしかこの階に上がってきたハズなんだけどなぁ～？」

　ひっそりとしていた廊下から少し大きめの声が聞こえてきたのだ。

　声の主は間違いなく……穂波さん。何しに来たんだろうか？

「ほな――ッ!?
 」

　僕が驚いて「穂波さん!?
 」と言いそうになったところ、いきなり江里さんに口を塞がれた。「もごもご」言いながら江里さんを見たら人差し指を口に当てて「しーっ！」と口パクしている。





　そうか！　ここで食べていることは秘密だからバレちゃいけないんだった！





　そこでようやく江里さんの真意を汲み取った僕は無言で頷いた。

「う～ん？　音楽室にはいないなぁ～！　……お～い！　そーだく～ん！　江里さ～ん！　出ておいでー！」

　音楽室を見終えたということは残り準備室と図書室……そしてこの司書室だけである。

　部屋の並び順からすると準備室、司書室、図書室という感じで見回りに来るはずだ。

　ど、どうしよう……バレるのは時間の問題だ。

「どうしましょう、江里さん？
 」

「……ん。私に……考えがある
 」

「準備室にもいないなぁ～。ふたりとも早く出てこないと……〝食べちゃうよ？〟……あっ、安心して？　ウチ〝どっちもイケる〟から……江里さんも美味しく〝食べちゃうぞぉ～っ！〟　あはは～♪」





　ヒィィィッ！　なんか怖いんだけど!?






　意味は分からないけど本能が「危険！　ワーニング！　デンジャラス！」と警告してきている気がする。

　僕が内心でガクブルしている間にも穂波さんのものだと思われる足音が、一歩また一歩と近づいて来ていた。……何だかお化け屋敷に紛れ込んでしまったような緊張感が漂う。

　そんな中、江里さんが音を立てないようにゆっくりと引き戸へと近づいていった。

　何をするのだろう？　と見ていたら、壁に立てかけてあった自在ホウキを掴んで引き戸横にセット。





　……そうか！　つっかえ棒にして開かないようにするのか!!
 　さすが江里さん。





　斜めにセットされた自在ホウキがストッパーになり、あれで引き戸が開くことはなくなった。

　セットを終えた江里さんがこっちに振り返って「……んっ！」と小さく頷いてから、胸を張ってしたり顔を向けてきたけど……その瞬間引き戸がガタガタと揺れ始め、今度は焦ったように頭を抱えて小さくしゃがみこんでしまった。……どや顔からの落差が凄くて反則的なまでに可愛かったのは言うまでもない。





「……あははっ♪　……そっかそっかぁ～！」





　やけに上機嫌な穂波さんの声が聞こえた後、すりガラスに人影が映った。

　どうやら穂波さんがすりガラス越しに室内を覗き込んでいるみたいだ。





　もはや軽くホラーなんですけどぉぉぉ!?






「おかしいなぁ～？　鍵も掛かってて、無人のはずなのに……どうして部屋の電気がついてるのかなぁ～？」

　そのタイミングで今度はすりガラスに穂波さんの顔が浮かび上がった。

　顔を押し付け何とかして室内を確認しようとしているようだ。





　ギャァァァァッ!!
 　もう完全にホラーだよぉぉぉぉぉぉ！　しかもバレてるし!!






　穂波さんに言われて初めて司書室の照明を点けっ放しにしていたことに気が付いた。動揺のあまりそんな初歩的なことにすら気が付かない僕ら。

　ちらりと江里さんの方を見たら「この世の終わり」とでも言いたげな絶望に満ちた表情を浮かべたまま頭を押さえ、口をポカーンと開けて固まっていた。不覚にも可愛くて少し和んだ。





　……終わった。穂波さんにバレてしまった。

「ちょっと、なに騒いでるの？」

　僕らがあまりの恐怖と絶望に身動きが取れないでいたら、救いの声が廊下に響いた。





　この声は……三崎先生!?






「あぁ～っ！　三崎ちゃんだー！　やっほーっ！」

「やっほー……じゃなくて、どうしたのよ？」

「別に～？　この部屋無人なのになんで電気ついてるのかなぁ～？　って思って中に人がいないか声掛けてただけだよ？」

「あっ……電気消し忘れてたわ！　……ごめんなさいね。私が忘れただけよ」

　三崎先生もここを江里さんに特別に使わせてあげていることが、他の生徒にバレるとマズイと思っているようで、とっさに誤魔化してくれた。

　僕は僕で穂波さんにバレてしまうのも怖いけど、三崎先生に見られるのもアウトなので冷や冷やものだったりする。

　お願いです！　ふたりとも室内に入ってこないでくださ……、

「そうなん？　……つまんな～い！」

　天に祈りを捧げていたらいつの間にか近づいて来ていた江里さんがしゃがんだまま、椅子に座っている僕の足に抱き着いてきた……なんでぇぇぇ!?


　抱き着いた状態で僕の方を見上げて「なんか……どきどき……するっ！」小声で言った江里さんは、何故か満面の笑みだった。切り替え早すぎるよぉぉぉ！　僕は違う意味でドキドキしているんですけど!?


「つまんないってなによ？」

「なんでもないでーす！　ウチもゴハン食べてきまーす！　三崎ちゃんばいばーい！」





　――こうして僕ら史上最高にスリリングなお昼休みは江里さんと三崎先生のおかげで、なんとか無事に過ぎていった。……途中、自分の役立たずっぷりに泣きそうになったけど。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆





　緊張感溢れる昼休みを終えた後は特に穂波さんも僕に何かをしてくることはなく、無事に帰りのホームルームへと突入した。

　嵐の前の静けさ。そんな気がして落ち着かなかったのは言うまでもない。

「そーだくーん……ごめんっ！」

　放課後の開始を告げるチャイムが鳴ったのとほぼ同時のタイミングだった。

　小走りで僕の席までやってきた穂波さんが手を合わせながらウィンクを。……おかしいな。言葉的には謝っているはずなのに全くそうは見えない。

　嫌な予感をひしひしと感じながら覚悟を決めて口を開いたんだけど……、

「どうかしま――」

「そーくん！　かえろっ！」

　穂波さんへの返答を遮った隣の席の江里さんが、ややオーバーな動作で手を繋いできた……な、なんでですか!?


　突然のことに驚いてそのまま固まっていたら、江里さんがゆっくりと指を絡め僕と穂波さんの間に割って入り「かえるの！」と腕を引っ張ってきた。なんだろう……小動物に「遊んで！」とじゃれつかれている気分にしかならない。それに妙に真剣な表情の江里さんがなんだか面白くて少し笑ってしまった。

「う～ん？　江里さ～ん？　ウチ今そーだくんとお話ししてるんだけど～？」

「だ、だめっ！」

　今度は繋いだ手を離して僕を庇うように両手を広げて穂波さんと対峙する江里さん。……今度は小動物が必死に威嚇しているようにしか見えない。だってよく見ると江里さんが小刻みにぷるぷる震えているのだ。……うん。いつも通り最高に可愛い。

　……あれ？　それじゃあ穂波さんは――凶暴な肉食獣かな？

「なんでダメなのかなー？」

「やだからっ！」

「ふ～ん。それって江里さんのわがままってことだよねー？」

「……ん？」

　流れが変わった気がする。

　ニコニコしていた穂波さんの瞳に嗜虐の光が灯ったからだ。

　江里さんはそれに気が付いていないのか、ただ単に首を傾げている。……江里さん逃げてぇぇぇ！　超逃げてぇぇぇぇ！

「いいのかな～？　そんなわがまま言って？　そんなことしてると――そーだくんに嫌われちゃうよ？」

「…………」

「そーだくんの話も聞かないで勝手に帰らせようとするなんて――嫌われてもしょうがないよね？」

「…………」

「もしかしたら――もう嫌われちゃってるかもね？　あはは～♪」

　声の調子は確かに笑っているはずなのに目が鋭いままの穂波さん。よく聞く〝目が笑ってない〟というのはこの状態を指している言葉なんだとコミュ障の僕でも気付いてしまった。

　対する江里さんは無言のまま微動だにしない。……いや、よく見るとやっぱりぷるぷる震えている。なんで？

　僕は僕でどうすればいいのか分からず、ぷるぷるしている江里さんの可愛い後ろ姿を眺めながらぼけーっとしていた。

「――そーくん」

「は、ははは、はははいっ!?
 」

　ぼけーっとしていたせいで返事がおかしなことになった。何回「は」って言ったんだろうか？

　とっさに声を掛けられた時のコミュ障あるあるだと思う。友達がいないので共感してくれる人がいるのかそもそも謎だけどね……。

「私のこと……きらい？」

「え？」

　ゆっくりと振り向いた江里さんが俯いたまま上目遣いにこちらを見ていた。

　その瞳は潤いを漲らせ、瞬きをすれば零れ落ちてしまいそうだ。

「わがまま……言ったから」

　力ない声は今にも消えてしまいそうで、雫が零れないように抗っているその姿は――反則だった。

　これまで幾度となく可愛い江里さんを見てきたし、もちろんクールビューティーと呼ばれている様も見ている。

　なのに、それなのに、今の江里さんはまた新たな一面を僕に向けている。

　可愛いでも綺麗でもない……庇護欲を刺激するその姿を見て、僕は身の丈に合わない思いを抱いてしまった。





　こんなコミュ障で何のとりえもない僕が……江里さんを悲しませたくない――守ってあげたいと思ってしまったのだ。





「江里さん、一緒に帰りましょう」（嫌ってなんかいません）





　そこからの僕は自分でも驚くくらい自然に喋れたし、スムーズに動けた。

　多分ちょっとした興奮状態になっていたのかもしれない。

　僕の問いかけに恐る恐る頷いた江里さんはどうやらさっき穂波さんに言われたことを気にしているようだった。

　何を思って穂波さんが「もう嫌われちゃってるかもね？」なんて言ったのかはコミュ障の僕に分かる訳もない。

　だから僕なりに江里さんに「嫌ってなんかいません」と伝えたつもりだったんだけど、どうやら気が付いてもらえなかったようだ。





「……んっ!?
 　そ、そーくんっ!?
 」





　未だにぷるぷると震えている江里さんに歩み寄って。

　その震えを止めようとして無意識に抱き寄せてしまった。

「嫌ってなんかいませんよ」

「……ほんと？」

「はい」

「……よかったぁ」

　江里さんの囁きがこそばゆい。

　けどそれはとても心地好く、安堵した声音に僕も安心した。

　僕は僕が思っている以上に江里さんのことを好きなんだと気が付いてしまった途端、急に冷静になっていく自分がいた。

　これ以上江里さんの迷惑になるようなことはできない。

　第一に興奮状態になっていたとはいえ、皆がいる前でこんなこと……皆……あぁぁっ!?


　そこで僕は江里さんを抱きしめたまま辺りを見回した。





「ひえっ!?
 」

「相田くん大胆！」

「キャァァァァァ！」

「ギャァァァァァ！」

「エンダァァァァ！」

「イヤァァァァァ！」

「涙が甘い……だと!?
 」

「死ぬ！　こんな空気一緒に吸ってたらマジで死ぬ！」

「…………」（白目を
剥
 む

 いたまま直立不動）

「オロロロロロロロロッ」（血の涙を流しながら
嘔
 おう
 吐
 と

 ）

「失敗……しやがったな……ほな……み……」（言いながら床に倒れ込んだ半田くん）





　教室内が世紀末のようになっていた。

　絶叫する人、泣き出す人、後はよく分からない反応をしている人多数。

　そんな状況の中、慌てて江里さんから離れようとしたんだけど……、

「……かえろっ？」

　江里さんが離してくれなかった。……おかしい。いつの間にか僕が抱きしめられている。なんで!?


　僕が江里さんから離れようともがいていたら、穂波さんと目があった。

「そっかそっかー！　そーだくんも男らしいところあるじゃん！」

「……ほ、穂波さん」

「男の子なんだからちゃんと江里さんのこと守ってあげなよー？　って今は守られてるのかなー？　あはは～♪」

　そう言った穂波さんは「ばいばい、おふたりさん」と言葉を続けて、そのまま教室から出て行ってしまった。





　えっ!?
 　穂波さん僕になんか用事あったんじゃ？　それとこの状況のまま放置しないでぇぇぇ!?














「はぁー。やっぱりウチじゃ江里さんにはかなわないや。……そーだくんと一緒に学級日誌書きたかっただけなんだけどなぁ～」


















書き下ろし　ヤキモチもっちもちクンカクンカ事件簿






　ウチのクラスにはちょっと面白いカップルがいる。

　男子の方は全く目立たない物静かで大人しくてあまり特徴のない子。

　女子の方は美人で頭も良くってスポーツもできる正反対のような子。

　見れば見るほどへんてこな組み合わせ。

　よく美女と野獣のカップルって言ったりするけど、その子たちは美女と忠犬って感じかなー。

　見てるだけで飽きないくらい常に空回ってたり……かと思えば急に大胆なことするし、本当に目が離せないオモ……じゃなくて、注目のカップル。

　そうなるとちょっぴりＳッ気のあるウチの楽しみは……自然とそのふたりをイジリ倒すことになる。

　――例えばこんな感じに……。





「おはモー！　もうすぐ夏休みだね～そーだくん！」

「えっ!?
 　は、はい。おはよう……ございます」

　教室の引き戸を開けると同時に声を掛けてみると、目立たない子犬系男子代表のそーだくんがちょっぴりビックリしたように、挨拶を口に。

　今日はいつもより早く登校。

　偶々、偶然、偶発的に目が覚めたから……というのは嘘っぱちで、実はふたりをイジルためにアラームを１時間も早くセットした。

　現役JKの貴重な睡眠時間をせっかく削ったというのに、ふたりっきりの空間でぼーっと外の景色を眺めてたから、わざと間に割り込む。グイグイっと強引に。

　たとえるならばふたりが醸し出す和やかな空気は熟年夫婦のそれ。縁側で日本茶をすすりながら、おせんべいをポリポリ食べてるような雰囲気。





　……これじゃあ全然面白くないじゃん！





　そんなおじいちゃんおばあちゃんのようなふたりだと見ていても刺激がないから、ウチが勝手に頼まれてもいないスパイスを、ドバドバっと強制的に足してあげるのが最近の日課。

　ウチって優しいなぁ～！

　……皆もそう思うよね？





　はいとＹＥＳ以外の返事は認めないけどね～！





「江里さんもおはモー！　はい、ご一緒に～？」

「……お、おはモー…………うし？」

　少し恥ずかしがりながらおはモー（おはようございモーニングの略）をしてくれた江里さんは、その後もそーだくんの背中に隠れながらちょこんと顔だけ出して「……モーモー？」って、首を傾げながら牛の鳴き真似を継続。





　――江里さん可愛すぎでしょ！　勝手に牛だと思って鳴き真似とか、ポンコツ面白いんだけど!!






「う～ん？　江里さんは牛さんになりたいのかなぁ～？　だったらウチが搾って
 あげよっか？　それともそーだくんのこと搾る
 のでもいいよー？」

　ワキワキと指を動かしながらふたりに近づいていくと、案の定ふたりはウチが予想しない刺激に満ちた予想の斜め上の面白い反応をしてくれた。

「……しぼる？　しぼるですか？」

「……ん！　わかった！　雑巾、こうやって……ぎゅって、するの」

　搾る
 を絞る
 と勘違いしてそーだくんの腕をギュッと捻る純真無垢な江里さん。

　その顔はかなーり得意気で、きっとそーだくんに褒めてもらえるとでも思っているようなそんな感じ。

　江里さんって頭いいはずなのに、そーだくんが絡んだ途端すぐこれ。

　恋は盲目より……恋でポンコツのほうがしっくりくる江里さん。

　でもそこがまたイジリがいがあって可愛いんだけどねー！　よきよき！





　う～ん……少し話が脱線しちゃったけど、そーだくんもまさか雑巾絞りをされるとは思ってなかったみたいで。

「……え？　――って痛ッ!?
 　イタタタタッ!!
 　美奈さん、それ、やめて!!
 」

　不意打ちの痛みに涙目になりながら、ギブアップする時にやる相手の腕をペチペチするタップ？　を一生懸命してた。





　片方は「褒めて！」と言わんばかりのどや顔。

　もう一方は「ギブッ！」って泣きそうな表情。

　もうね………………面白すぎるでしょ!?


　だってこのふたり、一連の流れを別に狙ってやってるわけじゃないんだよ!?


　素で、天然な、自然体の、ポンコツ。……だめ、笑い堪えられない――。

「――ぷっ！　あはははっ！　朝から……ふふっ……相変わらずだねー」

「……ん？」（そーだくんの腕をギュッとしたまま不思議そうに首を傾げる江里さん）

「美奈さん、ギブ！　ギブアップ!!
 」（未だにペチペチとタップしてるそーだくん）

　ウチは声が出ないくらい盛大に笑って、目尻に溜まった涙を拭ってから一旦落ち着こうと深呼吸。

　――なんて面白くて可愛らしいオモチャなの。

　朝から笑いすぎて呼吸困難で死ぬかと思った。……完全にウチの自爆だけど。

「ご、ごめんなさい！　……ぎゅって……するの、正解だと思ったの……」

「だ、大丈夫ですよ！　……これでも僕、男の子ですから……全然、これっぽっちも本当は……痛くなかった……です」

「……ほんと？」

「…………は、い」

「じゃ、じゃあもう１回やっ――」

「――ごめんなさい強がりました！」

「……君孝くん、嘘ついたから、罰として……あたま、なでて？」

「……分かりました」

「……ん♪」





　……まーたバカップルのイチャイチャが始まったよ～。

　ウチがいるっていうのに、少し黙っただけですぐふたりの世界！

　これはあれかな？　ウチにカレシがいないからって見せつけてるのかなぁー!?


　そうですかそうですかー……許すまじバカップル！

　……今日はどんなイジリをしてあげようか。

　一方的な嫉妬と、ふたりの可愛さにウチのドＳスイッチがカチッと心の中で音を立てて入った、瞬間だった。





「――うんうん。そーだくんは嘘をついたのでウチの頭もナデナデするべき！」

　全然関係ないのに便乗してみる作戦！

　これできっと江里さんはヤキモチを焼いて可愛らしいもっちもち状態になる……ハズ！

「えっ!?
 　ど、どうしてですか？」（ナデナデ継続中のそーだくん）

「……んー♪」（ニコニコスマイル全開の江里さん）

　と、思っていたら撫でられてご満悦の江里さんは、ウチの発言に気が付いてないみたい。

　なんてマイペース！　……それなら――!!


「いいからいいから～！」

　そう言って江里さんの頭を撫でている手を掴んで持ち上げてみたら――、

「――ん？」（急に真顔になって目をパチパチする江里さん）





　何この反応!?


　ハムスターとかの小動物がエサを目の前にして喜んでいたかと思ったら、ふとした瞬間に急にキリッとするような、そんな面白さがある。……めっさ面白過ぎない!?






　試しにもう一度そーだくんの手を江里さんの頭に戻してみると――。

「……んーっ♪」（目を瞑って嬉しそうに自ら頭を動かして疑似ナデナデをする江里さん）

　再度そーだくんの手を上げると――。

「――むうぅぅ」（小さく唸り声をあげながらそーだくんに不満を訴える江里さん）

　すかさずそーだくんの手を置く。

「――んっ！」（天使のような笑顔で喜ぶ以下略）

　パッと手を持ち上げる。

「――ま、まだなでて！」（いじけた表情で以下略）

　……これは、良いオモチャ!!


　あまりの面白反応だったからついウチの手で江里さんをナデナデしてみたら――、

「……ん～？　君孝……くん？」

　そーだくんとの微妙な感触の違いでも感じたのか、集中するように目を瞑ったまま、すごーく不思議そうな表情を浮かべてからちょこんと首を傾げる江里さん。





　……いやいや、いくらなんでも鋭すぎるでしょっ!!


　どれだけそーだくんのこと好きなの……。





　――ってちがーう！

　ウチが面白くなるようにからかうつもりだったハズなのに、なんで無邪気なバカップルのペースに乗せられて、一緒にほのぼのと楽しみ始めてるの!?


　策士策に溺れるってこのことだよねー知らないけど多分！





「江里さん残念！　愛しのそーだくんじゃなくて、穂波さんでした～！」

　肌触りの良いツヤツヤの髪は、まるで絹糸に触れているかのような錯覚に陥る。それだけ気持ちが良くて、心地好い。

　同性としては江里さんに羨望。両方いけるウチとしてはそーだくんに嫉妬。

　……複雑な心境の中、撫でる手だけは勝手に動き続けてる。あまりの手触りの良さに、やめられない、とまらない状態なのだ。

「っ！　き、君孝くん……」

　江里さんが困ったようにそーだくんを見つめ、アイコンタクトで「助けて」と伝えている。

　それを受けたそーだくんは「ほ、穂波さん……もう放してあげてください」と、ウチの腕を掴もうとしてきた。





　――わぁぉ！　そーだくん男らしい！

　……でもこの程度じゃウチは引かないよ！

　これまでこのふたりには散々砂糖を吐かされてきたから、ここは普段の仕返しとして目一杯遊ばせてもらおう！





「――おっと！　そーだくんがウチの腕を掴もうなんて１億年早いよ！」

　ひらりと
躱
 かわ

 してついでに江里さんを抱き寄せる。

　江里さんは少しだけジタバタと抵抗していたけど、次のウチの言葉を聞いて大人しくなった。

「そーだくんがせっかく江里さんのためにカッコイイところを見せようとしてるんだから、静かにしてた方がよくない？」

「……た、たし、かに。……君孝くん、私、静かにしてる」

「――み、美奈さん!?
 」

「わーはっはっは～！　江里さんは今やウチのもの！　さぁて、ナニ
 しちゃおっかなぁ～！」

　味方だと思っていた江里さんが簡単にウチの手に落ちてしまい、目に見えて焦りだすそーだくん。

　その様子をキラキラとした瞳で楽しそうに見つめる江里さん。

　ウチはふたりを手玉に取って朝から大満足。オロオロしてるそーだくんは可愛いし、何よりも江里さんが柔らかくて抱き心地抜群。多分トリートメントだと思うけど、上品な甘さもウチの欲求を刺激す――、





「――おは……ってお前ら朝っぱらから何してるんだ？」





　急に引き戸が開いて現れたのは、熊のような大男――
半田
 パンダ

 くん。パンダくんは柔道部の朝練があるからいつも早めに来て、このバカップルの被害を一番受けていたりする。

　要するにウチとは同じダメージを受けた同志であり、きっと心のどこかでは反撃したいと思っている同志でもある……ハズ！





「おはモーパンダくん！　丁度いいところに来てくれたねぇ～」

「……おはようございます、半田くん」

「……お、おはモー」

「おう……じゃなくて、本当にお前ら何してんだ？　穂波が江里を人質に取って相田をオモチャにしようとしてる……そんな感じに見えるんだが？」

　おぉぉ！　さすが同志！　事態の把握が早くて助かるね～！

　でもここはそう思われるといくらポンコツな江里さんでも気がついちゃうかもしれないから、わざととぼけとく。

「ま？　そうじゃなくって、そーだくんのカッコイイ姿を江里さんに見せてあげようと画策したウチの粋な計らいなんだけどなー？」

「そんな胡散臭い反応で、ま？　とか言われてもな――実際のところどうなんだ？」

「――ふたりをオモチャにして遊んでたとこー」

「……ん？　……んっ!?
 」

「……穂波さん、やっぱり……」

「だろうと思った」

　とぼけても秒でバレたから開き直る。

　実際はパンダくんを巻き込んだ方が絶対に面白くなりそうって、気が付いただけなんだけどねー。

「それでねー今、江里さんを抱き枕にしてフレグランスを楽しんでたんだけど、どうせなら人数多い方がよきかなーと判断した次第でございまして――」

「……ふれぐらんす？　匂い――くんくん、してた!?
 　私のこと、くんくんしてたの!?
 　は、放して！　くんくんしないで！」

「こらこら～ジタバタしないの江里さん！　言うこと聞かないと、もぉーっとクンカクンカしてスーハーしちゃうぞぉ～？　ぐへへぇ～！」

「……んんっ～!!
 　や、やだぁ！　嗅がないで！」

「や、やめてあげてください穂波さん！」

「ノリが完全にセクハラオヤジだぞ穂波……」

　パンダくんがレディに向かって何か失礼なことを言ってた気がするけど、関係ない関係ない。

　ウチは、欲望のままに今を全力で生きる！　がモットーだからね！　あっ、ちなみに今決めたのは秘密ね！

「〝やめてあげてください〟って？　それは聞けないなぁ～そーだくん」

「ど、どうすれば……いいですか？」

　こんなおいしい状況をタダで手放すなんてもってのほか。

　そーだくんのオロオロした可愛い姿は見られたし、今度こそ江里さんのヤキモチもっちもちな姿でも見せてもらおうかな～！

　途中パンダくんが「とんでもなくゲスイ顔してるぞ穂波……」とか、非常に失礼なことを言ってた気がするけど、関係ない関係な…………さすがにちょっと傷付いたので、後で机の中身を全部笹の葉に変えておこう。

　気を取り直して、そーだくんに伝える。

「知ってるよね？　世の中はギブアンドテイク。要求を呑んでほしいのならば、まずはウチの言うことを聞くこと。――分かったかな～そーだくん？」

「……分かりました！」

「……君孝くん……かっこいい！」

「おい、せめて要求の内容を聞いてからにしないと、振り回されることになるぞ……。相手はあの穂波なんだ、どうせろくなこと――」

「シャラップパンダ！　黙らないと穴という穴にペースト状にした笹の葉を流し込んで、全身白黒にボディペイントをして、レッサーパンダとしてサーカスに売り飛ばすよ？」

「色々とひでぇな。ツッコミどころしかねぇ……」

　ポリポリと頭を掻いているパンダくんに、「白黒なのに、レッサーパンダ」と不思議そうに呟くそーだくん。ちなみに江里さんはマイペースに「君孝くん……鋭いっ！」と、喜んでいた。

　……江里さんはナチュラルにそーだくんのことしか気にしてないみたい。これだからバカップルは……でも隙あらば甘い空気を垂れ流せるのは、もう終わり！

「ウチの要求はひとーつ！　江里さんをクンカクンカできないのならば、代わりにそーだくんをクンカクンカするまで!!
 」

「…………」（固まるそーだくん）

「…………」（ちょっと何言ってるか分かりませんという顔の江里さん）

「…………どや顔で何言ってんだ穂波」（案外冷静なパンダくん）

「さぁ、どうするそーだくん？　愛しの江里さんを助けるためには、ウチにクンカクンカされるしか――」






「――だめぇー！」






「ちょっ、美奈さん!?
 」

　力一杯の叫び声とともにウチの拘束から逃れた江里さんが、そーだくんにタックルするような勢いで飛びついて、そのままふたりとも床に倒れ込んだ。





　……これはちょっとイジメすぎちゃったかな～？　後で謝らないと……なんてウチが珍しく反省していたら――江里さんが言った。






「君孝くんの匂い嗅いでいいの――私だけ!!
 」






「美奈さん!?
 　くすぐったいです！　やめてぇぇぇ!!
 」

　そーだくんの胸にグリグリと顔をうずめて叫ぶその姿は、どう見ても現在進行形でクンカクンカしているようだった……。





「おい穂波……なんで俺は朝一からバカップルの特殊なフェチプレイを見せつけられてるんだ？」

「……あははー……パンダくん、我ら同志、死ぬ時は一緒だよ～！」

「ふざ……けんな……」





　――そしてウチとパンダくんは吐き気を催してトイレへと駆け込み。続々と登校してきたクラスの皆も、いつまでもクンカクンカを続ける江里さんの姿を見て、全員トイレに直行する事態となったのだった。





　……それにしても江里さんを魅了するそーだくんの匂い……気になるなぁ～。

　次回は全校生徒を巻き添えにしてでも、クンカクンカしてみよっと～♪










あとがき






　どうもお久しぶりでございます！　識原佳乃です！

　本業が忙しく国内、海外出張の連続だったり、併せて別名義ですがwebライターとしてお仕事をさせていただいたり、某動画共有サイトで何とかチューバ―になったり（笑）、動画編集業をしたり、それ以外にも色々と挑戦させていただいているこの頃です。

　ちなみに無理が祟ったのか年末年始にインフルエンザにかかったり、ノロウイルスで死にかけたりもしました。（泣）

　……というのは言い訳で、最近はめっきり物書きとして活動できておりません。今このあとがきを書いているのも実は出張先からなんです……誰か影分身の術教えてください。切実に！

　まぁ、そんな私の生存報告（？）は皆様興味が無いと思いますので、本作のことについて少し話しておきます……。






江里さん大胆カワイイやったぜ!!







　まさにこの一言です！

　……え？　そんなことは言われなくても知ってるって？

　……では付け加えましょう！

　穂波さん男子人気高くて実はモテキャラ!!


　いやぁ～ここはやっぱり新キャラのことは語っておかないとあれですよね？

　学年に絶対ひとりはいる、ギャルっぽいのに男女分け隔てなく接してくる底抜けに明るくてノリのいい女の子。それが穂波さんです！　どんなカーストの生徒にも、持ち前のコミュ力モンスターっぷりで一瞬で仲良くなるようなそんな子です。

　……というのは表面上で、その正体は退屈と平穏を嫌う、ドＳの小悪魔。……私的には大好きなタイプです！

　そんな穂波さんの活躍でコミュ障バカップルの今後の学園生活はきっと……波乱に満ちたものになることでしょう。

　最後になりましたが編集の『Ａ様』にはスケジュール関係で非常にご迷惑をおかけしました！　すみませんでしたぁぁぁぁぁぁ!!


　それでは皆様、またどこかでお会いいたしましょう！

　アデュー！





２０２０年２月　識原佳乃





識原佳乃（しきはら よしの）

今更某アニメにハマってキャンプを始めた、ゆるキャンパーの識原です！　最近ダイエットで５㎏痩せて、調子にのってお菓子をいっぱい食べている佳乃です！　景色が良いオススメのキャンプ場と、オススメのお菓子（ケーキ！）がありましたらぜひ教えてくださいね！（二〇二〇年三月現在）





イラストレーション

うなさか

小説挿絵やゲーム原画で活動中の車とインコが好きなイラストレーター。今作はコミュ障同士のラブコメ作品。不器用な２人を眺めているとほっこりと幸せな気分になれます！（二〇二〇年三月現在）
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